
平成 28 年度第 4回文京区地域福祉推進本部 次第 

 

日時：平成 29年 1 月 24 日（火）9時 30 分～ 

場所：庁議室 

 

１ 開会 

 

 

 

２ 議題 
 
 

分野別計画の策定に向けた実態調査の結果について 

 

 

 

３ 閉会 

 

 

 

《配付資料》 

【資料第１号】高齢者等実態調査の結果について 

【資料第２号】障害者（児）実態・意向調査の結果について 

【資料第３号】健康に関するニーズ調査の結果について 

 



【資料第 1 号】 

高齢者等実態調査の結果について 

 
１ 目的 

文京区に在住の 65 歳以上の高齢者で介護保険の要介護・要支援認定を受けていない第１号被

保険者と、介護や様々な地域活動の担い手として期待されているミドル・シニア世代について、

日常生活の実態、介護予防や健康への取組等を把握することにより、平成 29 年度に実施する高

齢者・介護保険事業計画（平成 30 年度～32 年度）策定の基礎資料を得ることを目的とする。 
また、要介護・要支援認定を受けている被保険者について、主として在宅生活の継続や家族介

護者の就労継続に有効な介護サービスの在り方を検討するため、日常生活の実態や暮らしの意向、

介護保険サービスの利用状況等を把握し、今後の施策に役立てることとする。 
加えて、区内の介護サービス事業所を対象に、事業所の概要や介護人材の現状を把握するとと

もに、防災対策等の危機管理体制や介護保険サービスの質の向上への取組状況を把握することに

より、今後の介護サービスの提供基盤の整備に資するための基礎資料とする。 
 
２ 調査の種類 

 ⑴ 第１号被保険者調査 
 ⑵ ミドル・シニア（50～64 歳）調査 
 ⑶ 要介護・要支援認定者調査 
⑷ 介護サービス事業所調査 

 
３ 調査時期 

  平成 28 年 10 月 1 日～平成 28 年 10 月 31 日 
 
４ 回収状況 

 ⑴ 区民向け調査 

調査の種類 配付数 回収数 有効回収数 有効回収率 

①第１号被保険者調査 3,000 2,209  2,205 73.5％ 

②ミドル・シニア（50～64 歳）調査 2,500 1,496  1,486 59.4％ 

③要介護・要支援認定者調査 3,000 1,940  1,920 64.0％ 

①②③計 8,500 5,645 5,611  

⑵ 事業所向け調査 

調査の種類 配付数 回収数 有効回収数 有効回収率 

介護サービス事業所調査 162 139 139 85.8％ 

 

５ 調査結果 

  別紙（概要版）のとおり 
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平成２８年度文京区高齢者等実態調査結果の報告 

 

１ はじめに 

文京区では、高齢になっても住み慣れた地域で、安心していつまでも生活することができる

よう、高齢者施策の更なる充実や地域包括ケアシステムの実現を目指すため、高齢者・介護保

険事業計画（平成 30 年度～32 年度）の策定に当たり、高齢者等を対象とした「高齢者等実

態調査」を実施した。 

本書は、この「高齢者等実態調査」について報告するものである。 

 

２ 調査の目的 

文京区に在住の 65 歳以上の高齢者で介護保険の要介護等の認定を受けていない第１号被保

険者と、介護や様々な地域活動の担い手として期待されているミドル・シニア世代について、

日常生活の実態、介護予防や健康への取組等を把握することで、平成 29 年度に実施する高齢

者・介護保険事業計画（平成 30 年度～32 年度）策定の基礎資料を得ることを目的とする。 

また、要介護等の認定を受けている被保険者について、主として在宅生活の継続や家族介護

者の就労継続に有効な介護サービスの在り方を検討するため、日常生活の実態や暮らしの意向、

介護保険サービスの利用状況等を把握し、今後の施策に役立てることとする。 

加えて、区内の介護サービス事業所を対象に、事業所の概要や介護人材の現状を把握すると

ともに、防災対策等の危機管理体制や介護保険サービスの質の向上への取組状況を把握するこ

とにより、今後の介護サービスの提供基盤の整備に資するための基礎資料とする。 

 

３ 調査方法 

郵送配付、郵送回収 

 

４ 実施期間 

平成 28 年 10 月１日～10 月 31 日 

 

５ 調査の設計 

調査名 調査対象者 調査数・抽出方法 主な調査項目 

①第１号被保険者調査 

 

要介護・要支援認定を受けて

いない 65 歳以上の介護保

険被保険者 

平成 28 年９月１日現在の

介護保険被保険者台帳より 

3,000 人を無作為抽出 

身体・生活状況、災害に関す

ること、認知症に対する理解

度、就業状況、地域活動等 

②ミドル・シニア（50～64 歳）調査 

 

要介護・要支援認定を受けて

いない 50～64 歳の介護保

険被保険者 

平成 28 年９月１日現在の

住民基本台帳より2,500人

を無作為抽出 

身体・生活状況、災害に関す

ること、認知症に対する理解

度、就業状況、地域活動、介

護の経験等 

 

別紙 
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調査名 調査対象者 調査数・抽出方法 主な調査項目 

③要介護・要支援認定者調査 

 

要介護・要支援認定を受けて

いる、65 歳以上の介護保険

被保険者（介護保険施設、認

知症高齢者グループホーム、

特定施設を利用していない） 

平成 28 年９月１日現在の

介護保険被保険者台帳より

3,000 人を無作為抽出 

身体・生活状況、災害に関す

ること、認知症に対する理解

度、居宅サービスの利用状

況、今後の利用意向、介護者

の状況等 

④介護サービス事業所調査 

 

区内の指定居宅サービス・指

定地域密着型サービス等を

提供する事業所 

162 事業所 

収支状況、従業員数、人材確

保・人材育成の取組、防災対

策等 

 

６ 回収状況 

種類 配付数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率 

①第１号被保険者調査 3,000 2,209 73.6％ 2,205 73.5％ 

②ミドル・シニア調査 2,500 1,496 59.8％ 1,486 59.4％ 

③要介護・要支援認定者

調査 
3,000 1,940 64.7％ 1,920 64.0％ 

①②③計 8,500 5,645  5,611  

④介護サービス事業所

調査 
162 139 85.8％ 139 85.8％ 

 

７ 表記等について 

（１）表題の後に調査名を省略して記載している。〔認定者〕とは「要介護・要支援認定者調査」、

〔第１号〕とは「第１号被保険者調査」、〔ミドル・シニア〕とは「ミドル・シニア（50

～64 歳）調査」、〔事業所〕とは「介護サービス事業所調査」を意味している。 

（２）図表中の「ｎ」は各設問に該当する回答者の総数（人）であり、回答率（％）の母数をあ

らわしている。 

（３）回答率は、小数点第 2 位を四捨五入して掲載しているため、合計が 100％にならないこ

とがある。また、回答者が２つ以上回答することができる質問（複数回答）の場合、その

回答率の合計は、100％を超えることがある。 

（４）図表タイトルの後に「（複数回答）」等の記載がない設問は、単数回答である。 

（５）選択肢の一部を省略・編集している場合がある。 

（６）圏域別のクロス集計は、〔認定者〕、〔第１号〕、〔ミドル・シニア〕の全ての調査を合

計して圏域別に集計したものであり、「調査全体」と表記している。 

（７）クロス集計については、分析の柱となる項目（属性）の「無回答」は掲載を省略している。

ただし、「全体」は集計対象の全数を表示しているため、分析の柱となる選択肢の回答者

数を合計しても必ずしも全体の数値とは一致しない。 

（８）クロス集計表のうち、網掛けの数値は横に見て第１位の項目（「特にない」、「無回答」

等を除く）である。 
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８ 調査結果（要介護・要支援認定者、第１号被保険者、ミドル・シニア） 

（１）回答者の属性 

①圏域〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

圏域ごとの対象者の分布は、実際の人口割合とほぼ同様となっている。 

▼圏域 

 

 

 

 

 

 

 

 

②性別〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

性別は、いずれの対象者も「女性」の割合が高く、〔認定者〕は「女性」が 69.2％、〔第

１号〕〔ミドル・シニア〕は「女性」が約 56％となっている。 

▼性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

③年齢〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

年齢は、75 歳以上（後期高齢者）の割合は、〔認定者〕は 85.7％であるが、〔第１号〕は

48.7％となっている。 

〔ミドル・シニア〕は「50～54 歳」が 37.1％、「55～59 歳」が 31.8％、「60～64

歳」が 29.7％となっている。 

▼年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.6 

25.7 

6.6 

23.9 

11.2 

23.7 

23.1 

16.7 

27.6 

6.6 

23.8 

1.7 

4.2 

1.6 

0% 25% 50% 75% 100%

認定者   n=1,920 

第１号   n=2,205 

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上 無回答  

29.5 

31.7 

32.4 

20.9 

22.8 

22.9 

25.1 

21.2 

20.3 

24.5 

24.4 

24.4 

0% 25% 50% 75% 100%

認定者   n=1,920 

第１号   n=2,205 

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

富坂地区 大塚地区 本富士地区 駒込地区  

29.9 

43.1 

43.1 

69.2 

55.6 

55.7 

0.9 

1.3 

1.2 

0% 25% 50% 75% 100%

認定者   n=1,920 

第１号   n=2,205 

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

男性 女性 無回答  

37.1 31.8 29.7 1.3 

0% 25% 50% 75% 100%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

50～54歳 55～59歳 60～64歳 無回答  
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④要支援・要介護度〔認定者〕 

要支援・要介護度は、「要支援１」「要支援２」を合わせた割合は 38.0％、「要介護１」～

「要介護５」を合わせた割合は 54.5％となっている。 

▼要支援・要介護度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤世帯構成〔認定者、第１号〕 

「ひとり暮らし」の割合は、〔認定者〕が 29.3％、〔第１号〕が 22.7％となっている。 

また、65 歳以上の世帯の割合は、〔認定者〕が 57.8％、〔第１号〕が 60.0％となってい

る。 

▼世帯構成（小分類） 

 世帯構成 
認定者 第１号 

人数 ％ 人数 ％ 

1 ひとり暮らし 65 歳以上 563 29.3 500 22.7 

2 

夫婦のみ 

全員 65 歳以上 364 19.0 736 33.4 

3 いずれか 65 歳未満 26 1.4 58 2.6 

4 年齢不明 39 2.0 55 2.5 

5 

子どもと二世代同居 

全員 65 歳以上 120 6.3 26 1.2 

6 いずれか 65 歳未満 406 21.1 508 23.0 

7 年齢不明 28 1.5 30 1.4 

8 

親と二世代同居 

全員 65 歳以上 5 0.3 19 0.9 

9 いずれか 65 歳未満 4 0.2 1 0.0 

10 年齢不明 2 0.1 0 0.0 

11 

三世代以上同居 

全員 65 歳以上 4 0.2 4 0.2 

12 いずれか 65 歳未満 192 10.0 165 7.5 

13 年齢不明 12 0.6 9 0.4 

14 

その他 

全員 65 歳以上 53 2.8 38 1.7 

15 いずれか 65 歳未満 32 1.7 23 1.0 

16 年齢不明 26 1.4 3 0.1 

 無回答  44 2.3 30 1.4 

 全 体  1,920 100.0 2,205 100.0 

※「ひとり暮らし」と全員 65 歳以上の世帯を網かけしている。 

  

要支援 

38.0% 要介護 

54.5% 

要支援１ 

23.1% 

要支援２ 

14.9% 

要介護１ 

19.4% 

要介護２ 

13.5% 

要介護３ 

9.4% 

要介護４ 

7.0% 

要介護５ 

5.2% 

わからない 

2.6% 無回答 

4.8% 

認定者 n=1,920 
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▼世帯構成（中分類） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼世帯構成（大分類） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）住まいについて 

①住居形態〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

住居形態は、いずれの対象者も「持ち家（一戸建て、自己所有のビル）」が最も多くなって

いる。いずれの対象者も「持ち家」と「分譲マンション（集合住宅）」を合わせると 80％を

超えている。 

圏域別にみると、「持ち家」の割合は駒込地区が 62.3％で最も高くなっている。 

▼住居形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

64.1 

55.8 

48.8 

16.2 

27.7 

31.8 

1.5 

1.9 

2.8 

6.3 

8.2 

12.2 

2.8 

2.8 

0.7 

4.1 

1.9 

3.3 

5.2 

1.9 

0.4 

0% 25% 50% 75% 100%

認定者   n=1,920 

第１号   n=2,205 

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

持ち家 

（一戸建て、 

自己所有 

のビル） 

分譲ﾏﾝｼｮﾝ 

（集合住宅） 

借家 

（一戸建て） 

民間の賃貸 

ﾏﾝｼｮﾝ、 

ｱﾊﾟｰﾄ 

公営賃貸住宅 

（都営、区営、 

ｼﾙﾊﾞｰﾋﾟｱ等） 

その他 無回答  

ひとり暮らし 

22.7% 

夫婦のみ 

（全員65歳 

以上） 

33.4% 

夫婦のみ 

（その他） 

5.1% 

二世代同居 

（全員65歳 

以上） 

2.0% 

二世代同居 

（その他） 

24.4% 

三世代以上 

同居 

8.1% 

その他の 

世帯 

2.9% 

無回答 

1.4% 

第１号   n=2,205 

ひとり暮らし 

29.3% 

夫婦のみ 

（全員65歳 

以上） 

19.0% 
夫婦のみ 

（その他） 

3.4% 

二世代同居 

（全員65歳 

以上） 

6.5% 

二世代同居 

（その他） 

22.9% 

三世代以上 

同居 

10.8% 

その他の 

世帯 

5.8% 

無回答 

2.3% 

認定者   n=1,920 

29.3 

22.7 

28.4 

37.3 

39.9 

38.6 

2.3 

1.4 

0% 25% 50% 75% 100%

認定者   n=1,920 

第１号   n=2,205 

ひとり暮らし高齢者 高齢者のみ世帯 

（ひとり暮らしを除く） 

その他の世帯 無回答  
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▼住居形態/圏域別 単位：％ 

項 目 

回
答
者
数
（
人
） 

持
ち
家 

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン 

借
家 

民
間
の
賃
貸
マ
ン

シ
ョ
ン
、
ア
パ
ー
ト 

公
営
賃
貸
住
宅 

そ
の
他 

無
回
答 

調査全体 5,611 56.8 24.8 2.0 8.6 2.2 3.0 2.6 

圏
域
別 

富坂 地区 1,747 55.5 27.8 1.7 8.5 1.6 2.5 2.5 

大塚 地区 1,244 54.3 28.2 2.4 8.2 1.1 3.3 2.5 

本富士地区 1,250 55.0 24.8 2.2 7.1 3.8 3.0 4.0 

駒込 地区 1,370 62.3 18.0 1.8 10.4 2.6 3.3 1.6 

 

 

②今後も住み続けられる住まいか〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

今後も住み続けられる住まいかについて、「はい」の割合は、〔認定者〕が 61.9％、〔第１

号〕が 64.6％であるのに対し、〔ミドル・シニア〕は 52.2％となっている。 

▼今後も住み続けられる住まいか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

61.9 

64.6 

52.2 

28.5 

28.3 

46.4 

9.5 

7.2 

1.5 

0% 25% 50% 75% 100%

認定者   n=1,920 

第１号   n=2,205 

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

はい いいえ 無回答  
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③住まいについて不便や不安を感じていること〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

住まいについて不便や不安を感じていることは、いずれの対象者も「玄関、居室、廊下、

トイレ、浴室などに段差がある」が最も高くなっている。〔認定者〕は次いで「老朽化してい

る」が高く、〔第１号〕〔ミドル・シニア〕は次いで「玄関、居室、廊下、トイレ、浴室など

に手すりがない」が高くなっている。 

何らかの不便や不安を感じている割合は、〔ミドル・シニア〕が 72.3％で最も高く、次い

で〔認定者〕が 64.4％、〔第１号〕が 61.4％となっている。 

▼住まいについて不便や不安を感じていること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※「不便や不安を感じている」＝100％－「特にない」－「無回答」 

 

  

32.4 

26.5 

9.2 

3.1 

0.9 

12.4 

2.0 

15.7 

24.6 

19.2 

6.8 

18.7 

7.9 

0.5 

7.6 

3.8 

24.6 

3.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

26.3 

23.8 

4.4 

4.0 

2.0 

7.9 

1.6 

14.6 

18.2 

16.4 

6.6 

17.1 

4.4 

0.4 

6.7 

3.1 

34.7 

3.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

第１号   n=2,205 

33.1 

14.8 

7.9 

6.9 

1.5 

9.1 

1.9 

13.8 

17.7 

22.3 

9.4 

21.8 

3.7 

0.4 

6.0 

4.5 

26.9 

8.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

玄関、居室、廊下、トイレ、 

浴室などに段差がある 

玄関、廊下、階段、トイレ、 

浴室などに手すりがない 

玄関、居室などの扉の開閉 

風呂がない、又は使いにくい 

トイレが和式である 

居室が狭い 

居室に冷暖房の設備がない、 

又は取り付けられない 

エレベーターがない 

居室や寝室などが２階以上 

で、階段の昇り降り 

老朽化している 

増改築ができない 

耐震に不安がある 

家賃が高い 

契約の更新ができない 

オートロック等のため、 

緊急時に外部から入りにくい 

その他 

特にない 

無回答 

認定者   n=1,920 

不便や不安 
を感じ 
ている 
61.4％ 

不便や不安 
を感じ 
ている 
72.3％ 

不便や不安 
を感じ 
ている 
64.4％ 
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（３）日常生活について 

①現在の生活上の不安〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

生活上の不安は、いずれの対象者も「自分や家族の健康」「自分が認知症や寝たきりなどに

より介護が必要になること」が上位２項目となっている。〔認定者〕は「自分が認知症や寝た

きりなどにより介護が必要になること」「自分や家族の健康」がともに 50％を超え、〔ミド

ル・シニア〕は「自分や家族の健康」が最も高く 50％を超えている。 

不安を感じていることがある割合は、〔ミドル・シニア〕が 80.5％で最も高く、次いで〔認

定者〕が 77.4％、〔第１号〕が 68.9％となっている。 

▼生活上の不安（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※「不安を感じていることがある」＝100％－「特にない」－「無回答」 

 

  

50.8 

39.2 

18.1 

11.3 

11.0 

12.7 

10.7 

32.8 

21.1 

4.0 

18.2 

1.3 

0% 25% 50% 75%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

44.6 

40.0 

15.0 

12.1 

8.8 

7.3 

6.2 

21.8 

1.5 

28.6 

2.5 

0% 25% 50% 75%

第１号   n=2,205 

52.1 

53.0 

16.6 

20.1 

17.8 

9.7 

14.8 

33.6 

3.6 

15.2 

7.4 

0% 25% 50% 75%

自分や家族の健康 

自分が認知症や寝たきりなどに

より介護が必要になること 

介護をしてくれる人（家族等）

がいない 

夜間や緊急時に対応してくれる

人がいない 

友人や地域との交流がない 

財産の管理や相続に関すること 

犯罪や悪質商法 

地震などの災害時の備えや対応

方法 

子の育児と親の介護 

その他 

特にない 

無回答 

認定者   n=1,920 

不安を感じ 
ていること
がある 
77.4％ 

不安を感じ 
ていること
がある 
68.9％ 

不安を感じ 
ていること
がある 
80.5％ 
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（４）高齢者あんしん相談センターについて 

①高齢者あんしん相談センター（地域包括支援センター）の認知度及び 

  利用の有無〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

高齢者あんしん相談センターを知っている割合は、〔認定者〕が 74.7％で最も高く、次い

で〔第１号〕が 70.5％、〔ミドル・シニア〕が 47.5％となっている。 

〔認定者〕〔第１号〕は「名前を聞いたことがある」が最も高く、それぞれ 45.9％、55.6％

となっており、次いで「どこにあるか知っている」が高く、それぞれ 40.9％、29.7％とな

っている。 

〔ミドル・シニア〕は「知らない、聞いたことがない」が最も高く、50％を超えている。 

▼高齢者あんしん相談センターの認知度及び利用の有無（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

※「知っている」＝100％－「知らない、聞いたことがない」－「無回答」 

 

圏域別にみると、「名前を聞いたことがある」割合は本富士地区が 48.1％で最も高くなっ

ている。平成 25 年度調査と比較すると、いずれの圏域も各認知度は 10 ポイント程度高く

なっているが、「相談や連絡をしたことがある」割合は大きな変化はみられない。 

▼高齢者あんしん相談センターの認知度及び利用の有無（複数回答）/圏域別 単位：％ 

項 目 

回
答
者
数
（
人
） 

名
前
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
る 

ど
こ
に
あ
る
か
知

っ
て
い
る 

セ
ン
タ
ー
の
役
割

を
知
っ
て
い
る 

相
談
や
連
絡
を
し

た
こ
と
が
あ
る 

知
ら
な
い
、
聞
い

た
こ
と
が
な
い 

無
回
答 

調査全体 5,611 46.9 29.9 21.3 17.1 29.5 4.6 

圏
域
別 

富坂 地区 1,747 46.5 27.5 22.2 15.7 30.5 5.1 

大塚 地区 1,244 45.6 30.5 20.7 17.1 30.7 4.7 

本富士地区 1,250 48.1 28.5 20.6 17.1 29.9 3.8 

駒込 地区 1,370 47.4 33.9 21.4 18.7 26.9 4.7 

▼（参考）平成 25 年度調査 単位：％ 

調査全体 5,301 36.7 20.0 11.8 16.1 37.6 7.0 

圏
域
別 

富坂 地区 1,685 36.8 17.9 12.3 15.0 38.9 7.6 

大塚 地区 1,139 34.9 20.7 11.1 17.5 40.0 6.1 

本富士地区 1,173 38.1 17.3 10.8 13.6 38.1 7.1 

駒込 地区 1,304 37.0 24.6 12.7 18.4 33.3 7.0 

35.3 

16.2 

13.0 

10.0 

51.0 

1.5 

0% 25% 50% 75%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

55.6 

29.7 

20.5 

7.9 

25.5 

4.0 

0% 25% 50% 75%

第１号   n=2,205 

45.9 

40.9 

28.6 

33.1 

17.5 

7.8 

0% 25% 50% 75%

名前を聞いたことがある 

どこにあるか知っている 

センターの役割を知って

いる 

相談や連絡をしたことが

ある  

知らない、聞いたことが

ない 

無回答 

認定者   n=1,920 

知っている 

47.5％ 
知っている 

74.7％ 

知っている 

70.5％ 
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（５）健康・介護予防について 

①主観的な健康感〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

主観的な健康感は、いずれの対象者も「どちらかといえば、健康だと思う」が最も高く、

それぞれ 34.7％、60.9％、64.7％となっている。〔認定者〕は次いで「あまり健康ではな

いと思う」が 30.4％、「健康ではないと思う」が 25.9％となっている。〔第１号〕〔ミドル・

シニア〕は次いで「とても健康だと思う」が高く、それぞれ 16.3％、22.7％となっている。 

▼主観的な健康感 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②かかりつけ医・歯科医・薬局の有無〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

かかりつけ医等の有無は、「かかりつけの医師がいる」は、〔認定者〕が 93.0％、〔第１号〕

が 84.9％となっているのに比べると、〔ミドル・シニア〕は 61.8％と低くなっている。 

「かかりつけの歯科医師がいる」は、〔認定者〕が 53.4％、〔第１号〕が 67.9％、〔ミド

ル・シニア〕が 55.9％となっている。 

「かかりつけの薬局がある」は、〔認定者〕が 62.8％、〔第１号〕が 50.8％となっている

のに比べると、〔ミドル・シニア〕は 25.6％と低くなっている。 

また、〔ミドル・シニア〕は「どれもない」が 18.1％となっており、他の対象者より高く

なっている。 

▼かかりつけ医等の有無（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.7 

16.3 

22.7 

34.7 

60.9 

64.7 

30.4 

14.1 

9.1 

25.9 

5.9 

3.1 

5.3 

2.7 

0.5 

0% 25% 50% 75% 100%

認定者   n=1,920 

第１号   n=2,205 

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

とても健康 

だと思う 

どちらかといえば、 

健康だと思う  

あまり健康では 

ないと思う 

健康ではない 

と思う 

無回答  

61.8 

55.9 

25.6 

18.1 

0.7 

0% 25% 50% 75% 100%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

84.9 

67.9 

50.8 

4.9 

2.6 

0% 25% 50% 75% 100%

第１号   n=2,205 

93.0 

53.4 

62.8 

1.4 

4.2 

0% 25% 50% 75% 100%

かかりつけの医師がいる 

かかりつけの歯科医師が

いる 

かかりつけの薬局がある 

どれもない 

無回答 

認定者   n=1,920 
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③現在治療中の病気〔認定者〕 

〔認定者〕の現在治療中の病気は、「高血圧」が 44.4％で最も高く、次いで「目の病気（白

内障・緑内障等）」が 25.4％、「歯の病気（歯周病・義歯調整等）」が 25.2％となっている。 

▼現在治療中の病気（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④１年間に訪問治療を受けた回数〔認定者、第１号〕 

１年間に訪問による治療（往診）を受けた割合は、〔認定者〕が 23.8％、〔第１号〕が 4.0％

となっている。〔認定者〕では「13 回以上」が 9.6％、「６回以下」が 9.0％となっている。 

▼１年間に訪問治療を受けた回数 

 

 

 

 

 

  

44.4 

10.3 

18.9 

14.7 

11.2 

9.2 

11.3 

12.7 

24.4 

9.3 

7.1 

19.6 

5.5 

25.4 

12.4 

25.2 

7.8 

5.3 

4.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

高血圧 

脳卒中、脳こうそく 

心臓病 

糖尿病 

高脂血症 

呼吸器系の病気（肺・気管支等） 

消化器系の病気（胃腸等） 

泌尿器系の病気（腎臓・前立腺等） 

筋肉や骨の病気（関節炎・骨粗しょう症等） 

骨折や外傷 

がん 

認知症 

こころの病気（うつ病・神経症等） 

目の病気（白内障・緑内障等） 

耳の病気（難聴等） 

歯の病気（歯周病・義歯調整等） 

その他 

特にない 

無回答 

認定者   n=1,920 

9.0 

2.2 

5.2 

1.0 

9.6 

0.8 

63.5 

88.8 

12.7 

7.1 

0% 25% 50% 75% 100%

認定者   n=1,920 

第１号   n=2,205 

６回以下 ７～12回 13回以上 受けていない 無回答  
訪問治療を受けた 
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⑤健康の維持・増進や介護予防等のために取り組んでいること 
 〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

健康の維持・増進や介護予防等のために取り組んでいることがある割合は、〔第１号〕が

91.1％で最も高く、〔ミドル・シニア〕が 88.2％、〔認定者〕が 73.0％となっている。 

いずれの対象者も「栄養バランスに気をつけて食事をする」が最も高く、それぞれ 42.1％、

56.1％、55.5％となっている。 

〔認定者〕は次いで「よくかむこと、口の中を清潔に保つことを気をつける」が 37.4％、

「自分で定期的な運動や体力づくりの取り組みをする」が 26.1％となっている。 

〔第１号〕は次いで「自分で定期的な運動や体力づくりの取り組みをする」が 44.7％、「家

族、友人、知人と交流する」が 41.5％となっている。 

〔ミドル・シニア〕は次いで「仕事をする」が 45.6％、「自分で定期的な運動や体力づく

りの取り組みをする」が 45.4％となっている。 

▼健康の維持・増進や介護予防等のために取り組んでいること（３つ以内複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※「取り組んでいる」＝100％－「特に取り組んでいることはない」－「無回答」 

 

45.4 

55.5 

21.4 

9.6 

1.3 

2.8 

2.7 

3.8 

27.7 

26.4 

45.6 

11.3 

0.5 

0% 25% 50% 75%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

44.7 

56.1 

33.0 

23.2 

4.3 

7.1 

7.7 

4.9 

41.5 

26.7 

21.5 

7.4 

1.5 

0% 25% 50% 75%

第１号   n=2,205 

26.1 

42.1 

37.4 

23.3 

6.1 

4.7 

4.7 

1.1 

25.8 

11.4 

3.4 

20.7 

6.3 

0% 25% 50% 75%

自分で定期的な運動や体力づく

りの取り組みをする 

栄養バランスに気をつけて食事

をする 

よくかむこと、口の中を清潔に

保つことを気をつける 

読み書き計算など脳のトレーニ

ングをする 

区が実施する介護予防の教室や

講座に参加する※ 

地域の運動グループやサークル

などに参加する 

地域活動（町会・自治会・高齢

者クラブ等）をする 

ボランティア活動をする 

家族、友人、知人と交流する 

趣味や学習などの活動をする 

仕事をする 

特に取り組んでいることはない 

無回答 

認定者   n=1,920 

取り組んで 

いる 

73.0％ 

取り組んで 

いる 

91.1％ 

取り組んで 

いる 

88.2％ 

※ﾐﾄﾞﾙ・ｼﾆｱは 
「区が実施する健康づくりの 
 教室や講座に参加する」 
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（６）認知症について 

①認知症のケアや支援制度について知っていること 
 〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

認知症のケアや支援制度について知っていることがある割合は、〔ミドル・シニア〕が

88.3％で最も高く、次いで〔第１号〕が 77.7％、〔認定者〕が 59.1％となっている。 

いずれの対象者も「認知症の診断を受け治療することで、進行を遅らせることができる」

が最も高く、それぞれ 47.2％、67.9％、80.1％となっており、次いで「認知症の症状は、

対応の仕方で改善することがある」が高く、それぞれ 31.7％、49.9％、57.8％となって

いる。 

３番目に高いのは、〔認定者〕〔第１号〕は「認知症の種類によっては、治るものもある」

がそれぞれ 27.2％、38.5％となっており、〔ミドル・シニア〕は「成年後見制度を利用す

ることで、財産管理や契約を手助けしてもらえる」が 44.9％となっている。 

▼認知症のケアや支援制度について知っていること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※「知っていることがある」＝100％－「知っているものはない」－「無回答」 

 

  

33.0 

80.1 

57.8 

8.8 

21.2 

44.9 

10.8 

0.9 

0% 25% 50% 75% 100%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

27.2 

47.2 

31.7 

6.6 

18.9 

17.0 

25.5 

15.4 

0% 25% 50% 75% 100%

認知症の種類によっては、治るもの

もある 

認知症の診断を受け治療することで、

進行を遅らせることができる 

認知症の症状は、対応の仕方で改善 

することがある 

区内医療機関に、専門的な研修を 

受けた認知症サポート医がいる 

高齢者あんしん相談センターは、 

認知症の人や家族の相談窓口である 

成年後見制度を利用することで、財

産管理や契約を手助けしてもらえる 

知っているものはない 

無回答 

認定者   n=1,920 

38.5 

67.9 

49.9 

8.3 

21.6 

28.9 

15.0 

7.3 

0% 25% 50% 75% 100%

第１号   n=2,205 

知っている 
ことがある 

59.1％ 

知っている 
ことがある 

77.7％ 

知っている 
ことがある 

88.3％ 
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②-１ 認知症に関して相談したことがある、又は利用したい相談窓口〔認定者〕 

〔認定者〕が認知症に関して相談したことがある、又は利用したい相談窓口については、

「ない」が 51.4％となっており、「かかりつけ医、又は認知症サポート医」が 16.2％、「高

齢者あんしん相談センター」が 14.1％、「医療機関専門外来」が 9.5％となっている。 

▼認知症に関して相談したことがある、又は利用したい相談窓口（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

②-２ 認知症に関して相談する場合に利用すると思う相談窓口〔第１号、ミドル・シニア〕 

認知症に関して相談する場合に利用すると思う相談窓口は、〔第１号〕は「かかりつけ医、

又は認知症サポート医」が 46.0％で最も高く、次いで「高齢者あんしん相談センター」が

29.9％、「医療機関専門外来」が 28.5％となっている。 

〔ミドル・シニア〕は「医療機関専門外来」が 50.1％で最も高く、次いで「かかりつけ

医、又は認知症サポート医」が 39.3％、「高齢者あんしん相談センター」が 32.9％となっ

ている。 

▼認知症に関する相談に利用すると思う窓口（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

32.9 

29.1 

19.2 

50.1 

3.4 

6.7 

39.3 

3.6 

1.8 

0% 20% 40% 60%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

29.9 

20.5 

16.9 

28.5 

1.6 

5.8 

46.0 

7.0 

7.5 

0% 20% 40% 60%

高齢者あんしん相談センター 

区役所の相談窓口 

認知症疾患医療センター 

（順天堂大学医院の専門窓口） 

医療機関専門外来（認知症 

外来、もの忘れ外来など） 

認知症家族会の相談窓口 

もの忘れ医療相談（高齢者 

あんしん相談センターの嘱託医） 

かかりつけ医、又は認知症サポート医 

ない 

無回答 

第１号   n=2,205 

14.1 

4.4 

4.6 

9.5 

0.8 

2.7 

16.2 

51.4 

15.3 

0% 20% 40% 60%

高齢者あんしん相談センター 

区役所の相談窓口 

認知症疾患医療センター 

（順天堂大学医院の専門窓口） 

医療機関専門外来（認知症 

外来、もの忘れ外来など） 

認知症家族会の相談窓口 

もの忘れ医療相談（高齢者 

あんしん相談センターの嘱託医） 

かかりつけ医、又は認知症サポート医 

ない 

無回答 

認定者   n=1,920 
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③認知症高齢者のいる家族への支援として必要と感じるもの〔認定者〕 

〔認定者〕が認知症高齢者のいる家族への支援として必要と感じるものは、「介護者が休息

できるよう、認知症の方を預かるサービス」が 34.5％で最も高く、次いで「医療・介護等

の専門職による訪問相談」が 21.4％、「通所サービス」が 20.9％となっている。 

また、「わからない」が 30.4％となっている。 

▼認知症高齢者のいる家族に必要な支援（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

15.9 

21.4 

34.5 

6.9 

11.5 

11.9 

20.9 

1.5 

30.4 

22.7 

0% 10% 20% 30% 40%

認知症を理解するための講座 

医療・介護等の専門職による訪問相談 

介護者が休息できるよう、認知症の方

を預かるサービス 

家族の会 

家族を支えるボランティア組織 

グループホーム 

通所サービス 

その他 

わからない 

無回答 

認定者   n=1,920 
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（７）就業について 

①現在の就労状況と今後の就労意向〔第１号、ミドル・シニア〕 

現在の就労状況は、「今も働いている」割合は〔第１号〕が 27.0％であるのに対し、〔ミ

ドル・シニア〕では 75.3％となっている。〔第１号〕は今後の就労意向のある割合が 31.1％、

就労意向のない割合が 35.9％となっている。〔ミドル・シニア〕は今後の就労意向のある割

合が 80.6％、就労意向のない割合が 11.5％となっている。 

〔ミドル・シニア〕を性別にみると、「今も働いている」割合は男性が 85.2％、女性が

68.1％となっており、今後の就労意向のある割合は男性が 87.8％、女性が 75.5％となっ

ている。また、性別・年齢別にみると、就労意向のない割合は、男性の 60～64 歳が 11.5％、

女性の 55～59 歳が 16.8％、60～64 歳が 27.6％となっている。 

▼就労状況と就労意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼就労状況と就労意向〔ミドル・シニア/性別〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就労意向 

あり 

31.1% 

就労意向 

なし 

35.9% 

今も 

働いている 

27.0% 

仕事を 

辞めた 

3.6% 

働いたこと 

はない 

0.5% 
したいが 

できない 

4.2% 

しない予定 

31.7% 

わからない 

6.0% 

無回答 

27.0% 

第１号 n=2,205 

就労意向 

あり 

80.6% 
就労意向 

なし 

11.5% 

今も 

働いている 

75.3% 

仕事を 

辞めた 

4.7% 

働いたこと 

はない 

0.6% 

したいが 

できない 

2.2% 

しない 

予定 

9.3% 

わからない 

5.1% 

無回答 

2.8% 

ﾐﾄﾞﾙ・ｼﾆｱ n=1,486 

就労意向 

あり 

87.8% 

就労意向 

なし 

5.5% 

今も 

働いている 

85.2% 仕事を 

辞めた 

2.7% 

働いたこと 

はない 

0.0% 

したいが 

できない 

1.6% 

しない 

予定 

3.9% 

わからない 

3.8% 
無回答 

3.0% 

男性 n=640 

就労意向 

あり 

75.5% 
就労意向 

なし 

16.1% 

今も 

働いている 

68.1% 

仕事を 

辞めた 

6.3% 

働いたこと 

はない 

1.1% 

したいが 

できない 

2.7% 

しない 

予定 

13.4% 

わからない 

5.8% 

無回答 

2.7% 

女性 n=828 
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▼就労状況と就労意向〔ミドル・シニア〕/性別・年齢別 単位：％ 

項 目 

回
答
者
数
（
人
） 

就労意向あり 就労意向なし わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

今
も
働
い
て
お
り
、
今
後
も

何
ら
か
の
仕
事
を
し
た
い 

今
は
仕
事
を
辞
め
た
が
、 

今
後
も
何
ら
か
の
仕
事
を
し

た
い 

働
い
た
こ
と
は
な
い
が
、 

今
後
は
何
ら
か
の
仕
事
を
し

た
い 

仕
事
は
し
た
い
が
で
き
な
い 

仕
事
は
し
な
い
予
定
で
あ
る 

ﾐﾄﾞﾙ・ｼﾆｱ全体 1,486 75.3 4.7 0.6 2.2 9.3 5.1 2.8 

男
性 

50～54 歳 228 92.1 1.3 0.0 0.9 0.0 3.5 2.2 

55～59 歳 195 84.1 2.6 0.0 2.1 2.6 4.6 4.1 

60～64 歳 209 78.5 4.3 0.0 1.9 9.6 3.3 2.4 

女
性 

50～54 歳 316 76.3 5.7 1.3 2.2 4.7 7.9 1.9 

55～59 歳 275 70.2 5.1 0.7 3.3 13.5 5.5 1.8 

60～64 歳 228 54.8 8.3 1.3 2.6 25.0 3.1 4.8 

 

 

②仕事をしたい（し続けたい）理由〔第１号、ミドル・シニア〕 

仕事をしたい（し続けたい）理由は、いずれの対象者も「健康的ではりのある生活を送り

たい」が最も高く、それぞれ 71.9％、68.2％となっている。次いで「社会的に現役でいた

い」が高く、それぞれ 37.5％、42.7％となっている。 

〔第１号〕は次いで「仕事を通じて社会に貢献したい」が 28.7％、〔ミドル・シニア〕は

次いで「経済的な理由から、働く必要がある」が 41.7％となっている。 

「経済的な理由から、働く必要がある」は〔ミドル・シニア〕が 10 ポイント以上高く、

「仕事が生きがいである」は〔第１号〕が 10.0 ポイント高くなっている。 

▼仕事をしたい（し続けたい）理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

68.2 

42.7 

41.7 

28.0 

33.7 

28.2 

16.2 

3.3 

2.8 

0% 25% 50% 75% 100%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,198 

71.9 

37.5 

26.1 

26.4 

28.7 

27.8 

26.2 

4.2 

3.6 

0% 25% 50% 75% 100%

健康的ではりのある生活を送りたい 

社会的に現役でいたい 

経済的な理由から、働く必要がある 

生活には困らないが、経済的なゆとり

がほしい 

仕事を通じて社会に貢献したい 

経験や技術を活かしたい 

仕事が生きがいである 

その他 

無回答 

第１号   n=686 
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（８）地域とのつながり・地域活動について 

①参加してみたい、興味があるボランティア活動〔第１号、ミドル・シニア〕 

ボランティア活動に参加してみたい、興味がある割合は、〔第１号〕が 37.7％、〔ミドル・

シニア〕が 64.6％となっている。〔第１号〕は「趣味や特技を生かした活動」が 17.3％、

「環境美化に関する活動」が 10.2％、「高齢者を対象とした活動」が 9.8％となっている。

〔ミドル・シニア〕は「趣味や特技を生かした活動」が 34.5％、「子どもを対象とした活動」

が 22.6％、「環境美化に関する活動」が 18.0％となっている。 

▼参加したい、興味があるボランティア活動（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※「参加意向、興味がある」＝100％－「特にない」－「無回答」 

 

 

  

12.2 

7.7 

22.6 

18.0 

8.5 

34.5 

12.9 

2.5 

32.4 

3.0 

0% 20% 40% 60%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

9.8 

1.7 

7.4 

10.2 

4.4 

17.3 

4.1 

2.0 

46.8 

15.5 

0% 20% 40% 60%

高齢者を対象とした活動 

障害者を対象とした活動 

子どもを対象とした活動 

環境美化に関する活動 

福祉施設での支援活動 

趣味や特技を生かした活動 

災害支援に関する活動 

その他 

特にない 

無回答 

第１号   n=2,205 

参加意向、 
興味がある 

37.7％ 

参加意向、 
興味がある 

64.6％ 

（訪問や見守り、話し相手、外出支援など） 

（手話、点訳、朗読サービス、車椅子の介助など） 

（保育補助、遊びの伝承、交通安全見守りなど） 

（公園・道路のゴミ拾い、植栽や手入れなど） 

（老人ホーム、障害者施設などでの職員の補助支援） 

（スポーツ、音楽、美術、外国語などを活かした活動） 
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②-１ 参加意向がある、又参加している活動団体やグループ〔第１号〕 

〔第１号〕の参加意向、興味がある割合は 49.9％で、「同好会・サークル」が 32.9％、

「町会・自治会」が 14.7％となっている。現在参加している割合は 40.7％で、「同好会・

サークル」が 23.8％、「町会・自治会」が 13.5％となっている。活動を始めたきっかけは、

「友人・知人からの誘い」が 40.2％で最も高く、次いで「活動している方からの誘い」が

25.0％、「活動場所が近くにあった」が 23.7％となっている。 

▼参加したい活動団体等（複数回答）▼参加している活動団体等（複数回答）▼活動を始めたきっかけ（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

②-２ 参加意向がある、又参加している活動団体やグループ〔ミドル・シニア〕 

〔ミドル・シニア〕の参加意向、興味がある割合は 61.8％で、「同好会・サークル」が

40.5％、「ＮＰＯ・ボランティア団体」が 21.7％となっている。現在参加している割合は

29.6％で、「同好会・サークル」が 15.4％、「町会・自治会」が 10.4％となっている。活

動を始めたきっかけは、「友人・知人からの誘い」が 37.1％で最も高く、次いで「活動して

いる方からの誘い」が 28.9％、「活動場所が近くにあった」が 21.2％となっている。 

▼参加したい活動団体等（複数回答）▼参加している活動団体等（複数回答）▼活動を始めたきっかけ（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

  

13.5 

4.2 

3.3 

23.8 

5.2 

49.9 

9.4 

0% 25% 50% 75%

第１号   n=2,205 

40.2 

25.0 

4.0 

15.8 

23.7 

22.0 

11.3 

4.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

友人・知人 

からの誘い 

活動している 

方からの誘い 

家族に勧められた 

区報・ホーム 

ページを見た 

活動場所が 

近くにあった 

自らの知識や経験を 

活かしたいと思った 

その他 

無回答 

第１号   n=896 

14.7 

7.3 

7.5 

32.9 

2.4 

34.0 

16.1 

0% 25% 50% 75%

町会・自治会 

高齢者クラブ 

ＮＰＯ・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体

（主にﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動） 

同好会・ｻｰｸﾙ（主に

趣味の活動） 

その他 

参加したい 

とは思わない 

無回答 

第１号   n=2,205 

参加意向、 
興味がある 

49.9％ 

↑参加していない 

参加している 
40.7％ 

10.4 

0.1 

4.8 

15.4 

3.7 

68.7 

1.7 

0% 25% 50% 75%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

37.1 

28.9 

8.2 

11.4 

21.2 

18.5 

13.7 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

友人・知人 

からの誘い 

活動している 

方からの誘い 

家族に勧められた 

区報・ホーム 

ページを見た 

活動場所が 

近くにあった 

自らの知識や経験を 

活かしたいと思った 

その他 

無回答 

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=439 

16.6 

2.3 

21.7 

40.5 

2.2 

34.7 

3.5 

0% 25% 50% 75%

町会・自治会 

高齢者クラブ 

ＮＰＯ・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体

（主にﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動） 

同好会・ｻｰｸﾙ（主に

趣味の活動） 

その他 

参加したい 

とは思わない 

無回答 

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

参加意向、 
興味がある 

61.8％ 

↑参加していない 

参加している 
29.6％ 

③へ 

③へ 

※「参加したい」＝100％－「参加したいとは思わない」－「無回答」  

※「参加している」＝100％－「参加していない」－「無回答」 
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③現在活動団体やグループに参加していない理由〔第１号、ミドル・シニア〕 

活動団体等に参加していない理由は、〔第１号〕の 65～74 歳（前期高齢者）は「仕事が

忙しい」が 23.6％で最も高く、次いで「きっかけがない」が 23.4％、「ほかにやりたいこ

とがある」が 22.2％となっている。75 歳以上（後期高齢者）は「健康・体力に自信がない」

が 27.8％で最も高く、次いで「きっかけがない」が 18.3％、「ほかにやりたいことがある」

が 17.9％となっている。 

〔ミドル・シニア〕はいずれの年齢区分も「仕事が忙しい」が最も高く、それぞれ 60.5％、

52.2％、47.0％となっている。50～54 歳、60～64 歳は次いで「きっかけがない」がそ

れぞれ 26.0％、25.7％、55～59 歳は次いで「どのような活動が行われているか知らない」

「ほかにやりたいことがある」がともに 24.4％となっている。 

▼活動団体等に参加していない理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.8 

10.5 

26.0 

18.4 

6.4 

5.9 

60.5 

14.8 

12.8 

15.6 

4.8 

1.8 

24.4 

10.9 

22.8 

10.9 

6.9 

8.1 

52.2 

15.3 

17.2 

24.4 

8.8 

0.9 

22.3 

10.8 

25.7 

12.5 

9.5 

8.8 

47.0 

10.5 

14.5 

20.3 

6.4 

1.0 

0% 25% 50% 75%

50～54歳 n=392 

55～59歳 n=320 

60～64歳 n=296 

ﾐﾄﾞﾙ・ｼﾆｱ 

20.2 

13.0 

23.4 

12.8 

15.4 

5.0 

23.6 

16.8 

20.0 

22.2 

6.8 

2.7 

16.3 

9.3 

18.3 

9.5 

27.8 

5.2 

11.5 

14.3 

16.7 

17.9 

9.1 

8.0 

0% 25% 50% 75%

どのような活動が行われて 

いるか知らない 

参加したい活動がない、 

見つからない 

きっかけがない 

ひとりで参加することに 

ためらう 

健康・体力に自信がない 

介護をしている 

仕事が忙しい 

関心がない 

集団行動が好きではない 

ほかにやりたいことがある 

その他 

無回答 

65～74歳 

（前期高齢者）n=585 

75歳以上 

（後期高齢者）n=497 

第１号 
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（９）災害について 

①災害に関して不安に感じていること〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

災害に関して不安に感じていることがある割合は、〔ミドル・シニア〕が 87.6％で最も高

く、次いで〔認定者〕が 74.0％、〔第１号〕が 73.6％となっている。 

〔認定者〕は「一人で避難できない」が 40.7％で最も高く、次いで「家屋が倒壊する」「医

療機器の使用や服薬ができなくなる等、医療の確保」がともに 35.1％、「避難所での生活」

が 34.5％となっている。 

〔第１号〕〔ミドル・シニア〕は「避難所での生活」が最も高く、それぞれ 39.1％、49.8％

となっている。次いで「家屋が倒壊する」がそれぞれ 36.9％、44.4％となっている。３番

目に高いのは、〔第１号〕は「医療機器の使用や服薬ができなくなる等、医療の確保」が

27.8％、〔ミドル・シニア〕は「離れている家族等と連絡ができない」が 31.7％となって

いる。 

▼災害に関して不安に感じていること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※「不安を感じていることがある」＝100％－「特にない」－「無回答」 

 

44.4 

14.0 

31.7 

8.6 

1.9 

4.0 

49.8 

19.2 

7.2 

9.7 

2.7 

0% 25% 50% 75%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

36.9 

10.8 

16.0 

9.3 

7.3 

6.9 

39.1 

27.8 

2.6 

19.7 

6.7 

0% 25% 50% 75%

第１号   n=2,205 

35.1 

12.3 

16.9 

15.1 

40.7 

13.0 

34.5 

35.1 

2.4 

11.1 

14.9 

0% 25% 50% 75%

家屋が倒壊する 

災害の情報を得ることが 

できない 

離れている家族等と連絡 

ができない 

助けてくれる人がいない 

一人で避難できない 

避難所の場所がわからない 

避難所での生活 

医療機器の使用や服薬が 

できなくなる等、医療の確保 

その他 

特にない 

無回答 

認定者   n=1,920 

不安を感じ 
ていること
がある 
74.0％ 

不安を感じ 
ていること
がある 
73.6％ 

不安を感じ 
ていること
がある 
87.6％ 
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②災害発生時に備えて行っていること〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

災害発生時に備えて行っていることがある割合は、〔ミドル・シニア〕が 74.2％で最も高

く、次いで〔第１号〕が 71.1％、〔認定者〕が 52.0％となっており、〔認定者〕は〔第１号〕

〔ミドル・シニア〕に比べて約 20 ポイント低くなっている。 

いずれの対象者も「非常時持ち出し品の用意、非常食等の備蓄をしている」が最も高く、

それぞれ 31.6％、49.2％、53.0％となっており、次いで「家具に転倒防止器具を取り付

けている」が高く、それぞれ 23.2％、31.8％、35.7％となっている。次いで「家族・親

族とおちあう場所や連絡方法を確認してある」が高く、それぞれ 11.1％、23.9％、29.9％

となっている。 

一方、「特にない」割合は、〔認定者〕は 30.9％、〔第１号〕〔ミドル・シニア〕は 20％を

超えている。 

▼災害発生時に備えて行っていること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※「備えていることがある」＝100％－「特にない」－「無回答」 

 

  

53.0 

35.7 

7.1 

29.9 

4.7 

4.7 

10.4 

1.1 

23.5 

2.3 

0% 25% 50% 75%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

49.2 

31.8 

8.0 

23.9 

1.8 

6.9 

7.0 

16.3 

1.5 

23.0 

5.9 

0% 25% 50% 75%

第１号   n=2,205 

31.6 

23.2 

5.5 

11.1 

7.2 

2.0 

1.3 

9.5 

1.5 

30.9 

17.1 

0% 25% 50% 75%

非常時持ち出し品の用意、非常

食等の備蓄（３日分程度）をし

ている 

家具に転倒防止器具を取り付け

ている 

住居の耐震診断を受け、必要な

補強を行っている 

家族・親族とおちあう場所や連

絡方法を確認してある 

避難行動要支援者名簿に登録し

てある 

区民防災組織（町会・自治会）

や消防団等に参加している 

地域の防災訓練や勉強会・セミ

ナー等に参加している 

近所の人や地域の方等と助け合

えるよう普段から交流している 

その他 

特にない 

無回答 

認定者   n=1,920 

備えている
ことがある 

52.0％ 

※ﾐﾄﾞﾙ・ｼﾆｱはなし 

備えている
ことがある 

71.1％ 

備えている
ことがある 

74.2％ 
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（10）介護等について 

①地域で暮らし続けるために必要なこと〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

住み慣れた地域で暮らし続けるために必要だと考えることは、いずれの対象者も「往診な

どの医療サービスが整っている」「夜間や緊急時でも利用できる介護サービスがある」が上位

２項目となっている。３番目に高いのは、〔認定者〕は「身近な人による見守りや助言がある」

が 26.2％となっている。〔第１号〕〔ミドル・シニア〕は「相談体制や情報提供が充実して

いる」で、それぞれ 34.4％、39.0％となっている。 

〔ミドル・シニア〕は「家族介護者を支援してくれる仕組みがある」「認知症介護サービス

の充実や地域の理解がある」が他の対象者より 10 ポイント以上高くなっている。 

▼地域で暮らし続けるために必要なこと（３つ以内複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39.0 

21.7 

41.8 

43.5 

25.4 

35.5 

16.3 

35.3 

6.5 

14.0 

0.7 

2.9 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

34.4 

27.2 

41.8 

37.2 

12.6 

29.6 

8.1 

22.2 

3.4 

15.2 

1.2 

8.3 

8.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

第１号   n=2,205 

21.3 

26.2 

38.6 

39.1 

12.4 

25.2 

7.4 

24.8 

2.7 

16.8 

1.5 

10.6 

12.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

相談体制や情報提供が充実して

いる 

身近な人による見守りや助言が

ある 

往診などの医療サービスが整っ

ている 

夜間や緊急時でも利用できる介

護サービスがある 

認知症介護サービスの充実や地

域の理解がある 

家事などの生活を支援するサー

ビスがある 

介護に適した住宅に改修する、

又は住み替えができる 

家族介護者を支援してくれる仕

組みがある 

契約や財産管理などを支援して

くれる仕組みがある 

災害時に支援してくれる体制が

ある 

その他 

特にない 

無回答 

認定者   n=1,920 
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②今後希望する暮らし方〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

今後希望する暮らし方は、「自宅で暮らしたい」割合は〔認定者〕が 68.8％で最も高く、

次いで〔第１号〕が 62.5％、〔ミドル・シニア〕が 57.5％となっている。 

いずれの対象者も「家族等の介護を受けながら、介護保険サービスも利用して、自宅で暮

らしたい」が最も高く、それぞれ 44.3％、34.6％、28.1％となっており、次いで「介護

保険サービスを利用して、自宅で暮らしたい」が高く、それぞれ 17.9％、22.6％、27.5％

となっている。 

〔ミドル・シニア〕は「有料老人ホームやサービス付き高齢者住宅に住み替えたい」が

21.2％となっており、他の対象者に比べて高くなっている。 

▼今後希望する暮らし方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

44.3 

34.6 

28.1 

17.9 

22.6 

27.5 

6.6 

5.3 

1.9 

4.7 

12.3 

21.2 

8.1 

12.6 

13.1 

2.5 

2.1 

4.4 

15.9 

10.6 

3.8 

0% 25% 50% 75% 100%

認定者   n=1,920 

第１号   n=2,205 

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

家族等の介護 

を受けながら、 

介護保険 

ｻｰﾋﾞｽも利用 

して、自宅で 

暮らしたい 

介護保険 

ｻｰﾋﾞｽを利用 

して、自宅で 

暮らしたい 

家族等の介護 

を受けながら、 

自宅で暮らし 

たい 

有料老人ﾎｰﾑ 

やｻｰﾋﾞｽ付き 

高齢者住宅 

に住み替え 

たい 

特別養護老人 

ﾎｰﾑや認知症 

高齢者ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

ﾎｰﾑ等の介護 

保険施設に 

入所したい 

その他 無回答  

 自宅で暮らしたい 

 自宅で暮らしたい 62.5％ 

 自宅で暮らしたい 57.5％ 

 自宅で暮らしたい 68.8％ 
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③-１ 終末期を迎える場所の希望〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

終末期を迎える場所の希望は、いずれの対象者も「自宅」が最も高く、それぞれ 48.6％、

40.5％、35.4％となっている。次いで「病院」が高く、それぞれ 19.0％、25.2％、16.7％

となっている。 

〔ミドル・シニア〕は「わからない」が 30.9％で、他の対象者に比べて高くなっている。 

▼終末期をどこで迎えたいか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③-２ 自宅で最期まで療養するために必要なこと〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

終末期を「自宅」で迎えたいと思う人が、自宅で最期まで療養するために必要だと思うこ

とは、いずれの対象者も「往診・訪問診療をしてくれる医師」が最も高く、それぞれ 84.2％、

83.8％、78.9％となっている。 

〔認定者〕は次いで「介護してくれる家族」が 55.2％、「食事や排泄などの介助をしてく

れるホームヘルパー」が 54.3％となっている。 

〔第１号〕は次いで「食事や排泄などの介助をしてくれるホームヘルパー」が 54.9％、「介

護してくれる家族」が 49.7％となっている。 

〔ミドル・シニア〕は次いで「食事や排泄などの介助をしてくれるホームヘルパー」が

66.0％、「点滴や床ずれのケア等をしてくれる看護師」が 47.0％となっている。 

▼自宅で最期まで療養するために必要なこと（３つ以内複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

48.6 

40.5 

35.4 

19.0 

25.2 

16.7 

4.5 

4.8 

4.3 

2.3 

6.0 

9.5 

0.5 

0.9 

2.4 

15.6 

17.9 

30.9 

9.4 

4.8 

0.8 

0% 25% 50% 75% 100%

認定者   n=1,920 

第１号   n=2,205 

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

自宅 病院 特別養護老人 

ﾎｰﾑやｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ 

有料老人ﾎｰﾑ 

やｻｰﾋﾞｽ付き 

高齢者住宅 

その他 わからない 無回答  

78.9 

47.0 

66.0 

16.7 

38.0 

13.7 

2.1 

1.1 

0% 25% 50% 75% 100%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=526 

84.2 

41.0 

54.3 

17.3 

55.2 

6.0 

1.5 

1.6 

0% 25% 50% 75% 100%

往診・訪問診療をしてくれる医師 

点滴や床ずれのケア等をしてくれる

看護師 

食事や排泄などの介助をしてくれる

ホームヘルパー 

24時間相談にのってくれる専門家・

機関 

介護してくれる家族 

居住環境の改修 

その他 

無回答 

認定者   n=934 

83.8 

38.3 

54.9 

17.9 

49.7 

7.7 

2.1 

0.9 

0% 25% 50% 75% 100%

第１号   n=893 
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④高齢者施策、介護保険事業について、区に力を入れてほしいこと 
 〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

高齢者施策、介護保険事業について、区に力を入れてほしいことは、いずれの対象者も「特

別養護老人ホームなどの施設サービスの充実」が最も高く、それぞれ 30.4％、33.4％、

45.9％となっている。 

〔認定者〕は次いで「健康管理、介護予防」が 24.3％、「認知症高齢者に対する支援」が

22.9％となっている。 

〔第１号〕は次いで「健康管理、介護予防」が 31.9％、「介護保険やサービスの提供」が

30.8％となっている。 

〔ミドル・シニア〕は次いで「認知症高齢者に対する支援」が 40.1％、「介護保険やサー

ビスの提供」が 39.2％となっている。「健康管理、介護予防」「地域包括ケアシステムの充

実」も 30％を超えている。 

▼高齢者施策、介護保険事業について、区に力を入れてほしいこと（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.3 

10.7 

6.7 

1.8 

24.3 

10.8 

18.1 

22.9 

5.6 

22.6 

30.4 

12.8 

17.3 

5.2 

5.3 

14.9 

6.4 

11.8 

0% 20% 40% 60%

高齢者クラブの活動支援 

交流の場の提供 

生涯学習 

就労支援 

健康管理、介護予防 

高齢者住宅等への住み替え等住

まいへの支援 

声かけや見守りサービスの充実 

認知症高齢者に対する支援 

高齢者虐待の防止や成年後見、

財産管理等への支援 

介護保険やサービスの情報提供 

特別養護老人ホームなどの施設

サービスの充実 

相談体制の充実 

地域包括ケアシステムの充実 

地域におけるボランティア組織

の育成 

その他 

わからない 

特にない 

無回答 

認定者   n=1,920 

13.2 

14.6 

11.3 

5.8 

31.9 

15.3 

18.5 

25.4 

7.1 

30.8 

33.4 

20.3 

21.5 

6.7 

2.9 

9.8 

6.6 

7.2 

0% 20% 40% 60%

第１号   n=2,205 

9.6 

14.2 

15.5 

25.0 

37.9 

27.9 

25.2 

40.1 

12.6 

39.2 

45.9 

27.4 

32.4 

7.8 

4.2 

6.5 

2.1 

1.8 

0% 20% 40% 60%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 
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⑤介護保険サービスの利用状況と介護保険料のあり方〔認定者〕 

〔認定者〕の介護保険サービスの利用状況は、「利用している」が 65.7％、「利用してい

ない」が 29.3％となっている。 

利用者の介護保険サービスと介護保険料のあり方についての考えは、「保険料も介護保険サ

ービスも今ぐらいが妥当である」が 42.8％で最も高く、次いで「どちらともいえない」が

23.0％となっている。 

▼介護保険サービスの利用状況            ▼介護保険料のあり方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥介護保険料が上がる場合に充実してほしいサービス〔認定者（利用者）〕 

介護保険サービスを利用している〔認定者〕のうち、「介護保険サービスを充実していくた

めには、保険料を上げるのも仕方がない」と答えた人が、介護保険料が上がる場合に充実し

てほしいサービスは、「家庭を訪問して提供されるサービス」が 30.1％で最も高く、次いで

「施設に通って提供されるサービス」が 11.9％、「特別養護老人ホーム」が 9.7％となって

いる。 

▼介護保険料が上がる場合に充実してほしいサービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用している 

65.7% 

利用していない 

29.3% 

無回答 

5.0% 

認定者   n=1,920 

介護保険サービス

を充実していくた

めには、保険料を

上げるのも仕方が

ない 

18.7% 

保険料も介護保険

サービスも今ぐら

いが妥当である 

42.8% 

介護保険サービス

の水準を抑えて

も、保険料が安い

ほうがよい 

11.5% 

どちらとも 

いえない 

23.0% 

無回答 

4.0% 

認定者（利用者）n=1,262 

30.1 

11.9 

5.1 
8.5 9.3 9.7 

2.1 3.0 1.7 

6.4 

12.3 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

家
庭
を
訪
問
し
て
提
供
さ
れ
る 

サ
ー
ビ
ス 

施
設
に
通
っ
て
提
供
さ
れ
る 

サ
ー
ビ
ス 

施
設
に
短
期
間
入
所
し
て 

提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス 

日
常
生
活
で
の
自
立
を
助
け
る 

サ
ー
ビ
ス 

複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て 

提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

老
人
保
健
施
設 

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

（％） 

認定者（利用者）n=236 

⑦へ 
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⑦介護保険サービスを利用していない理由、今後の利用意向〔認定者（未利用者）〕 

〔認定者〕の介護保険サービスを利用していない理由は、「できることは、自分でするよう

にしているから」が 43.6％で最も高く、次いで「家族などの介護が得られるようになった

から」が 11.4％となっている。 

今後の利用意向がある割合は 64.4％で、利用したい介護保険サービスは、「訪問介護」が

27.2％で最も高く、次いで「福祉用具」が 18.7％、「訪問看護」「通所介護」がともに 16.2％

となっている。 

▼介護保険サービスを利用していない理由（複数回答）  ▼今後利用したい介護保険サービス（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※「利用意向がある」＝100％－「特にない」－「無回答」 

  

9.4 

7.5 

43.6 

11.4 

6.2 

5.0 

9.1 

5.5 

7.3 

30.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

入院している（入院した）から 

自分の状態が改善したから 

できることは、自分でするように

しているから 

家族などの介護が得られるように

なったから 

家族以外に介護してもらうことに

不安があるから 

一時サービス（住宅改修や福祉用

具購入など）だけでよかったから 

利用の方法がわからないから 

利用料の負担が大きいから 

その他 

無回答 

認定者（未利用者）n=562 

27.2 

15.8 

12.1 

16.2 

4.3 

8.7 

5.7 

11.4 

16.2 

4.3 

11.9 

18.7 

9.4 

2.1 

2.7 

14.6 

5.7 

2.8 

2.1 

22.8 

12.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

訪問介護（ホームヘルプ） 

訪問入浴介護 

訪問リハビリテーション 

訪問看護 

居宅療養管理指導 

夜間対応型訪問介護 

定期巡回・随時対応型訪問 

介護看護 

通所リハビリテーション 

（デイケア） 

通所介護（デイサービス） 

認知症対応型通所介護 

ショートステイ 

福祉用具 

住宅改修 

小規模多機能型居宅介護 

看護小規模多機能型居宅介護 

特別養護老人ホーム 

老人保健施設 

認知症高齢者グループホーム 

その他 

特にない 

無回答 

認定者（未利用者）n=562 

利用意向 
がある 
64.4％ 
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⑧介護保険サービス以外の支援等〔認定者〕 

〔認定者〕が介護保険サービス以外の支援・サービスを利用している割合は 29.2％で、「掃

除・洗濯」が 10.8％が最も高く、次いで「買い物」が 7.4％、「配食」が 6.9％となってい

る。 

在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービスは、「掃除・洗濯」が 18.3％で最も高く、

次いで「移送サービス」が 17.1％、「外出同行」が 14.1％となっている。 

▼介護保険サービス以外で利用している支援等（複数回答）▼在宅生活継続に必要な支援等（３つ以内複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「利用している」＝100％－「利用していない」－「無回答」 
  

10.7 

8.1 

18.3 

11.5 

14.1 

7.4 

9.2 

4.2 

17.1 

2.0 

23.9 

31.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

配食 

調理 

掃除・洗濯 

買い物（宅配は含まない） 

外出同行（通院、 

買い物など） 

ゴミ出し 

見守り、声かけ 

サロンなどの定期的な 

通いの場 

移送サービス 

（介護・福祉タクシー等） 

その他 

特になし 

無回答 

認定者   n=1,920 

6.9 

3.9 

10.8 

7.4 

5.0 

6.3 

3.5 

2.7 

6.5 

5.4 

44.9 

25.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

配食 

調理 

掃除・洗濯 

買い物（宅配は含まない） 

外出同行（通院、 

買い物など） 

ゴミ出し 

見守り、声かけ 

サロンなどの定期的な 

通いの場 

移送サービス 

（介護・福祉タクシー等） 

その他 

利用していない 

無回答 

認定者   n=1,920 

利用している 
29.2％ 
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（11）介護者及び介護の状況について 

①介護経験の有無〔ミドル・シニア〕 

〔ミドル・シニア〕の介護経験を性別にみると、「現在、介護をしている」割合は男性が

15.9％、女性が 18.6％、「過去に介護をしたことがあるが、今はしていない」割合は男性

が 17.5％、女性が 33.5％となっており、介護経験のある割合は男性が 33.4％、女性が

52.1％となっている。 

▼介護経験の有無/性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②家族又は親族の介護の有無〔認定者〕 

家族又は親族の介護を受けている割合を介護保険サービスの利用状況別にみると、〔認定者

（利用者）〕が 68.4％、〔認定者（未利用者）〕が 38.1％となっており、〔認定者（利用者）〕

は「ほぼ毎日ある」が 45.1％となっている。 

家族又は親族の介護が「ない」割合は、〔認定者（利用者）〕が 18.6％に対して、〔認定者

（未利用者）〕が 37.2％となっている。 

▼家族又は親族の介護を受けているか/介護保険サービス利用状況別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

現在、介護を 

している 

15.9% 

過去に介護を 

したことがある 

が、今はして 

いない 

17.5% 

介護をした 

ことはない 

64.1% 

無回答 

2.5% 

男性  n=640 

現在、介護を 

している 

18.6% 

過去に介護を 

したことがある 

が、今はして 

いない 

33.5% 

介護をした 

ことはない 

44.8% 

無回答 

3.1% 

女性  n=828 

18.6 

37.2 

9.0 

5.3 

9.2 

7.5 

5.1 

2.5 

45.1 

22.8 

13.1 

24.7 

0% 25% 50% 75% 100%

認定者（利用者）n=1,262 

認定者（未利用者）n=562 

ない 家族・親族の 

介護はあるが、 

週に１日よりも少ない 

週に１～２日 

ある 

週に３～４日 

ある 

ほぼ毎日 

ある 

無回答  

 家族、親族の介護を
受けている 

③へ 

 家族等の介護を受けている 68.4％ 

 家族等の介護を 
受けている 38.1％ 
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③主な介護者の属性〔認定者〕 

主な介護者は、「子」が 49.3％で最も高く、次いで「配偶者」が 22.1％となっている。

性別は、「女性」が 68.7％、「男性」が 27.7％となっている。年齢は、「60 代」が 34.6％

で最も高く、次いで「50 代」が 25.0％、「70 代」が 15.3％となっている。 

▼主な介護者             ▼主な介護者の性別        ▼主な介護者の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④主な介護者が行っている介護等〔認定者〕 

主な介護者が行っている介護等を介護保険サービスの利用状況別にみると、いずれも「食

事の準備」「その他の家事」「金銭管理や生活面に必要な諸手続き」「外出の付き添い、送迎等」

が上位となっている。〔認定者（利用者）〕の「服薬」「身だしなみ」「屋内の移乗・移動」「金

銭管理や生活面に必要な諸手続き」「衣服の着脱」「日中の排泄」の割合は〔認定者（未利用

者）〕より 10 ポイントを超えて高くなっている。 

▼主な介護者が行っている介護等（複数回答）/介護保険サービス利用状況別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.8 

57.0 

23.8 

7.5 

6.5 

64.0 

7.0 

30.4 

16.8 

17.3 

10.7 

64.5 

12.6 

56.1 

7.0 

0.9 

3.7 

0% 25% 50% 75%

認定者（未利用者）n=214 

配偶者 

22.1% 

子 

49.3% 

子の配偶者 

8.6% 

孫 

0.8% 

兄弟・姉妹 

3.2% 

その他 

3.2% 

無回答 

12.9% 

認定者   n=1,096 

男性 

27.7% 

女性 

68.7% 

無回答 

3.6% 

認定者   n=1,096 

20歳未満 

0.0% 
20代 

0.1% 
30代 

1.4% 

40代 

6.2% 

50代 

25.0% 

60代 

34.6% 

70代 

15.3% 

80歳以上 

12.6% 

わからない 

0.5% 

無回答 

4.3% 

認定者   n=1,096 

24.2 

63.6 

26.3 

18.0 

16.5 

70.6 

16.4 

46.6 

26.2 

29.0 

26.7 

70.0 

20.4 

70.0 

6.1 

0.7 

2.2 

0% 25% 50% 75%

屋内の移乗・移動 

外出の付き添い、送迎等 

入浴・洗身 

日中の排泄 

夜間の排泄 

食事の準備（調理等） 

食事の介助（食べる時） 

服薬 

認知症状への対応 

衣服の着脱 

身だしなみ（洗顔・歯磨き等） 

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等） 

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等） 

金銭管理や生活面に必要な諸手続き 

その他 

わからない 

無回答 

認定者（利用者）n=862 
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⑤家族や親族の中で介護のために過去に離職・転職した人の有無〔認定者〕 

家族や親族の中で介護のために過去に離職・転職した人の有無を介護保険サービスの利用

状況別にみると、「介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない」がそれぞれ 48.8％、

50.5％となっている。 

▼家族や親族の介護離職の有無（複数回答）/介護保険サービス利用状況別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥主な介護者の就業状況〔認定者〕 

主な介護者の就業状況は、「働いていない」が 33.0％で最も高く、次いで「フルタイムで

働いている」が 18.4％、「パートタイムで働いている」が 16.1％となっている。 

「フルタイムで働いている」「パートタイムで働いている」人の今後の就労継続の可能性は、

「問題はあるが、何とか続けていける」が 58.2％で最も高く、次いで「問題なく続けてい

ける」が 13.8％、「続けていくのは、やや難しい」が 11.4％となっている。 

「問題はあるが、何とか続けていける」「問題なく続けていける」を合わせると 72.0％と

なっている。 

▼主な介護者の勤務形態               ▼今後の就労継続可能性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

フルタイム 

で働いている 

18.4% 

パートタイム 

で働いている 

16.1% 

働いていない 

33.0% 

わからない 

1.0% 

無回答 

31.5% 

認定者   n=1,096 

10.2 

1.9 

2.9 

1.2 

48.8 

4.6 

31.4 

0% 25% 50% 75%

主な介護者が仕事を辞めた 

（転職除く） 

主な介護者以外の家族・親族が 

仕事を辞めた（転職除く） 

主な介護者が転職した 

主な介護者以外の家族・親族が 

転職した 

介護のために仕事を辞めた家族・ 

親族はいない 

わからない 

無回答 

認定者（利用者）n=862 

6.1 

0.0 

2.3 

1.4 

50.5 

3.7 

36.4 

0% 25% 50% 75%

認定者（未利用者）n=214 

問題なく、 

続けていける 

13.8% 

問題はあるが、 

何とか続けて 

いける 

58.2% 

続けていく 

のは、やや 

難しい 

11.4% 

続けていく 

のは、かなり 

難しい 

8.7% 

わからない 

6.9% 
無回答 

1.1% 

認定者   n=378 

就労している 

34.5％ 
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⑦主な介護者が不安に感じる介護等〔認定者〕 

主な介護者が不安に感じる介護等は、「認知症状への対応」が 27.0％で最も高く、次いで

「外出の付き添い、送迎等」が 23.4％、「入浴・洗身」が 20.4％となっている。 

▼主な介護者が不安に感じる介護等（３つ以内複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

12.4 

23.4 

20.4 

12.0 

18.2 

17.5 

4.2 

9.3 

27.0 

5.2 

4.5 

13.9 

7.8 

11.5 

1.1 

5.9 

6.5 

4.9 

24.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

屋内の移乗・移動 

外出の付き添い、送迎等 

入浴・洗身 

日中の排泄 

夜間の排泄 

食事の準備（調理等） 

食事の介助（食べる時） 

服薬 

認知症状への対応 

衣服の着脱 

身だしなみ（洗顔・歯磨き等） 

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等） 

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等） 

金銭管理や生活面に必要な諸手続き 

子の育児との両立 

その他 

不安に感じていることは、特にない 

わからない 

無回答 

認定者   n=1,096 
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９ 調査結果（介護サービス事業所） 

（１）事業所の概要 

①主とするサービス 

主とするサービスは、「訪問介護」が 20.1％で最も高く、次いで「居宅介護支援」が 18.0％、

「通所介護」が 13.7％となっている。 

▼主とするサービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②平成 27 年度の事業収入 

平成 26年度の事業収入を 100とした場合の平成 27年度の事業収入は、平均 103.5で、

「100 以上 105 未満」が 15.8％、「90 以上 95 未満」が 14.4％となっている。 

▼平成 27 年度の事業収入指数（平成 26 年度を 100 とした指数）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.0 
20.1 

0.7 

12.9 

2.2 
0.0 

13.7 

1.4 
0.0 0.0 

4.3 

0.7 0.0 

3.6 
1.4 0.7 0.7 0.0 0.7 

2.2 
0.7 

3.6 

12.2 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

居
宅
介
護
支
援 

訪
問
介
護 

訪
問
入
浴
介
護 

訪
問
看
護 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

通
所
介
護 

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

短
期
入
所
生
活
介
護 

短
期
入
所
療
養
介
護 

特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護 

福
祉
用
具 

特
定
福
祉
用
具 

介
護
老
人
福
祉
施
設 

介
護
老
人
保
健
施
設 

介
護
療
養
型
医
療
施
設 

夜
間
対
応
型
訪
問
介
護 

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護 

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護 

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護 

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護 

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護 

地
域
密
着
型
通
所
介
護 

（％） 

事業所   n=139 

 居宅サービス 
施設 

サービス 
 地域密着型サービス 

1.4 

3.6 

12.9 
14.4 

12.2 

15.8 

5.8 
7.2 

9.4 

17.3 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

70 

未満 

70以上 

80未満 

80以上 

90未満 

90以上 

95未満 

95以上 

100未満 

100以上 

105未満 

105以上 

110未満 

110以上 

120未満 

120 

以上 

無回答 

（％） 

事業所   n=139 平均 103.5 

 100 未満 
44.5％ 

 100 以上 
38.2％ 
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③法人の種類 

法人の種類は、「民間企業」が 59.7％で最も高く、次いで「社会福祉法人」が 15.8％、

「医療法人」が 7.2％となっている。 

▼法人の種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）従業員について 

①従業員の雇用形態と性別 

従業員のうち、「正規職員」が 45.6％、「非正規職員」が 54.4％となっている。「正規職

員」の性別は、男性が 35.0％、女性が 65.0％となっており、「非正規職員」は男性が 16.5％、

女性が 83.5％となっている。 

▼従業員の雇用形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           ▼正規職員の性別              ▼非正規職員の性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

男性 

35.0% 

女性 

65.0% 

正規職員数 881人 

男性 

16.5% 

女性 

83.5% 

非正規職員数 1,052人 

民間企業 59.7 
社会福祉法人 

15.8 
7.2 

2.9 

5.0 6.5 

その他 
2.2 

無回答 

0.7 

0% 25% 50% 75% 100%

事業所   n=139 

医療法人 
ＮＰＯ 

一般社団法人 
・一般財団法人 

協同組合 

（農協・生協） 

正規職員 45.6 非正規職員 54.4 

0% 25% 50% 75% 100%

従業員数 1,933人 
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②介護サービス事業に従事する従業員の１年間の採用者数と離職者数 

平成 27 年度の採用者数は合計 262 人、平均 2.3 人で、離職者数は合計 192 人、平均

1.7 人となっている。 

離職者のうち、勤務年数「１年未満」が 91 人（離職者全体の 47.4％）、「１年以上３年

未満」が 62 人（離職者全体の 32.3％）となっており、勤務年数３年未満の離職者が全体

の約８割を占めている。 

採用者のうち、「訪問介護員」が 76 人（29.0％）、「その他介護職員」が 186 人（71.0％）

となっている。 

離職者のうち、「訪問介護員」が 44 人（22.9％）、「その他介護職員」が 148 人（77.1％）

となっている。 

▼平成 27 年度の採用者数と離職者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※「離職者の内訳」記載数をもとに合計人数を算出している。 

 

  

単位：人

１年未満
1年以上
３年未満

262 192 91 62
2.3 1.7 0.8 0.5

76 44 23 15
 平均 0.7 0.4 0.2 0.1

30 17 10 2
0.6 0.4 0.2 0.1
46 27 13 13
0.4 0.2 0.1 0.1

常勤 0 2 0 2
平均 0 0.1 0 0.1

短時間 46 25 13 11
平均 1.1 0.6 0.3 0.3

186 148 68 47
平均 1.6 1.3 0.6 0.4

96 70 29 22
1.6 1.3 0.6 0.5
90 78 39 25
0.8 0.7 0.3 0.2

常勤 20 17 9 5
平均 0.4 0.4 0.2 0.1

短時間 70 61 30 20
平均 1.4 1.2 0.7 0.5

①
訪
問
介
護
員

②
そ
の
他
介
護
職
員

①②合計 （算出）
平均

訪問介護員合計（算出）

1.正規職員

2.非正規職員合計（算出）

その他介護職員合計（算出）

　平均
2.非正規職員合計（算出）

　平均

１年間の採用者・
離職者

離職者の内訳
（勤務年数別）

ア

イ

1.正規職員

　平均

　平均

採用者数 離職者数
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③従業員全体の過不足状況 

従業員全体の過不足状況は、「適当」が 26.6％となっているが、「大いに不足」「不足」「や

や不足」を合わせると 51.8％が不足と感じており、その理由は、「採用が困難」が 59.7％、

「事業を拡大したいが人材が確保できない」が 15.3％となっている。 

▼従業員全体の過不足状況                ▼不足と感じる理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④採用が困難な原因 

採用が困難な原因は、「賃金が低い」が 48.8％で最も高く、次いで「社会的評価が低い」

が 37.2％、「仕事がきつい（身体的）」が 34.9％となっている。 

▼採用が困難な原因（３つ以内複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

採用が困難 

59.7% 

離職率が高い 

（定着率が低い） 

6.9% 

事業を拡大 

したいが人材が 

確保できない 

15.3% 

その他 

9.7% 

無回答 

8.3% 

事業所   n=72 

大いに不足 

9.4% 

不足 

20.1% 

やや不足 

22.3% 

適当 

26.6% 

過剰 

0.7% 

当該職種 

はいない 

1.4% 

無回答 

19.4% 

事業所   n=139 

不足と感じる 
51.8％ 

9.3 

0.0 

11.6 

25.6 

14.0 

48.8 

34.9 

27.9 

37.2 

32.6 

9.3 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

労働時間が長い 

夜勤が多い 

休みが取りにくい 

雇用が不安定 

キャリアアップの機会が不十分 

賃金が低い 

仕事がきつい（身体的） 

仕事がきつい（精神的） 

社会的評価が低い 

その他 

わからない 

無回答 

事業所   n=43 

④へ 
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（３）介護人材についての取組 

①介護人材確保のための取組 

介護人材確保のために取り組んでいる割合は 87.8％で、「採用にあたり、ハローワーク、

学校訪問等の様々なルートを活用し、募集を行っている」が 66.9％で最も高く、次いで「従

業員が育児や介護のために仕事と家庭生活の両立ができるよう、ワーク・ライフ・バランス

の推進をしている」「従業員の人材育成に努めている」がともに 54.7％となっている。 

▼介護人材確保のための取組（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「取り組んでいる」＝100％－「特にない」－「無回答」 

 

  

66.9 

48.9 

54.7 

51.1 

54.7 

51.8 

4.3 

5.0 

7.2 

0% 25% 50% 75%

採用にあたり、ハローワーク、学校訪問等の様々なルートを

活用し、募集を行っている 

採用にあたり、事業所の経営理念、運営方針、業務内容等を

十分説明し、就労後のミスマッチの解消に努めている 

従業員が育児や介護のために仕事と家庭生活の両立ができる

よう、ワーク・ライフ・バランスの推進をしている 

従業員の賃金について、職能給や業績給などキャリアに連動

した給与体系を整備している 

従業員の人材育成に努めている 

従業員の悩みや不安・不満、疑問点等について、上司や同僚

に気軽に相談できる体制づくりや相談窓口を整備している 

その他 

特にない 

無回答 

事業所   n=139 

取り組んで
いる 

87.8％ 
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②人材育成のための取組 

人材育成のために取り組んでいる割合は 97.1％で、「教育・研修計画を立てている」が

71.9％で最も高く、次いで「先輩職員による OJT を実施している」が 61.9％、「自治体や

業界全体の主催する教育・研修に積極的に参加させている」が 49.6％となっている。 

▼人材育成のための取組（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「取り組んでいる」＝100％－「特にない」－「無回答」 

 

（４）従業員からの相談内容 

従業員からの相談内容は、「職場内での人間関係」が 53.2％で最も高く、次いで「賃金、

労働時間等の勤務条件」が 42.4％、「メンタルヘルス不調」が 25.2％となっている。 

▼従業員からの相談内容（３つまで複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

71.9 

38.8 

38.8 

61.9 

44.6 

49.6 

21.6 

3.6 

2.2 

0.7 

0% 25% 50% 75%

教育・研修計画を立てている 

教育・研修の責任者又は担当部署を置いている 

採用時に教育・研修を充実させている 

先輩職員によるＯＪＴを実施している 

法人全体で連携して取り組んでいる 

自治体や業界全体の主催する教育・研修に積極的に 

参加させている 

地域の同業者と勉強会を開いている 

その他 

特に取り組んでいない 

無回答 

事業所   n=139 

0.7 

10.1 

25.2 

0.7 

19.4 

42.4 

53.2 

12.9 

7.2 

0% 25% 50% 75%

セクシュアルハラスメント 

コンプライアンス 

メンタルヘルス不調 

パワーハラスメント 

人事評価・キャリア 

賃金、労働時間等の勤務条件 

職場内での人間関係 

その他 

無回答 

事業所   n=139 

取り組んで
いる 

97.1％ 
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（５）災害発生時に向けた準備・対策 

災害発生時に向けた準備・対策に取り組んでいる割合は 92.8％で、「緊急連絡網の作成」

が 82.0％で最も高く、次いで「災害発生時対応マニュアルの整備」が 69.8％、「備蓄の確

保」が 56.8％となっている。 

▼災害発生時に向けた準備・対策（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「取り組んでいる」＝100％－「特にない」－「無回答」 

 

（６）サービスの質向上のための取組 

サービスの質向上のために取り組んでいる割合は 100.0％で、「事業所内での研修・講習

会」が 83.5％で最も高く、次いで「外部の研修・勉強会への参加」が 76.3％、「苦情・相

談の受付体制の整備」が 74.1％となっている。 

▼サービスの質向上のための取組（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

※「取り組んでいる」＝100％－「特にない」－「無回答」  

56.8 

53.2 

38.8 

69.8 

82.0 

23.0 

1.4 

3.6 

3.6 

0% 25% 50% 75% 100%

備蓄の確保 

避難経路の確保 

テレビ等の落下防止 

災害発生時対応マニュアルの整備 

緊急連絡網の作成 

事業所が行っている対策を利用者と利用者の家族に周知 

その他 

特に取り組んでいない 

無回答 

事業所   n=139 

83.5 

76.3 

59.7 

54.7 

74.1 

69.8 

28.1 

50.4 

61.2 

3.6 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

事業所内での研修・講習会 

外部の研修・勉強会への参加 

事故防止対策 

サービス提供マニュアルの整備 

苦情・相談の受付体制の整備 

個人情報の徹底管理 

第三者評価 

利用者からの評価 

従業員の資格取得支援 

その他 

特にない 

無回答 

事業所   n=139 

取り組んで
いる 

92.8％ 

取り組んで
いる 

100.0％ 
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（７）医療連携の取組 

医療との連携について取り組んでいる割合は 94.2％で、「入退院時に医療関係者と介護サ

ービス担当者とで打合せ」が 78.4％で最も高く、次いで「主治医や病院の地域連携室等と

の連携」が 68.3％、「個別ケース会議の実施」が 46.0％となっている。 

▼医療連携の取組（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「取り組んでいる」＝100％－「特にない」－「無回答」 

 

 

78.4 

68.3 

32.4 

46.0 

24.5 

24.5 

7.9 

2.2 

3.6 

2.2 

0% 25% 50% 75% 100%

入退院時に医療関係者と介護サービス担当者とで打合せ 

主治医や病院の地域連携室等との連携 

事例検討会の実施 

個別ケース会議の実施 

各職種の専門性の相互理解のための研修会 

関係者間で情報を共有するシステムの活用 

多職種をコーディネートする人材育成 

その他 

特にない 

無回答 

事業所   n=139 

取り組んで
いる 

94.2％ 



 

 

 

 

 

 

▼文京区の日常生活圏域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

平成 28年度文京区高齢者等実態調査 

概 要 版 
 

発行 文京区福祉部介護保険課 
〒112-8555 
文京区春日一丁目 16番 21号 
電話 03-3812-7111（代表） 

 
 
  

駒込地区 

本富士地区 

富坂地区 

大塚地区 



 

【資料第２号】 

障害者（児）実態・意向調査の結果について 

 
１ 目的 

  平成２９年度に障害者計画（平成３０年度～平成３２年度）を改定するにあたり、そ

の基礎資料を得るとともに、障害者・児のサービス利用状況や希望を把握するため、実

態調査を実施。 
 
２ 調査対象者及び調査方法 

  本調査では、身体障害者、知的障害者、精神障害者、難病患者、障害児、障害福祉サ

ービス事業所を対象とした量的調査（アンケート調査）と、区内の障害福祉サービス事

業所を利用する知的障害者を対象とした質的調査（インタビュー調査）を実施。 
 
３ 調査の内容 

 (1) 量的調査（アンケート調査） 

  ① 在宅の方を対象にした調査 

② 障害児の方を対象にした調査 

③ 施設に入所している方を対象にした調査 

④ サービス事業所の方を対象にした調査 
 (2) 質的調査（インタビュー調査） 

   日中及び施設での楽しみ、余暇の過ごし方、相談相手、区サービスの利用状況、今

後の希望等をグループ・インタビューによって聞き取り 
 
４ 調査時期 

 (1) 量的調査（アンケート調査） 

   平成 28 年 10 月 1 日～平成 28 年 10 月 21 日 
 (2) 質的調査（インタビュー調査） 

    平成 28 年 10 月 25 日～平成 28 年 11 月 14 日 
 
５ 回収状況 

 (1) 量的調査（アンケート調査）回収状況 

  ① 区民向け調査 
調査の種類 配布数 有効回収数 有効回収率 

在宅の方 4,833 2,176 45.0% 
障害児の方 401 194 48.4% 
施設に入所している方 125 91 72.8% 

計 5,359 2,461   



 

   
 ② 事業所向け調査 

調査の種類 配布数 有効回収数 有効回収率 
サービス事業所 80 69 86.3% 

  (2) 質的調査（インタビュー調査） 

   区内施設（10 か所）の利用者 82名に対して実施 

 

６ 調査結果 

  別紙（概要版）のとおり 
 



 
文京区障害者（児）実態・意向調査結果の報告 

 

 
 

  
    

 

目 次 

       １．調査の概要・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

       ２．在宅の方調査・・・・・・・・・・・・・・・３ 

       ３．障害児の方調査・・・・・・・・・・・・・・25 

       ４．施設入所の方調査・・・・・・・・・・・・・36 

       ５．サービス事業所の方調査・・・・・・・・・・43 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29年 

文 京 区 
 

  

 

目  次 
◆ 調査の概要 ·················· １ 
 
 
 
◆ 量的調査（アンケート調査） ············ １ 
 
○ 在宅の方を対象にした調査······································· ３ 

 
○ 障害児の方を対象にした調査 ····································· 25 

 
○ 施設入所の方を対象にした調査 ··································· 36 

 
○ サービス事業所の方を対象にした調査 ····························· 43 

 
  
 
 
◆ 質的調査（インタビュー調査） ··········· 49 

 

別紙 



1 

 

１．調査の概要 

２．量的調査（アンケート調査） 

 

 

１．調査の目的 

文京区では障害者がいきいきと自分らしく、健康で自立した生活を営めるよう、「文
ふみ

の京
みやこ

ハートフルプラン 文京区地域福祉保健計画 障害者計画」に基づき、様々な障害福祉施策

を推進しています。 

平成 29 年度に次期計画（平成 30 年度～平成 32 年度）を改定するにあたり、その基礎資料

を得るとともに、皆様のサービスの利用状況やご希望等を把握するため、実態・意向調査

を実施いたしました。 

 
２．調査の対象と調査方法 
 本調査では、身体障害者、知的障害者、精神障害者、難病患者及び障害児を対象とした

量的調査（アンケート調査）、及び区内施設を利用する知的障害者を対象とした質的調査（イ

ンタビュー調査）の２種類を実施しました。 
 
 
 
 
  

１．調査の種類 
調査の種類 対象者 

在宅の方用 

・文京区内に居住している身体障害者手帳をお持ちの 18 歳以上の方 

 （肢体不自由、内部障害については無作為抽出、その他の障害については

全数） 

・文京区内に居住している愛の手帳をお持ちの 18 歳以上の方（全数） 

・文京区内に居住している精神障害者保健福祉手帳をお持ちの 18 歳以上の 

方（全数） 

・文京区内に居住している難病医療券をお持ちの 18 歳以上の方（全数） 

障害児の方用 
・文京区内に居住している「障害福祉サービス・地域相談支援・地域生活支

援事業・障害児通所支援受給者証」をお持ちの 18 歳未満の児童の方 

施設に入所している方用 

・身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳をお持ちで、文

京区が支給決定した施設入所支援及び療養介護のサービスをご利用中の18

歳以上の方 

サービス事業所の方用 ・文京区内の指定障害福祉サービス等事業所 

 

２．調査方法 

調査票を郵送配布し、郵送回収する方法で実施しました。 
 

 

３．調査期間 

平成２８年１０月１日～１０月２１日 
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４．配布・回収状況 
 

調査の種類 配布数 回収数 無効票数 有効票数 有効回収率 

在宅の方用 4,833 2,186 10 2,176 45.0％ 

障害児の方用 401 198 4 194 48.4％ 

施設に入所している方用 125 91 0 91 72.8％ 

サービス事業所の方用 80 69 0 69 86.3％ 

合計 5,439 2,544 14 2,530 46.5％ 

 

 

 

 

 

 

 
（注） 

 

・「在宅の方調査」の身体障害者、知的障害者、精神障害者、難病・特定疾患の合計は、重複障害者が含まれ

ているため全体の回答者数と一致しません。 

 

・「障害児の方調査」の精神障害者、難病・特定疾患、および「施設入所の方調査」の精神障害者、難病・特

定疾患は回答者が少ないため、分析ではふれていません。 
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３．在宅の方を対象にした調査 
 

 

 

 

 

１．対象者特性 
 

（1-1）性別（問２） 

 

   
 性別についてみると、身体障害者では、「男性」が 46.8％、「女性」が 51.7％となっています。 

 

（1-2）年齢（問３） 

 

  

 
 年齢についてみると、「75 歳以上」が 27.4％と最も多くなっており、次いで「50～59 歳」が 15.3％、

「40～49 歳」が 15.1％となっています。 

 

  

46.8 51.7 1.5

ｎ

(2,176)

(%)

男

性

女

性

無

回

答

7.9 9.3 15.1 15.3 6.7 8.6 8.0 27.4 1.7

ｎ

(2,176)

(%)

1

8
～

2

9

歳

3

0
～

3

9

歳

4

0
～

4

9

歳

5

0
～

5

9

歳

6

0
～

6

4

歳

6

5
～

6

9

歳

7

0
～

7

4

歳

7

5

歳

以

上

無

回

答
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（1-3）手帳の所持状況（問４） 

   
 手帳の所持状況については、「身体障害者手帳」が 49.5％と最も多く、次いで「精神障害者保健福祉

手帳」が 18.6％、「愛の手帳」が 11.2％となっています。一方、「これらの手帳は持っていない」は 23.1％

となっています。 

 

 

（1-4）手帳を所持していない人の内訳 

  
手帳の所持していない人の内訳は、「難病・特定疾患」が 96.8％を占めています。 

 

  

49.5

11.2

18.6

23.1

1.2

0 10 20 30 40 50

身体障害者手帳

愛の手帳

精神障害者保健福祉手帳

これらの手帳は持っていない

無回答

（%）

ｎ＝（2,176）

96.8 

5.0 

2.0 

0.8 

0.2 

2.2 

0.8 

0.8 

0 20 40 60 80 100

難病・特定疾患

慢性疾患

精神疾患

発達障害

高次脳機能障害

その他

特にない

無回答

ｎ＝（502）
（％） 
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（1-5）身体障害の種類（問４） 

   
 障害の種類については、「内部障害（心臓、呼吸器、腎臓、ぼうこう・直腸、象徴、免疫機能、肝臓）」

が 30.0％と最も多く、次いで「肢体不自由（上肢・下肢・体幹等）」が 27.9％、「視覚障害」が 11.5％

となっています。 

 

 

（1-6）年収（問５） 

   
 本人の収入についてみると、「収入がない」が 22.8％と最も多く、150 万円未満が全体の過半数を占

めています。 

 

 

  

30.0 

27.9 

11.5 

9.8 

4.8 

23.6 

0 10 20 30

内部障害

肢体不自由

視覚障害

聴覚・平衡機能障害

音声・言語・そしゃく機能障害

無回答

ｎ＝（1,077）
（%）

22.8 

14.8 

19.4 

15.3 

14.7 

6.8 

2.8 

3.4 

0 5 10 15 20 25

収入はない

80万円未満

80万円以上～150万円未満

150万円以上～250万円未満

250万円以上～500万円未満

500万円以上～1,000万円未満

1,000万円以上

無回答

ｎ＝（2,176）

（％） 
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（1-7）同居家族（問７） 

 

   
 同居家族についてみると、「配偶者」が 41.3％と最も多く、次いで「子」26.1％、「ひとり暮らし」23.7％

となっています。 

 

 

  

14.7

20.9

41.3

26.1

11.4

3.1

23.7

1.9

2.9

1.0

0 10 20 30 40 50

父親

母親

配偶者

子

兄弟・姉妹

その他親族

ひとり暮らし

グループホーム等での集団生活

その他

無回答

ｎ＝（2,176）
（％） 
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２．障害と健康について 
 

（2-1）障害に最初に気づいた時期（問８） 

 

    

 
 
 
 本人や家族等が障害に気づいた時期についてみると、身体障害者では、「50～59 歳」が 15.9％と最も

多くなっているのに対して、知的障害者では「０～５歳」が 55.7％と最も多くなっています。 

 また、精神障害者、難病患者では、「18～29 歳」が、それぞれ 38.1％、16.4％と最も多くなっていま

す。 
 

  

4.5

8.5

5.1

7.2

7.0

11.9

15.9

10.2

8.6

8.4

10.1

2.6

17.6

55.7

14.3

2.5

2.0

1.6

0.4

0.4

0.8

0.4

0.8

3.3

1.2

4.7

13.1

38.1

18.8

13.1

6.9

1.0

0.5

0.5

0.5

1.5

1.3

2.8

6.4

16.4

15.3

16.1

16.1

7.6

6.4

4.9

4.8

2.0

0 20 40 60

生まれたとき

０～５歳

６～17歳

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

身体障害者

（1,077）

知的障害者

（244）

精神障害者

（404）

難病・特定疾患

（818）

（%）
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（2-2）障害に最初に気づいた時の相談相手（問９） 

 

  

 
  
 
相談相手についてみると、身体障害者、知的障害者、精神障害者、難病患者のいずれの障害でも「医

療関係者（医師・看護師・医療相談員）」が最も多く、次いで「家族」となっています。 

 

 

  

58.8

46.8

1.5

4.3

1.9

0.5

1.9

0.3

0.1

0.7

0.1

0.3

0.6

0.2

4.6

7.0

4.2

48.0

43.4

14.3

8.6

2.0

9.0

5.3

9.8

7.4

3.7

7.0

2.9

0.4

0.4

7.8

4.1

4.9

60.4

45.0

8.9

3.5

5.7

4.7

2.7

1.0

1.0

1.2

0.7

0.0

0.2

0.2

7.9

12.6

1.7

65.3

49.4

2.4

2.7

3.5

0.5

1.3

0.4

0.0

0.6

0.0

0.1

0.2

0.1

4.3

6.4

2.9

0 20 40 60 80

医療関係者（医師・看護師・医療相談員）

家族

保健サービスセンター（保健師）

障害福祉課・予防対策課の窓口

インターネット等の情報

学校の教職員

障害福祉課・予防対策課以外の区の窓口

保育園・こども園・幼稚園の教職員

児童相談センター（児童相談所）

障害等の当事者会や家族の会

教育委員会・教育センター

基幹相談支援センター

民生委員・児童委員

子ども家庭支援センター

その他

相談しなかった

無回答

身体障害者

（1,077）

知的障害者

（244）

精神障害者

（404）

難病・特定疾患

（818）

（%）

障害者 
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（2-3）疾患・障害の有無（問 10） 

 

    
 

 疾患・障害についてみると、「難病・特定疾患」が 37.6％で最も多く、次いで「慢性疾患（糖尿病・

心臓疾患・脳血管疾患・腎臓疾患・大腸の疾患等）」が 20.6％ となっています。 

 

 

 

（2-4）発達障害の問題・困難の内容（問 14） 

     
 
発達障害の問題・困難の内容としては、「対人関係（友人等・家族を除く）」が 53.7％で最も多く、次

いで「学校関係」が 40.9％ 、「就職・仕事に関すること」が 38.9％となっています。 

 

  

37.6
20.6

9.4
8.8

8.1
6.8

4.3
1.4

0.5
4.7

9.9
7.8

0 10 20 30 40

難病・特定疾患

慢性疾患

知的障害

気分障害

統合失調症

発達障害

神経症

高次脳機能障害

依存症

その他

特にない

無回答

ｎ＝（2,176）

53.7

40.9

38.9

34.9

23.5

11.4

25.5

0 20 40 60

対人関係（友人等・家族を除く）

学校関係

就職・仕事に関すること

心身の状態に関すること

家族関係

その他

無回答

（%）ｎ＝（149）

（％） 
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（2-5）日常生活で必要な介助・支援（問 18） 

  

 
 

 

 日常生活で必要な介助や支援についてみると、身体障害者では、「調理・掃除・洗濯等の家事」が 29.7％

で最も多くなっているほか、難病患者でも 19.6％と高くなっています。また、精神障害者でも「調理・

掃除・洗濯等の家事」が 37.4％と最も多くなっています。 

 一方、知的障害者では「区役所や事業者などの手続き」が 67.6％と最も多く、次いで「お金の管理」

が 64.3％となっています。 

 

  

29.7

26.1

18.9

24.0

23.8

14.4

20.0

17.0

18.8

12.4

14.2

12.0

8.5

12.4

10.1

7.7

8.4

4.6

3.5

9.3

19.1

59.0

67.6

3.3

43.0

36.5

64.3

40.2

48.8

29.1

35.2

25.0

34.0

38.1

20.9

19.7

23.4

8.6

6.6

4.1

3.3

9.0

37.4

26.2

14.4

16.6

12.1

22.8

11.6

18.8

6.7

12.9

10.6

5.2

9.7

3.2

2.7

4.5

2.7

1.7

1.2

14.6

11.4

19.6

17.2

31.2

16.4

15.9

9.3

13.8

10.0

12.6

8.4

9.2

5.0

2.9

9.7

7.1

5.0

6.1

4.3

3.3

12.1

22.6

0 20 40 60 80

調理・掃除・洗濯等の家事

区役所や事業者などの手続き

介助や支援は必要ない

日常の買い物

通院、通学・通勤

お金の管理

通院、通学・通勤以外の外出

薬の管理

入浴

日常生活動作の見守り

食事

電話の利用

日常生活に必要な意志の伝達

着替え

排せつ

洗顔・歯磨き

室内の移動

医療的ケア（喀痰吸引、経管…

寝返り

その他

無回答

身体障害者

（1,077）

知的障害者

（244）

精神障害者

（404）

難病・特定疾患

（818）

（%）
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（2-6）主な介助者（問 19） 

  

 
 主な介助者・支援者をみると、難病患者では、「配偶者」が 42.1％と最も多くなっているほか、身体

障害者でも 37.5％ となっています。 

 一方、知的障害者では「母親」が 60.7％と最も多くなっているほか、精神障害者でも 29.0％となっ

ています。 

 

  

身体障害者 (667)

知的障害者 (214)

精神障害者 (300)

難病・特定疾患 (378)

15.4

12.0

2.4

60.7

29.0

8.5

0.5

19.0

42.1

0.5

2.7

11.4

9.3

5.3

2.9

1.4

0.7

1.3

1.4

7.3

6.3

1.0

0.3

8.9

17.3

17.7

1.9

5.7

7.1

(%)ｎ

1.9

9.1 37.5 18.4

4.2 1.3

8.7

0.3

11.8 6.6

父
親

母
親

配
偶

者

子 兄
弟

・

姉
妹

そ
の

他

親
族

ホ
ー

ム

ヘ
ル

パ
ー

ボ
ラ

ン

テ
ィ

ア

そ
の

他

無
回

答
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３．相談や福祉の情報について 
（3-1）日常生活で困っていること（問 21）     

 
 日常生活で困っていることをみると、身体障害者では「健康状態に不安がある」が 34.3％、「災害時

の避難に不安がある」が 33.2％ と、いずれも３割強と多くなっています。 

 また、知的障害者では、「災害時の避難に不安がある」が 50.4％と最も多くなっています。 

 一方、精神障害者では、「経済的に不安がある」が 52.7％と最も多く、次いで「健康状態に不安があ

る」が 47.5％となっています。 

 難病患者では、「健康状態に不安がある」が 44.0％と最も多くなっています。 

34.3

33.2

20.4

28.4

18.2

22.2

27.9

17.4

15.7

10.6

6.9

4.6

12.7

4.8

5.7

8.1

7.1

5.5

3.0

1.9

18.2

9.2

28.7

50.4

23.4

45.5

30.3

34.8

25.0

36.9

19.7

16.4

15.6

27.0

16.8

10.2

11.9

12.7

8.2

6.1

7.4

2.9

11.5

8.6

47.5

24.8

52.7

26.2

47.0

38.4

20.3

22.3

16.1

25.5

24.8

31.7

11.1

30.0

17.6

5.4

10.6

9.9

7.4

5.4

5.2

3.2

44.0

23.7

25.2

21.1

24.2

19.2

21.4

13.1

11.5

8.9

8.9

3.3

10.3

7.7

3.9

7.0

4.8

4.2

3.5

2.8

21.3

7.3

0 20 40 60

健康状態に不安がある

災害時の避難に不安がある

経済的に不安がある

緊急時の対応に不安がある

将来に不安を感じている

家事などが十分できない

外出に支障がある

役所などの手続きが難しい

介助者が高齢化している

様々な人と知り合ったり、交流する機会が少ない

障害や病気に対する周囲の理解がない

人間関係に支障がある

介助者の負担が大きい

就労について困っている

困ったとき相談する相手がいない

着替えや食事などが十分できない

住まいに支障がある

日中することがない

近くに、病気や障害を理解した上で診てもらえる

診療所がない

その他

特にない

無回答

身体障害者

（1,077）

知的障害者

（244）

精神障害者

（404）

難病・特定疾患

（818）

（%）
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（3-2）困った時の相談相手（問 22） 

 

   

 
 
 
 困った時の相談相手をみると、身体障害者、知的障害者、難病患者では、いずれも「家族」が８割前

後を占めて最も多くなっています。 

 一方、精神障害者では、「家族や親族」が 68.8％、「医療関係者（医師・看護師・医療相談員）」が 60.6％

と、いずれも６割を超えて多くなっています。 

 
  

77.0

38.5

20.7

5.4

10.3

6.5

1.6

5.4

4.6

3.5

2.4

2.2

1.1

1.2

1.4

0.7

3.3

1.9

4.5

83.6

26.6

8.2

37.7

4.5

17.2

2.5

0.8

4.1

4.1

4.1

2.5

3.3

2.9

5.7

2.9

7.0

0.4

2.5

68.8

60.6

26.2

14.1

6.7

8.9

17.3

0.7

3.0

8.9

2.0

2.2

4.7

2.5

1.2

2.5

8.7

5.4

2.2

78.1

46.6

24.8

3.4

7.9

3.8

3.2

3.8

2.9

1.3

1.3

1.3

0.2

0.9

0.6

0.4

3.4

3.1

3.2

0 50 100

家族や親族

医療関係者（医師・看護師・医療相談員）

友人・知人

施設（通所・入所）の職員

ヘルパー等福祉従事者

障害福祉課・予防対策課の窓口

保健サービスセンター（保健師）

高齢者あんしん相談センター

近所の人

福祉事務所のケースワーカー

文京区社会福祉協議会

民生委員・児童委員

地域活動センター

障害等の当事者会や家族の会

身体障害者相談員・知的障害者相談員

基幹相談支援センター

その他

相談する相手はいない

無回答

身体障害者

（1,077）

知的障害者

（244）

精神障害者

（404）

難病・特定疾患

（818）

（%）

障害者 
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（3-3）福祉に関する情報の入手先（問 23） 

  

 
 

 
 福祉の情報の入手先をみると、身体障害者では「区の広報紙」が 50.3％と最も多くなっているほか、

難病患者でも 45.5％と多くなっています。 

 また、知的障害者では、「区の広報紙」（41.8％）に次いで、「施設（通所・入所）職員」が 34.0％と

多くなっています。 

 一方、精神障害者では「医療機関」が 34.4％と最も多く、次いで「区の広報紙」が 29.5％となって

います。 

 

50.3

19.0

12.3

14.7

15.6

15.3

5.9

7.6

2.0

3.5

4.1

15.2

5.9

41.8

5.7

6.6

27.9

4.5

9.8

34.0

4.9

2.0

12.3

8.2

12.7

6.6

29.5

34.4

22.5

17.8

8.9

9.9

13.9

7.7

12.1

5.0

7.2

16.6

4.2

45.5

26.3

20.5

9.8

13.9

12.1

4.3

10.0

4.0

2.2

2.8

16.0

4.0

0 20 40 60

区の広報紙

医療機関

インターネット

区の障害福祉課・予防対策課

新聞・書籍

テレビ・ラジオ

施設（通所・入所）職員

区のホームページ

保健サービスセンター

障害等の当事者会や家族の会

その他

特にない

無回答

身体障害者

（1,077）

知的障害者

（244）

精神障害者

（404）

難病・特定疾患

（818）

（%）
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（3-4）今後希望する生活（問 24） 

   
 
 
 今後希望する生活についてみると、身体障害者、精神障害者、難病患者では、「地域で独立して生活

する」と「親や親族と一緒に生活する」が多くなっています。 

 一方、知的障害者では、「親や親族と一緒に生活する」が 35.2％で最も多く、次いで「グループホー

ム等の共同生活住居に入居する」が 17.6％となっています。 

 

 

 

 

  

30.2

28.5

7.1

1.9

4.0

1.0

16.8

10.6

35.2

9.0

1.2

17.6

9.8

2.5

17.2

7.4

31.2

39.1

2.2

1.0

1.0

1.5

20.0

4.0

35.0

32.4

5.0

1.2

1.6

0.5

14.9

9.4

0 10 20 30 40

親や親族と一緒に生活する

地域で独立して生活する

高齢者の入所施設（老人ホーム等）

に入所する

グループホーム等の共同生活住居

に入居する

区内の障害者の入所施設（障害者

支援施設等）に入所する

遠くても良いので障害者の入所施設

（障害者支援施設等）に入所する

わからない

無回答

身体障害者

（1,077）

知的障害者

（244）

精神障害者

（404）

難病・特定疾患

（818）

（%）



16 

 

（3-5）地域で安心して暮らしていくために必要な施策（問 26） 

     
 
 地域で安心して暮すために必要な施策をみると、身体障害者では「医療機関サービスの充実」が

37.0％で最も多く、次いで「障害に対する理解の促進」が 31.5％となっています。 

 知的障害者では、「障害に対する理解の促進」が 48.0％と最も多く、次いで「入所施設（障害者

支援施設等）」の充実」が 30.7％となっています。 

 精神障害者では、「障害に対する理解の促進」が 54.0％と最も多く、次いで「経済的支援の充実」

が 48.0％となっています。 

 難病患者では、「医療機関サービスの充実」が 45.7％と最も多く、次いで「経済的支援の充実」

が 29.6％、「障害に対する理解の促進」が 29.1％となっています。 

37.0

31.5

21.8

16.9

22.3

8.9

21.1

22.1

13.7

8.2

9.4

10.5

6.6

7.8

9.7

3.6

4.5

2.9

2.5

2.5

2.3

8.2

8.4

25.0

48.0

21.7

28.3

17.6

25.0

11.9

6.6

30.7

24.6

15.2

13.5

7.4

16.0

2.5

20.9

2.0

3.3

2.0

7.8

1.6

4.5

6.6

34.9

54.0

48.0

27.2

15.3

40.8

9.7

3.2

4.7

17.6

13.4

13.4

11.1

2.5

1.5

2.7

5.7

6.7

5.2

5.2

4.5

4.0

5.0

45.7

29.1

29.6

18.5

19.3

18.1

18.1

18.7

10.5

8.4

7.3

7.5

5.6

6.0

5.0

3.1

6.2

4.2

3.9

1.5

2.8

8.8

4.6

0 20 40 60

医療機関サービスの充実

障害に対する理解の促進

経済的支援の充実

相談支援体制の充実

災害時支援の充実

雇用・就労支援の充実

訪問系サービスの充実

建物・道路などのバリアフリー化

入所施設の充実

日中活動系サービスの充実

趣味やスポーツ活動の充実

障害者向けの住まいの確保

居住支援の充実

短期入所の充実

福祉機器・補装具などの充実

グループホームなどの整備

地域交流の場の充実

教育・育成の充実

当事者同士で支援しあえる仕組みづくり

意思疎通支援の充実

その他

特にない

無回答

身体障害者

（1,077）

知的障害者

（244）

精神障害者

（404）

難病・特定疾患

（818）

（%）
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４．日中活動や外出について 
 

（４-1）平日の日中の過ごし方（問 33） 

 

  

 
 
 
 
 平日の日中の過ごし方についてみると、身体障害者では、「特に何もしていない」が 30.3％と最も多

くなっているほか、精神障害者でも 21.3％となっています。 

 一方、知的障害者では、「就労移行支援事業所、就労継続支援（A型、B型）事業所などに通所して仕

事をしている」が 27.5％と最も多く、次いで「パート・アルバイトなどで働いている」が 16.8％とな

っています。 

 また、難病患者では「正社員・正職員として働いている」が 22.5％ 、「自宅で家事をしている」が

22.4％といずれも２割を超えています。 

 

  

21.5

11.6

4.8

7.1

1.3

3.8

1.3

0.7

0.0

0.3

5.6

30.3

1.3

10.3

4.5

9.8

16.8

1.2

27.5

16.0

1.2

0.4

0.0

0.0

4.1

9.4

0.4

8.6

16.1

9.2

15.6

3.5

11.6

5.4

0.7

2.5

0.7

0.0

5.4

21.3

2.5

5.4

22.4

22.5

10.8

7.1

0.4

2.2

1.6

0.9

0.0

0.7

4.4

19.3

1.7

6.1

0 20 40

自宅で家事をしている

正社員・正職員として働いている

パート・アルバイトなどで働いている

自宅で働いている（自営業・内職・家業の手伝

いなど）

就労移行支援事業所、就労継続支援（Ａ型、

Ｂ型）事業所などに通所して仕事をしている

地域活動支援センターなどの通所施設に通っ

ている

大学・学校などに通っている

就職活動中

職業訓練中

育児をしている

その他

特になにもしていない

休職中

無回答

身体障害者

（1,077）

知的障害者

（244）

精神障害者

（404）

難病・特定疾患

（818）

（%）
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（４-2）仕事上困っていること（問 34） 

 

    

 
 
  
 
 現在働いている障害者の方に、仕事をする上での困難を訊いたところ、精神障害者では「収入が少な

い」が 62.1％ と最も多く、次いで「精神的につらい」が 24.8％、「職場の人間関係」が 24.2％となっ

ています。また、知的障害者、身体障害者でも、「収入が少ない」が、それぞれ 44.4％、30.2％ と最も

多くなっています。 

 一方、難病患者では、「体力的につらい」が 35.7％と最も多く、次いで「収入が少ない」が 31.2％と

なっています。 

 

  

30.2

19.8

9.7

6.0

10.4

10.4

4.9

7.1

0.7

1.9

39.9

5.2

44.4

6.7

8.1

17.8

8.9

3.0

6.7

1.5

5.2

3.7

34.8

5.9

62.1

18.0

24.8

24.2

5.6

12.4

9.9

3.1

7.5

7.5

11.2

2.5

31.2

35.7

12.0

6.0

12.3

7.8

3.0

3.9

0.6

2.4

36.3

2.7

0 20 40 60 80

収入が少ない

体力的につらい

精神的につらい

職場の人間関係

通勤が大変

職場の障害理解が不足して

いる

職場での相談相手がいない

職場環境が障害に対応して

いない

仕事を覚えるのが遅い、覚え

られなくて叱られる

その他

特にない

無回答

身体障害者

（268）

知的障害者

（135）

精神障害者

（161）

難病・特定疾患

（333）

（%）
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（４-3）一般就労に必要なこと（問 36） 

 

    

 
  
障害者が一般就労するために必要なこととしては、身体障害者では、「障害に応じた柔軟な勤務体系」、

「就労に向けての相談支援」、「自分に合った仕事を見つける支援」、が、それぞれ 22.7％、20.9％、20.0％

と、いずれも２割を超えています。 

知的障害者では、「職場の障害理解の促進」が 30.3%、「自分に合った仕事を見つける支援」が 28.3%
と、いずれも３割前後占めて多くなっています。 
 精神障害者では、「自分に合った仕事を見つける支援」、「就労に向けての相談支援」、「就労してから

の相談支援」が、それぞれ 32.2% 、30.7%、28.5%と、いずれも３割前後を占めて多くなっています。 
 難病患者では、「障害に応じた柔軟な勤務体系」が 33.6% で最も多く、次いで「自分に合った仕事を

見つける支援」が 24.1%となっています。 
 

22.7

20.0

20.9

14.9

13.3

12.6

12.5

10.0

8.0

5.5

5.8

2.1

2.0

2.2

13.4

25.9

17.2

28.3

22.5

30.3

26.2

20.1

16.4

4.9

3.7

7.4

2.5

18.9

8.2

2.0

8.6

15.2

30.9

32.2

30.7

23.3

28.5

17.3

13.4

14.1

1.7

7.2

2.0

3.7

4.2

4.0

8.2

9.7

33.6

24.1

23.6

22.7

16.3

14.1

12.0

10.9

9.9

7.0

7.3

2.3

3.3

2.2

9.9

16.7

0 10 20 30 40

障害に応じた柔軟な勤務体系

自分に合った仕事を見つける支援

就労に向けての相談支援

職場の障害理解の促進

就労してからの相談支援

障害特性に合った多様な仕事

障害特性に合った職業訓練

障害者向けの求人情報の提供

通勤経路のバリアフリー化

転職・退職に応じた相談支援

職場のバリアフリー化

職場適応援助者（ジョブコーチ）などから

の支援

職場での就労体験

その他

特にない

無回答

身体障害者

（1,077）

知的障害者

（244）

精神障害者

（404）

難病・特定疾患

（818）

（%）
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（４-4）余暇の過ごし方（問 37） 

 

    

   
  
休日や余裕のある時の過ごし方をみると、身体障害者、知的障害者、精神障害者、難病患者とも、「家

でくつろぐ」が最も多く、次いで「買い物」となっています。 

 また、精神障害者では、「趣味や学習活動」が 38.4％と、他の障害者に比べて多くなっています。 

 

 

  

47.4

36.0

33.1

24.6

25.3

21.9

18.8

15.3

13.0

11.7

6.4

3.9

5.3

7.9

10.8

58.6

47.1

31.1

27.9

11.1

5.7

25.4

16.8

17.2

16.0

8.6

2.5

9.8

2.9

15

55.4

43.8

34.7

38.4

25.0

27.0

23.8

10.1

16.8

11.4

4.0

3.0

9.4

7.9

4.7

54.3

39.0

33.6

29.8

31.3

26.2

21.5

18.2

17.7

13.7

4.6

3.8

6.5

7.1

8.1

0 20 40 60

家でくつろぐ

買い物

近所の散歩

趣味や学習活動

友人・知人と会う

読書

飲食店に行く

旅行

演劇や映画の鑑賞

スポーツ・運動

地域の行事への参加

ボランティア活動

その他

特に何もしない

無回答

身体障害者

（1,077）

知的障害者

（244）

精神障害者

（404）

難病・特定疾患

（818）

（%）
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（４-5）外出頻度（問 38） 

  

 
  

 
外出の頻度をみると、知的障害者、精神障害者、難病患者では「ほぼ毎日」が、それぞれ 48.8％ 、

47.8％、44.1％と、いずれも４割を超えて最も多くなっています。 

 一方、身体障害者では、「ほぼ毎日」が 33.8％と、他の障害者に比べて少なく、その一方、「週に３～

４回」が 25.3％ と多くなっています。 

 

  

身体障害者 (1,077)

知的障害者 (244)

精神障害者 (404)

難病・特定疾患 (818)

48.8

47.8

44.1

9.0

17.3

20.2

16.4

13.9

13.7

6.1

5.7

4.2

10.2

10.6

10.0

9.4

4.7

7.8

(%)ｎ

33.8 25.3 14.5 4.5 12.3 9.7

ほ
ぼ

毎

日

週
に

３
～

４

回

週
に

１
～

２

回

月
に

１
～

３

回

あ
ま

り

外

出

し

な
い

無
回

答
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（４-6）外出の際に困っていること（問 39） 

 

     

 
  
 
外出の時困っていることとしては、身体障害者では、「建物の段差や階段」、「歩道の段差や傾斜」が、

それぞれ 38.4％、37.9％と４割近くを占めて多くなっています。 

 一方、知的障害者では、「外出するのに支援が必要である」が 27.9％と、他の障害者より多くなって

います。 

 また、精神障害者、難病患者では、「疲れた時の休息場所」が、それぞれ 31.9％、32.2％と多くなっ

ています。 

 

  

32.3

38.4

37.9

25.0

22.4

18.5

16.1

16.2

12.4

5.0

3.6

5.8

16.7

10.6

12.7

12.7

14.3

14.8

16.4

13.5

27.9

6.6

14.8

9.4

3.7

4.9

30.3

10.7

31.9

9.2

6.7

13.4

9.7

10.1

6.2

2.5

6.2

1.7

2.2

15.3

38.9

6.2

32.2

28.1

27.4

18.1

17.4

18.0

10.8

10.3

7.9

3.4

2.7

5.1

30.1

7.9

0 10 20 30 40

疲れたときの休憩場所

建物の段差や階段

歩道の段差や傾斜

自動車・自転車に危険を感じる

駅構内の移動や乗り換え

トイレの利用

外出するのに支援が必要である

歩道上に障害物が多い

バスやタクシーの利用

券売機の利用

外出したくても介助者がいない

その他

特にない

無回答

身体障害者

（1,077）

知的障害者

（244）

精神障害者

（404）

難病・特定疾患

（818）

（%）
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５．差別解消について 
 

（５-1）合理的配慮を進めていくために必要なこと（問 42） 

    
  
 
合理的配慮を進めていくために必要なことをみると、身体障害者、知的障害者、精神障害者、難病患

者では、いずれも「区民や民間事業者に対して障害者差別解消法に関する周知・啓発」が最も多く、と

くに精神障害者では 41.1％と４割を超えています。 

 
 

 

  

24.5

16.2

11.6

7.6

10.0

7.5

2.3

25.8

23.7

36.1

17.2

6.1

15.2

7.8

12.7

4.5

17.6

18.9

41.1

15.3

5.9

15.1

11.9

5.9

8.4

22.0

12.6

32.4

22.7

10.9

9.3

10.0

9.9

2.8

21.6

16.3

0 10 20 30 40 50

区民や民間事業者に対して障害者差別解消

法に関する周知・啓発

ヘルプマーク・ヘルプカードの周知・啓発

筆談、読み上げ、手話など障害の特性に応じ

たコミュニケーション手段の設置

障害者差別解消法に係るセミナー等の開催

障害当事者を講師とした区民・民間事業者向

けの研修

意思疎通のために絵や写真カード、ＩＣＴ機

器（タブレット端末等）等の活用

その他

特にない

無回答

身体障害者

（1,077）

知的障害者

（244）

精神障害者

（404）

難病・特定疾患

（818）

（%）



24 

 

６．災害対策について 
 

（６-1）災害発生時に困ること（問 43） 

   
 

 災害発生時に困ることをみると、精神障害者、難病患者、身体障害者では「薬や医療的ケアを確保で

きるかどうか心配」が、それぞれ 62.4％ 、57.0％ 、44.3％と最も多くなっています。また、精神障害

者では、「避難所で他の人と一緒に暮すのが難しい」が 38.6％、「避難所で必要な支援が受けられるか不

安」が 32.7％と多くなつています。 

一方、知的障害者では、「１人では避難できない」が 46.7％と最も多く、次いで「避難所で他の人と

一緒に暮すのが難しい」と「避難所で必要な支援が受けられるか不安」が 34.8％となっています。 

 

 

（６-2）災害に対する備え（問 44） 

  

 
 

 災害に対する備えをみると、身体障害者、精神障害者、難病患者では、いずれも「非常時持ち出し品

の用意、非常食等の備蓄（3日分程度）をしている」が最も多く、次いで「疾病等で必要な薬や医療機

関の連絡先などを備えている」となっています。特に、難病患者では「非常時持ち出し品の用意、非常

食等の備蓄（3日分程度）をしている」が 41.9％と、他の障害者より多くなっています。 

一方、知的障害者では「非常時持ち出し品の用意、非常食等の備蓄（3日分程度）をしている」（31.1％）

と並んで「日頃から家族で災害時の対応を話し合っている」が 32.8％ と多くなっています。 

  

 身体障害者

（1,077）

知的障害者

（244）

精神障害者

（404）

難病・特定

疾患（818）

薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安  44.3 26.6 62.4 57.0

避難所で必要な支援が受けられるか不安    33.1 34.8 32.7 29.3

一人では避難できない 31.4 46.7 15.8 20.0

避難所の設備が障害に対応しているか不安  27.4 23.0 21.8 21.3

避難所で他の人と一緒に過ごすのが難しい  17.8 34.8 38.6 16.5

助けを求める方法がわからない            16.0 28.7 18.8 12.5

災害の情報を知る方法がわからない        14.4 27.5 13.6 9.4

近くに助けてくれる人がいない            13.1 11.9 20.0 10.1

避難所の場所がわからない                11.4 19.3 14.6 8.1

医療機器の電源確保が心配                11.9 7.8 5.4 8.6

その他              3.2 5.3 5.4 4.4

特にない            13.0 13.9 12.6 15.2

無回答              12.5 10.7 6.2 8.8

（%）

 身体障害者
（1,077）

知的障害者
（244）

精神障害者
（404）

難病・特定
疾患（818）

非常時持ち出し品の用意、非常食等の備蓄（３日分程度）をしている 33.2 31.1 27.0 41.9

疾病等で必要な薬や医療機関の連絡先などを備えている          26.6 17.6 25.5 33.3

日頃から家族で災害時の対応を話し合っている                  21.5 32.8 14.1 24.3

家具に転倒防止器具を取り付けている      18.4 20.9 12.4 18.5

文京区の「避難行動要支援者名簿」に登録している              10.9 18.9 5.2 5.1

近所の人や知人等に、災害が発生したときの助けをお願いしている 5.0 3.7 3.2 3.4

住居の耐震診断を受け、必要な補強を行っている                3.5 6.1 3.0 3.1

地域の防災訓練や勉強会・セミナー等に参加している            3.4 4.1 2.0 2.2

区民防災組織（町会・自治会）や消防団等に参加している        3.3 2.5 1.2 2.3

その他              1.8 2.5 3.5 1.5

特にない            23.3 19.7 35.1 23.2

無回答              13.5 13.1 7.7 8.7

（%）
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４．障害児の方を対象にした調査 
 

 

 

 

 

１．対象者特性 
 

（1-1）性別（問２） 

  
 性別についてみると、男性が 68.6％と、女性の２倍以上を占めています。 

 

 

（1-2）年齢（問 3） 

  
 年齢についてみると、６～８歳が 33.5％と、全体の３分の１を占めています。 

 

  

68.6 27.8 3.6

ｎ

(194)

(%)

男

性

女

性

無

回

答

4.6 19.1 33.5 15.5 11.9 9.8 5.7

ｎ

(194)

(%)

０
～

２

歳

３
～

５

歳

６
～

８

歳

９
～

1

1

歳

1

2
～

1

4
歳

1

5
歳

以

上

無

回
答
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（1-3）手帳の所持状況（問４） 

  
 
 手帳の所持状況については、「愛の手帳」が 47.4％と最も多く、次いで「身体障害者手帳」が 12.4％

となっています。一方、「これらの手帳は持っていない」は 39.2％となっています。 

 
 

（1-4）身体障害の種類（問４） 

  
  
 
障害の種類については、「肢体不自由」が 62.5％と特に多く、次いで「視覚障害」が 20.8％となって

います。 

 

  

12.4

47.4

4.1

39.2

2.6

0 10 20 30 40 50

身体障害者手帳

愛の手帳

精神障害者保健福祉手帳

これらの手帳は持っていない

無回答

（%）
ｎ＝（194）

62.5 

20.8 

12.5 

12.5 

4.2 

16.7 

0 10 20 30 40 50 60 70

肢体不自由

視覚障害

聴覚・平衡機能障害

音声・言語・そしゃく機能障害

内部障害

無回答

ｎ＝（24）

（％） 
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（1-5）年収（問５） 

  
世帯の年収についてみると、500 万円以上が全体の７割以上を占めています。 

 

 

 

（1-6）同居家族（問 6） 

        
 

同居家族についてみると、「母親」が全数近く、「父親」が９割近くとなっています。 

  

4.1 

1.5 

0.5 

2.6 

11.9 

40.2 

33.0 

6.2 

0 10 20 30 40 50

収入はない

80万円未満

80万円以上～150万円未満

150万円以上～250万円未満

250万円以上～500万円未満

500万円以上～1,000万円未満

1,000万円以上

無回答

ｎ＝（194）

99.5

89.2

66.5

4.6

0.0

0.5

0.5

0 20 40 60 80 100

母親

父親

兄弟姉妹

祖父母

その他親族

その他

無回答

ｎ＝（194） （%）

（％） 
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２．相談や福祉の情報について 
（２-1）日常生活で困っていること（問 19） 

     
 

 日常生活で困っていることをみると、身体障害児では「障害のため、身の回りのことが十分できない」

と「災害時の避難に不安がある」が６割を超えています。 

知的障害児では、「緊急時の対応に不安がある」が 50.0％で最も多く、「災害時の避難に不安がある」

45.7％や「将来に不安を感じている」44.6％が４割代半ばとなっています。 

 発達障害では、「友だちとの関係がうまくいかない」が 47.2％で最も多く、次いで「将来に不安を感

じている」36.1％、「緊急時の対応に不安がある」34.3％となっています。 
 

 
  

50.0

0.0

54.2

66.7

62.5

25.0

33.3

20.8

29.2

8.3

20.8

29.2

12.5

8.3

0.0

16.7

8.3

44.6 

27.2 

50.0 

43.5 

45.7 

20.7 

18.5 

14.1 

17.4 

8.7 

12.0 

9.8 

10.9 

3.3 

1.1 

7.6 

6.5 

75.0

87.5

62.5

25.0

62.5

62.5

12.5

50.0

0.0

12.5

12.5

12.5

12.5

12.5

0.0

12.5

0.0

33.3 

16.7 

33.3 

66.7 

33.3 

41.7 

41.7 

16.7 

25.0 

16.7 

16.7 

25.0 

25.0 

8.3 

0.0 

16.7 

0.0 

36.1

47.2

34.3

25.9

30.6

23.1

12

16.7

12

13

11.1

5.6

9.3

3.7

3.7

9.3

14.8

0 50 100

将来に不安を感じている

友だちとの関係がうまくいかない

緊急時の対応に不安がある

障害のため、身の回りのことが十分できない

災害時の避難に不安がある

障害や病気に対する周りの理解がない

外出が大変である

生活にお金がかかることに不安がある

介助者に負担をかけている

学校などの先生とうまくいかない

病気や障害を理解した上で診てもらえる診療

所が近くにない

健康状態に不安がある

困ったとき相談する相手がいない

住まいに不便を感じている

その他

特にない

無回答

身体障害児（24）

知的障害児（92）

精神障害児（8）

難病・特定疾患（12）

発達障害（108）

（%）
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（２-2）困った時の相談相手（問 20） 

   

 
 困った時の相談相手をみると、身体障害児、知的障害児、発達障害いずれも「家族」が７割台後半を

占めて最も多く、「学校の教職員」や「医療関係者（医師・看護師・医療相談員）」がこれに次いでいま

す。 

79.2

45.8

50.0

20.8

25.0

16.7

4.2

20.8

0.0

12.5

4.2

4.2

0.0

8.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

8.3

4.2

79.3

52.2

46.7

23.9

31.5

16.3

7.6

15.2

5.4

14.1

2.2

4.3

1.1

1.1

1.1

1.1

0.0

0.0

0.0

0.0

10.9

3.3

62.5

62.5

62.5

50.0

37.5

37.5

12.5

0.0

25.0

0.0

12.5

12.5

0.0

12.5

12.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

37.5

0.0

100.0

8.3

66.7

41.7

16.7

16.7

0.0

8.3

0.0

8.3

16.7

0.0

0.0

8.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

75.9

52.8

46.3

46.3

28.7

1.9

16.7

4.6

12.0

7.4

6.5

6.5

1.9

2.8

1.9

0.9

0.0

0.0

0.0

0.0

10.2

1.9

0 50 100

家族や親族

学校の教職員

医療関係者（医師・看護師・医療相談員）

教育委員会・教育センター

友人・知人

障害福祉課・予防対策課の窓口

保育園・こども園・幼稚園の教職員

障害等の当事者会や家族の会

文京総合福祉センター

ヘルパー等福祉従事者

保健サービスセンター（保健師）

子ども家庭支援センター

近所の人

児童相談センター（児童相談所）

障害福祉課・予防対策課以外の区の窓口

基幹相談支援センター

文京区社会福祉協議会

相談する相手はいない

民生委員・児童委員

身体障害者相談員・知的障害者相談員

その他

無回答

身体障害児（24）

知的障害児（92）

精神障害児（8）

難病・特定疾患（12）

発達障害（108）

（%）

障害者 
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（２-3）福祉に関する情報の入手先（問 21） 

 
 福祉の情報の入手先をみると、身体障害児、知的障害児、発達障害いずれも「インターネット」、「区

の広報紙」順で多く、身体障害児と知的障害児では「障害等の当事者会や家族の会」がこれに次いでい

ます。発達障害では、「障害等の当事者会や家族の会」8.3％よりも「新聞・書籍」18.5％や「医療機関」

16.7％の方が多くなっています。 

 
  

33.3

29.2

20.8

16.7

8.3

16.7

12.5

0.0

0.0

0.0

0.0

12.5

8.3

38.0

33.7

27.2

10.9

10.9

13.0

15.2

12.0

2.2

0.0

1.1

8.7

3.3

62.5

37.5

0.0

12.5

50.0

12.5

0.0

0.0

12.5

0.0

0.0

0.0

0.0

33.3

25.0

16.7

33.3

8.3

16.7

0.0

8.3

8.3

0.0

0.0

16.7

0.0

48.1

34.3

8.3

16.7

18.5

13.9

12.0

7.4

3.7

4.6

1.9

7.4

1.9

0 20 40 60 80

インターネット

区の広報紙

障害等の当事者会や家族の会

医療機関

新聞・書籍

区のホームページ

保育園・幼稚園・学校の教職員

区の窓口

テレビ・ラジオ

保健サービスセンター

知る方法がわからない

その他

無回答

身体障害児（24）

知的障害児（92）

精神障害児（8）

難病・特定疾患（12）

発達障害（108）

（%）
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（２-4）今後希望する生活（問 22） 

   
 今後希望する生活についてみると、身体障害児と発達障害の「地域で独立して生活する」がそれぞれ

35.6％、42.6％と多くなっています。 

 一方、知的障害児では、「地域で独立して生活する」16.7％よりも「親や親族と一緒に生活する」20.8％、

「グループホーム等の共同生活住居に入居する」20.8％、「障害者の入所施設（障害者支援施設等）に

入所する」20.8％の方が多くなっています。 

  

35.6

18.6

15.5

4.1

1.0

22.7

2.6

16.7

20.8

20.8

20.8

4.2

16.7

0.0

17.4

22.8

31.5

5.4

0.0

19.6

3.3

16.7

8.3

25.0

8.3

0.0

41.7

0.0

42.6

15.7

13.0

1.9

0.0

23.1

3.7

0 10 20 30 40 50

地域で独立して生活する

親や親族と一緒に生活する

グループホーム等の共同生活住居に入居する

障害者の入所施設（障害者支援施設等）に入所

する

その他

わからない

無回答

身体障害児（24）

知的障害児（92）

精神障害児（8）

難病・特定疾患（12）

発達障害（108）

（%）
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（２-5）地域で安心して暮らしていくために必要な施策（問 24） 

     
 地域で安心して暮すために必要な施策をみると、身体障害児では「日中活動系サービス（生活介

護・自立訓練・就労移行支援・就労継続支援等）の充実」が 50.0％と最も多く、次いで「障害に対

する理解の促進」が 45.8％、「入所施設（障害者支援施設等）」の充実」が 45.8％となっています。 

 一方、知的障害児では「雇用・就労支援の充実」が 62.0％で最も多く、次いで「障害に対する理

解の促進」が 57.6％、「日中活動系サービス（生活介護・自立訓練・就労移行支援・就労継続支援

等）の充実」が 46.7％となっています。 

発達障害では「教育・育成の充実」64.8％と「障害に対する理解の促進」62.0％が６割を超えて

います。 

45.8

25.0

16.7

50.0

12.5

20.8

12.5

12.5

45.8

4.2

16.7

16.7

16.7

25.0

33.3

12.5

12.5

8.3

20.8

12.5

8.3

0.0

0.0

57.6

43.5

62.0

46.7

20.7

26.1

32.6

23.9

27.2

21.7

18.5

23.9

19.6

13.0

7.6

4.3

7.6

8.7

2.2

2.2

1.1

0.0

1.1

75.0

75.0

62.5

50.0

37.5

25.0

37.5

37.5

0.0

12.5

12.5

0.0

0.0

12.5

0.0

37.5

0.0

12.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

58.3

41.7

41.7

50.0

25.0

25.0

25.0

33.3

50.0

0.0

16.7

8.3

8.3

33.3

33.3

0.0

16.7

0.0

0.0

33.3

0.0

0.0

0.0

62.0

64.8

54.6

26.9

32.4

28.7

28.7

25.9

11.1

13.0

16.7

7.4

10.2

3.7

2.8

11.1

6.5

5.6

1.9

25.9

2.8

1.9

0.9

0 20 40 60 80

障害に対する理解の促進

教育・育成の充実

雇用・就労支援の充実

日中活動系サービス（生活介護・自立訓練・就労移

行支援・就労継続支援等）の充実

相談支援体制の充実

医療サービスの充実

経済的支援の充実

福祉・保健・医療の連携の充実

入所施設（障害者支援施設等）の充実

趣味やスポーツ活動の充実

災害時支援の充実

グループホームなどの整備

障害者向けの住まいの確保

短期入所の充実

訪問系サービス（居宅介護・重度訪問介護、同行援

護等）の充実

当事者同士で支援しあえる仕組みづくり

意思疎通支援の充実

地域交流の場の充実

建物・道路などのバリアフリー化

福祉機器・補装具などの充実

その他

特にない

無回答

身体障害児（24）

知的障害児（92）

精神障害児（8）

難病・特定疾患（12）

発達障害（108）

（%）
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３．教育・保育について 

（３-1）余暇の過ごし方（問 38） 

 

 
 休日や余裕のある時の過ごし方をみると、身体障害児、知的障害児、発達障害のいずれも、「家でく

つろぐ」が最も多く、次いで「近所の散歩」「買い物に行く」となっています。 

 

  

87.5

45.8

25.0

33.3

25.0

25.0

16.7

16.7

12.5

8.3

16.7

0.0

4.2

4.2

0.0

84.8

46.7

34.8

37.0

32.6

30.4

15.2

18.5

4.3

13.0

12.0

0.0

1.1

7.6

1.1

87.5

50.0

75.0

62.5

37.5

50.0

25.0

37.5

62.5

62.5

25.0

0.0

0.0

12.5

0.0

75.0

66.7

16.7

41.7

33.3

33.3

16.7

8.3

16.7

16.7

8.3

0.0

8.3

16.7

0.0

86.1

50.9

46.3

49.1

41.7

36.1

31.5

25.9

20.4

24.1

16.7

0.9

0.0

12.0

1.9

0 50 100

家でくつろぐ

近所の散歩

趣味や学習活動

買い物に行く

飲食店に行く

旅行

地域の行事に参加する

スポーツ

友人・知人と会う

読書

映画などの鑑賞

ボランティア活動

特に何もしない

その他

無回答

身体障害児（24）

知的障害児（92）

精神障害児（8）

難病・特定疾患（12）

発達障害（108）

（%）
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４．外出や住まいについて 

（４-１）外出頻度（問 39） 

 
 外出の頻度をみると、「ほぼ毎日」が知的障害児で 78.3％、発達障害で 86.1％を占めるのに対して、

身体障害児では 54.2％となっています。 

  

身体障害児 (24)

知的障害児 (92)

精神障害児 (8)

難病・特定疾患 (12)

発達障害 (108)

78.3

75.0

58.3

86.1

3.3

25.0

4.6

8.7

25.0

5.6

5.4

8.3

0.9

2.2

8.3

0.9

2.2

1.9

(%)ｎ

54.2 12.5 16.7 4.2 8.3 4.2

ほ

ぼ
毎

日

週

に
３
～

４

回

週

に
１
～

２

回

月

に
１
～

３

回

あ

ま
り

外
出

し
な

い

無

回
答
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５．差別解消について 
 

（５-1）合理的配慮を進めていくために必要なこと（問 42） 

      

 
 
 合理的配慮を進めていくために必要なことをみると、「区民や民間事業者に対して障害者差別解消法

に関する周知・啓発」が知的障害児で 58.7％、発達障害で 50.9％と多くなっています。 

 

  

37.5

25.0

37.5

20.8

8.3

8.3

4.2

12.5

12.5

58.7

35.9

27.2

12.0

17.4

6.5

2.2

8.7

2.2

75.0

12.5

37.5

25.0

25.0

12.5

0.0

0.0

0.0

50.0

50.0

41.7

0.0

8.3

16.7

0.0

8.3

0.0

50.9

37.0

20.4

13.0

12.0

7.4

7.4

9.3

2.8

0 20 40 60 80

区民や民間事業者に対して障害者差別解消

法に関する周知・啓発

意思疎通のために絵や写真カード、ICT 機器

（タブレット端末等）等の活用

ヘルプマーク・ヘルプカードの周知・啓発

障害当事者を講師とした区民・民間事業者向

けの研修

障害者差別解消法に係るセミナー等の開催

筆談、読み上げ、手話など障害の特性に応じ

たコミュニケーション手段の設置

特にない

その他

無回答

身体障害児（24）

知的障害児（92）

精神障害児（8）

難病・特定疾患（12）

発達障害（108）

（%）
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５．施設入所の方を対象にした調査 
 

 

 

 

 

１．対象者特性 
 

（1-1）性別（問２） 

  
 性別についてみると、「男性」が 56.0％、「女性」が 41.8％となっています。 

 

 

 

（1-2）年齢（問 3） 

  
 年齢についてみると、「40～49 歳」が 33.0％と最も多く、次いで「50～59 歳」が 19.8％、「30～39 歳」

が 13.2％となっています。 

 

 

  

56.0 41.8 2.2

ｎ

(91)

(%)

男
性

女
性

無
回

答

6.6 13.2 33.0 19.8 7.7 8.8 4.4 4.0

2.2

ｎ

(91)

(%)

1
8
～

2

9

歳

3
0
～

3

9

歳

4
0
～

4

9

歳

5
0
～

5

9

歳

6
0
～

6

4

歳

6
5
～

6

9

歳

7
0
～

7

4

歳

7
5

歳
以

上

無
回

答
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（1-3）手帳の所持状況（問４） 

  
 手帳の所持状況については、「愛の手帳」が 87.9％と最も多く、次いで「身体障害者手帳」が 31.9％

となっています。 

 

（1-4）身体障害の種類（問４） 

  
 障害の部位については、「肢体不自由」44.8％と最も多く、次いで「視覚障害」が 10.3％となってい

ます。 

 

（1-5）年収（問５） 

  
 本人の年収についてみると、150 万円未満が９割を超えています。  

31.9

87.9

1.1

3.3

2.2

0 20 40 60 80 100

身体障害者手帳

愛の手帳

精神障害者保健福祉手帳

これらの手帳は持っていない

無回答

ｎ＝（91）
（%）

44.8 

10.3 

6.9 

3.4 

0.0 

41.4 

0 10 20 30 40 50

肢体不自由

視覚障害

音声・言語・そしゃく機能障害

聴覚・平衡機能障害

内部障害

無回答

ｎ＝（29）

35.2 

16.5 

39.6 

3.3 

0.0 

0.0 

0.0 

5.5 

0 10 20 30 40 50

収入はない

80万円未満

80万円以上～150万円未満

150万円以上～250万円未満

250万円以上～500万円未満

500万円以上～1,000万円未満

1,000万円以上

無回答

ｎ＝（91）

（％） 

（％） 
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２．施設での生活について 
（２-1）余暇の過ごし方（問 21） 

    
 休日や余裕のある時の過ごし方をみると、知的障害者では「自室などでくつろぐ」が 47.5％と最も多

くなっています。 

 
（２-2）外出頻度（問 22） 

 
 外出の頻度をみると、身体障害者、知的障害者ともに「あまり外出しない」が約３割で最も多くなっ

ています。 

27.6

17.2

10.3

13.8

3.4

6.9

6.9

6.9

0.0

0.0

0.0

0.0

20.7

20.7

13.8

47.5

22.5

22.5

13.8

12.5

10.0

7.5

6.3

3.8

1.3

0.0

0.0

11.3

17.5

6.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

50.0

50.0

50.0

0.0

50.0

0.0

0.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

50.0

0.0

0 50 100

自室などでくつろぐ

ショッピングに行く

近所の散歩

趣味や学習活動

飲食店に行く

地域の行事に参加

演劇や映画の鑑賞

旅行

友人・知人と会う

スポーツ

ボランティア活動

読書

その他

特になにもしない

無回答

身体障害者(29)

知的障害者（80）

精神障害者（1）

難病・特定疾患（2）

（%）

身体障害者 (29)

知的障害者 (80)

2.5

13.8 21.3 26.3 30.0 6.3

(%)ｎ

13.8 20.7 24.1 31.0 10.3

ほ
ぼ

毎

日

週
に

３
～

４

回

週
に

１
～

２

回

月
に

１
～

３

回

あ
ま

り

外

出

し

な
い

無
回

答
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３．今後の暮らし方について 
 

（３-１）今後希望する生活（問 23） 

 

  
  

今後希望する生活についてみると、身体障害者、知的障害者ともに「現在の施設で生活したい」が７割

前後を占めています。 

  

65.5

6.9

3.4

0.0

0.0

17.2

6.9

71.3

3.8

3.8

0.0

0.0

17.5

3.8

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

現在の施設で生活したい

別の施設で暮らしたい

施設を退所して、グループホームなどで生

活したい

施設を退所して、家族と生活したい

施設を退所して、独立して生活したい

わからない

無回答

身体障害者(29)

知的障害者（80）

精神障害者（1）

難病・特定疾患（2）

（%）
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（３-２）地域で安心して暮らしていくために必要な施策（問 29） 

 

  
地域で安心して暮すために必要な施策をみると、身体障害者、知的障害者ともに「障害に対する

理解の促進」、「医療サービスの充実」、「入所（障害者支援施設等）施設の充実」が多くなっていま

す。 

41.4

37.9

37.9

27.6

27.6

27.6

24.1

20.7

17.2

17.2

17.2

20.7

3.4

10.3

20.7

10.3

13.8

10.3

3.4

6.9

0.0

10.3

10.3

65.0

57.5

51.3

42.5

33.8

32.5

35.0

28.8

23.8

23.8

23.8

22.5

18.8

18.8

17.5

16.3

13.8

13.8

13.8

12.5

0.0

8.8

3.8

0.0

100.0

100.0

0.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

50.0

100.0

100.0

50.0

100.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

100.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

障害に対する理解の促進

医療サービスの充実

入所（障害者支援施設等）施設の充実

日中活動系サービス（生活介護・自立訓練・就労移

行支援・就労継続支援等）の充実

相談支援体制の充実

グループホームなどの整備

経済的支援の充実

災害時支援の充実

地域交流の場の充実

障害者向けの住まいの確保

訪問系サービス（居宅介護・重度訪問介護、同行援

護等）の充実

建物・道路などのバリアフリー化

趣味やスポーツ活動の充実

雇用・就労支援の充実

福祉機器・補装具などの充実

短期入所の充実

意思疎通支援（手話通訳者や要約筆記者の派遣）

の充実

教育・育成の充実

当事者同士で支援しあえる仕組みづくり

居住支援の充実（住まい探しなど）

その他

特にない

無回答

身体障害者(29)

知的障害者（80）

精神障害者（1）

難病・特定疾患（2）

（%）



41 

 

４．相談や福祉の情報について 

 
（４-１）困った時の相談相手（問 30） 

 

 
 

困った時の相談相手をみると、身体障害者、知的障害者ともに「施設の職員」が最も多く、次いで「家

族や親族」、「医療関係者（医師・看護師・医療相談員）」の順となっています。 
  

75.9

37.9

27.6

13.8

10.3

10.3

3.4

3.4

0.0

3.4

0.0

0.0

13.8

6.9

83.8

46.3

28.8

15.0

16.3

8.8

2.5

1.3

1.3

0.0

0.0

0.0

8.8

3.8

100.0

0.0

100.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

50.0

50.0

0.0

0.0

0.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

施設の職員

家族や親族

医療関係者（医師、看護師、医療相談員）

官公庁の窓口（区の障害福祉課等）

施設の相談窓口

障害等の当事者会や家族の会

友人・知人

卒業した学校の教職員

保健サービスセンター

基幹相談支援センター

社会福祉協議会

相談する相手はいない

その他

無回答

身体障害者(29)

知的障害者（80）

精神障害者（1）

難病・特定疾患（2）

（%）

障害者 
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（４-２）福祉に関する情報の入手先（問 31） 

 
 福祉の情報の入手先をみると、身体障害者、知的障害者ともに「施設の職員」が最も多く、特に知的

障害者では 43.8％を占めています。 

 

５．差別解消について 

 
（５-1）合理的配慮を進めていくために必要なこと（問 32） 

  
 合理的配慮を進めていくために必要なことをみると、身体障害者、知的障害者ともに「区民や民間事

業者に対して障害者差別解消法に関する周知・啓発」が最も多く、特に知的障害者では 42.5％を占めて

います。 

34.5

13.8

17.2

10.3

3.4

3.4

3.4

3.4

0.0

0.0

10.3

20.7

10.3

43.8

15.0

16.3

16.3

11.3

6.3

3.8

1.3

1.3

0.0

6.3

16.3

6.3

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

50.0

50.0

0.0

0 20 40 60 80 100

施設の職員

官公庁の広報紙

官公庁の窓口（区の障害福祉課等）

障害等の当事者会や家族の会

テレビ・ラジオ

新聞・書籍

インターネット

官公庁のホームページ

医療機関

保健センター

その他

特にない

無回答

身体障害者(29)

知的障害者（80）

精神障害者（1）

難病・特定疾患（2）

（%）

31.0

17.2

6.9

10.3

0.0

0.0

31.0

6.9

13.8

42.5

20.0

17.5

13.8

12.5

11.3

18.8

6.3

7.5

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

50.0

50.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

区民や民間事業者に対して障害者差別解消

法に関する周知・啓発

障害者差別解消法に係るセミナー等の開催

ヘルプマーク・ヘルプカードの周知・啓発

障害当事者を講師とした区民・民間事業者向

けの研修

意思疎通のために絵や写真カード、ICT 機器

（タブレット端末等）等の活用

筆談、読み上げ、手話など障害の特性に応じ

たコミュニケーション手段の活用

特にない

その他

無回答

身体障害者(29)

知的障害者（80）

精神障害者（1）

難病・特定疾患（2）

（%）
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６．サービス事業所の方を対象にした調査 
 

 

 

 

 

１．事業運営について 
 

（1-1）経営主体（問１） 

 

 
 経営主体をみると、「社会福祉法人」が 42.0％と最も多く、次いで「株式会社・有限会社」が 40.6％

となっています。 

 

 

（1-２）開業年（問２） 

 

 
開業年をみると、「平成 25 年以降」の開業が 37.7％と、４割近くとなっています。 

 

 

 

 

 

  

42.0

0 2.9

40.6 8.7

0 2.9
00
1.4

1.4

ｎ (%)

社

会

福

祉

法

人

医

療

法

人

一

般

社

団

法

人

・

一

般

財

団

法

人

株

式

会

社

・

有

限

会

社

特

定

非

営

利

活

動

法

人

（

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人
）

協

同

組

合

合

同

会

社

・

合

資

会

社

そ

の

他

法

人

個

人

医

療

機

関

地

方

公

共

団

体

そ

の

他

(69)

15.9 13.0 15.9 14.5 37.7 2.9

ｎ

(69)

(%)

平

成

９

年

以

前

平

成

1

0
～

1

4

年

平

成

1

5
～

1

9

年

平

成

2

0
～

2

4

年

平

成

2

5

年

以

降

無

回

答
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（1-３）提供しているサービス（問３） 

  
提供しているサービスをみると、「居宅介護」が 34.8％で最も多く、次いで「就労移行支援」の 24.6％、

「計画相談支援（サービス等利用計画・モニタリング）」と「移動支援事業」の 23.2％となっています。 

 

 

（1-４）事業を展開しているエリア（問４） 

       
事業を展開しているエリアをみると、「文京区内全域」が 55.1％で最も多く、次いで「23 区内」の 42.0％

となっています。 

  

34.8
24.6

23.2
23.2

20.3
20.3

17.4
15.9

11.6
8.7
8.7

7.2
5.8

4.3
4.3

2.9
2.9
2.9

1.4
1.4

0.0
0.0
0.0
0.0

1.4

0 20 40

居宅介護

就労移行支援

計画相談支援（サービス等利用計画・…

移動支援事業

重度訪問介護

共同生活援助（グループホーム）

就労継続支援（Ｂ型）

生活介護

放課後等デイサービス

同行援護

地域相談支援（地域移行支援・…

障害児相談支援

児童発達支援

自立訓練（機能訓練・生活訓練）

就労継続支援（Ａ型）

短期入所

施設入所支援

地域活動支援センター事業

行動援護

日中一時支援事業

重度障害者等包括支援

療養介護

医療型児童発達支援

保育所等訪問支援

その他

ｎ＝（69）

7.2 

55.1 

42.0 

17.4 

17.4 

5.8 

0 20 40 60

文京区内の一部

文京区内全域

23区内

東京都内

首都圏

その他

ｎ＝（69）

（％） 

（％） 



45 

 

（1-５）収支状況（問６） 

 

【運営法人】 

 

 
 

【障害福祉サービス等事業所】 

 

 
収支状況をみると、運営法人では「黒字だった」が 53.6％と半数以上ですが、障害福祉サービス等事

業所としては、赤字が黒字を上回っています。 

  

53.6 11.6 7.2 13.0 1.4 13.0

ｎ

(69)

(%)

黒

字

だ
っ

た

ほ

ぼ

収

支
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衡
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た や
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字

だ
っ

た

大
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な

赤

字

だ
っ

た

そ

の

他

無

回

答

29.0 14.5 18.8 23.2 7.2 7.2

ｎ

(69)

(%)

黒

字

だ
っ

た

ほ

ぼ

収

支

が

均

衡

し

た や

や

赤

字

だ
っ

た

大

幅

な

赤

字

だ
っ

た

そ

の

他

無

回

答
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（1-５）経営で重視していること（問７） 

        
経営で重視していることをみると、「職員の資質向上」が 66.7％で最も多く、次いで「職員の確保」

が 34.8％となっています。 

 

 

 

２．職員について 
 

（２-1）人材育成のための取り組み（問 13） 

  
人材育成のための取り組みは、「事業所内での研修の実施」が 87.0％と９割近く、以下「事業所内で

事例検討会の実施」が 62.3％、「外部研修参加のための休暇取得の支援や金銭的な支援」が 55.1％とな

っています。 

 

  

66.7
34.8

31.9
31.9

29.0
27.5

18.8
8.7

5.8
4.3
4.3

14.5

0 10 20 30 40 50 60 70

職員の資質向上

職員の確保

職員の待遇改善

収益の確保

他の事業者との連携

行政との連携

地域住民等の理解

制度改正などへの対応

施設・設備の改善

事務作業量の軽減

運転資金の調達

その他

ｎ＝（69）

87.0

62.3

55.1

39.1

30.4

24.6

10.1

8.7

7.2

1.4

0 20 40 60 80 100

事業所内で研修の実施

事業所内で事例検討会の実施

外部研修参加のための休暇取得の支援や金銭

的な支援

職員キャリアパスの導入

他事業者と合同で研修会の実施

他事業者への異動・受入（人事交流）

他事業者と合同で事例検討会の実施

指導員（チューター）制度の導入

その他

特に行っていない

ｎ＝（69）

（％） 

（％） 

（％） 
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３．サービス提供について 
 

（３-１）サービス向上のための取り組み（問 18） 

  
サービス向上のための取り組みをみると、「緊急時マニュアルに作成」が 65.2％と最も多く、以下、

「苦情や相談の受付体制の整備」が 62.3％、「事故防止対策」が 52.2％となっています。 

 

（３-２）今後新規参入を検討しているサービス（問 20） 

  
今後新規参入を検討しているサービスをみると、何らかの回答があったのは全体の 53.6％で、「共同

生活援助（グループホーム）」が 17.4％と最も多くなっています。 

65.2

62.3

52.2

44.9

39.1

39.1

39.1

26.1

23.2

15.9

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70

緊急時マニュアルの作成

苦情や相談の受付体制の整備

事故防止対策

困難事例のケース検討会などの開催

専門職の配置

サービス提供マニュアルの作成

利用者への説明の徹底

第三者機関の評価

事業者独自の評価

利用者による評価

その他

特にない

ｎ＝（69）

17.4
13.0

11.6
5.8

4.3
4.3
4.3

2.9
2.9
2.9

1.4
1.4
1.4
1.4
1.4
1.4

0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0

11.6
46.4

0 10 20 30 40 50

共同生活援助（グループホーム）

就労継続支援（Ｂ型）

計画相談支援（サービス等利用計画・…

放課後等デイサービス

就労継続支援（Ａ型）

地域相談支援（地域移行支援・地域定着支援）

地域活動支援センター事業

生活介護

児童発達支援

障害児相談支援

重度訪問介護

行動援護

同行援護

自立訓練（機能訓練・生活訓練）

就労移行支援

保育所等訪問支援

居宅介護

重度障害者等包括支援

短期入所

療養介護

施設入所支援

日中一時支援事業

生活サポート事業

医療型児童発達支援

その他

無回答

ｎ＝（69）

（％） 

（％） 
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（３-３）障害福祉施策に必要なこと（問 28） 

  
障害福祉施策に必要なことをみると、「福祉人材の確保のための方策」が 66.7％で最も多く、「地域住

民の理解や協力」が 43.5％で続いています。 

  

66.7
43.5

29.0
29.0

27.5
17.4

13.0
10.1

2.9
0.0

10.1

0 20 40 60 80

福祉人材の確保のための方策

地域住民の理解や協力

地域の相談支援体制の充実

事務手続きの簡素化

地域の生活基盤の充実のための方策

一般就労の促進のための方策

福祉的就労における工賃向上

利用者負担の軽減

その他

特にない

無回答

ｎ＝（69）

（％） 
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７．質的調査（インタビュー調査） 

 

 

 

 

 

１ 質的調査の概要 

知的障害者を対象とした量的調査（アンケート調査）では、保護者等が本人の思いを

汲んで回答するケースが多いことから、量的調査（アンケート調査）に加え、本人に直

接質問するインタビュー調査を実施しました。 
調査実施者は、東洋大学社会学部社会福祉学科の 4 年生で、社会福祉士を目指す障害

者福祉に関心のある学生が、同学科の髙山教授・志村教授の指導のもと担当しました。 
 

２ 調査対象 

●区内施設を利用する 18 歳以上の愛の手帳所持者 82 名 
（利用施設の職員により抽出された、言語でのコミュニケーションが可能な方） 
年代の分布については以下の通りです。 

 年代 

10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 不明 計 

男 3 12 9 5 5 2 1 6 43 

女 2 9 2 9 4 5 1 7 39 

計 5 21 11 14 9 7 2 13 82 

 

 ●対象施設 10 か所 
  施設名 サービス種別  施設名 サービス種類 

１ 大塚福祉作業所 就労移行支援、就

労継続支援 B型 

６ は～と・ピア 生活介護 

２ 小石川福祉作業所 就労移行支援、就

労継続支援 B型 

７ ワークショップや

まどり 

生活介護、自立訓

練、就労移行支援、

就労継続支援 B 型 

３ 若駒の里 生活介護 ８ こぱん 就労継続支援 A 型、

就労継続支援 B 型 
４ だんござかハウス 生活介護 ９ ドリームハウス

Ⅲ・Ⅳ 
知的障害者グルー

プホーム 
５ 工房わかぎり 就労継続支援 B 型 10 エルムンド小石川 知的障害者グルー

プホーム 
 

 

３ 調査方法 

  面接法（グループ・インタビュー） 

 

４ 調査内容 

  日中及び施設での楽しみ、余暇の過ごし方、相談相手、区サービスの利用状況、今後

の希望等 

 

５ インタビュー調査により得られた知的障害当事者の主な回答 

（１）楽しみ、余暇等 
   楽しみや余暇等に関するインタビューでは、「塗り絵をする」、「テレビを見る」、

「DVD 鑑賞をする」、「漫画を読む」、「音楽を聴く」といった室内で行うものと、「散

歩をする」、「野球観戦をする」、「買い物をする」といった屋外で行うものについての

回答が得られました。 
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   また、利用施設が企画する郊外宿泊、納涼祭や運動会といった「イベントが楽しい」

という回答を多く得ました。このほか、施設での日中活動に対する回答もあり、具体

的には「友人と過ごすことが楽しい」、「みんなとおしゃべりすることが楽しい」、「日

中作業が楽しい」というものでした。 
 
（２）相談 
   相談についてのインタビュー結果は、『不安・困りごとについて』と『相談相手につ

いて』の 2 つの項目に整理できました。 
   『不安・困りごと』の内容は、金銭面や人間関係についてでした。『相談相手』は「施

設職員」、「先生」、「友人」、「家族（とりわけ母親が多い）」であり、身近な相談相手か

ら専門職までが相談相手となっています。また、「困っていることは特にない」、「相談

をしていない」という回答は、生活介護の利用者に多くみられました。 
 
（３）区のサービス 

   区のサービスの利用状況については、移動支援や地域循環バスなどを利用している

といったものや、余暇活動で区の施設を利用しているという回答のほか、「（サービス

利用手続きは自分以外が行っているため）わからない」、「サービスを利用していない」

という回答が得られました。サービスの認識度が利用者の施設種別によって異なって

いることが分かりました。 
 
（４）希望等 
  希望等についてのインタビューでは、『仕事』と『暮らし』の 2 つに大別できました。 
『仕事』については、「今の仕事を続けていきたい」、「もっとお金を稼ぎたい」、「他の

仕事をしたい」という異なる回答が得られました。また、『暮らし』については「今の

生活を続けていきたい」、「グループホームに入りたい」、「結婚をしたい」という回答

が得られ、希望等に対する個別性がうかがわれました。 

◆注釈：本文中の「 」は、インタビューから得られた知的障害者本人の回答です。 



【資料第３号】 

健康に関するニーズ調査の結果について 

 

１ 目的 

ニーズ調査の実施により、区民の健康状態や健康管理の方法、健康づくりに関する要望 

等を把握し、現行の保健医療計画の最終評価資料及び次期保健医療計画（平成 30 年度～平

成 35年度）の基礎資料とする。 

 

２ 調査対象者及び調査項目 

⑴ 調査対象者 

20 歳以上 89 歳以下の文京区在住者 4,800 人（住民基本台帳から無作為抽出） 

⑵ 調査項目 

対象者の属性、健康意識、健康管理、体重管理、運動、食生活・食育、睡眠・ストレス、

たばこ、アルコール、歯と口腔、受療行動、地域とのつながり、区の施策等 

 

３ 調査方法 

   アンケート（郵送配布・郵送回収）方式 

  

４ 調査時期 

   平成 28年 10 月 1日～平成 28 年 10 月 21 日（11月 8日到着分まで集計） 

 

５ 回収状況 

配布数 回収数 有効回収数 有効回収率 

4,800 2,104 2,099 43.7 % 

 

６ 調査結果 

別紙（概要版）のとおり 
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 文京区健康に関するニーズ調査結果の報告  
 

１ 調査概要 

（１）調査目的 
 

本調査は、区民の健康状態や健康管理の方法、健康づくりに関する要望等を把握し、平成 30 年

度からはじまる次期保健医療計画策定の基礎資料とすることを目的として実施しました。 

 

（２）調査設計 （３）回収結果 
 

調査地域 文京区全域  有効回収数  2,099 人 

調査対象者 20 歳以上 89 歳以下の文京区在住者 4,800 人  有効回収率   43.7％ 

抽出方法 住民基本台帳からの無作為抽出    

調査方法 郵送配布―郵送回収    

調査期間 平成 28 年 10 月１日～10 月 21 日    

※平成 28 年 11 月８日到着分までを集計の対象に含めました。 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

○図表中の「n」（number of case の略）は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条

件に該当する人数）を表しています。 

○調査結果の比率は、その設問の回答者数(n)を基数として、小数点以下第２位を四捨五入し算出し

ています。そのため、端数処理の関係で合計が 100.0%にならない場合があります。 

○複数回答の設問の場合、回答比率の合計は 100.0％を超える場合があります。 

○本文や図表中の選択肢表記は、語句を短縮・簡略化している場合があります。 

○掲載した図表には、設問により、全体の結果を示したもの、性別、性・年齢別のクロス集計結果

を示したものがあります。 

○クロス集計結果の図表では、次のような留意点があります。 

  ・分析の軸（＝表側）とした調査回答者の属性の無回答は表示していません。そのため、各調

査回答者の属性のｎの合計が、全体と一致しない場合があります。 

  ・分析の軸（＝表側）でｎが少ないもの（25 人未満を目安）は、誤差が大きくなるため、参

考として図示していますが、分析の対象からは除いています。 

○複数回答の設問のクロス集計結果は、数表を掲載しています。その中で、  で網掛けされてい

る部分は、男性であれば男性全体、女性であれば女性全体に比べて 10 ポイント以上高いことを

表しています。 

○統計数値を記述するにあたり、割での表記を用いている場合があります。その際の目安は、おおむ

ね以下のとおりとしています。また、状況に応じて、●割台、●割以上、●割前後などとまとめて

いる場合もあります。 

例 表現  例 表現 

17.0～19.9％ 約２割  23.0～26.9％ ２割台半ば 

20.0～20.9％ ２割  27.0～29.9％ 約３割 

21.0～22.9％ ２割を超える    

○「保健医療計画 行動目標」の標記がある設問は、保健医療計画で行動目標としてい

るものです。 

概要版の見方 

別紙 
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（４）回答者の属性 
 

【性別】 【年齢】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【職業】 【ＢＭＩ】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【１週間あたりの平均労働時間】 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

n=(2,099)  

０時間

１～19時間

20～29時間

30～39時間

40～49時間

50～59時間

60～69時間

70時間以上

その他

無回答

14.1

10.9

4.9

10.6

24.6

12.6

5.0

3.5

1.4

12.3

0 10 20 30 (%)

n=(2,099)  

正規の職員・従業員

パート

アルバイト

労働者派遣事業所の
派遣社員

契約社員・嘱託

学生

家事（専業）

自営業主（雇人あり）

自営業主（雇人なし）

家族従業者
（自家営業の手伝い）

会社・団体等の役員

内職

無職

その他

無回答

35.9

6.1

2.2

1.6

4.1

3.4

11.2

2.6

5.5

1.6

4.1

0.2

16.9

1.8

2.7

0 10 20 30 40 (%)

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代

無回答

9.6

18.0

20.3

17.9

15.4

12.8

5.7

0.3

10.5

18.4

21.3

13.0

15.1

12.5

8.7

0.4

0 10 20 30

男性 n=(767)  

女性 n=(1,228)  

(%)

n = (2,099)

男性

36.5%

女性

58.5%

無回答

5.0%

※ＢＭＩ（ボディ・マス・インデックス） 

 肥満度を表す国際的な指標。次の式で導くことができ、

「22」が標準とされています。 

      ＢＭＩ＝体重（㎏）÷身長（m）２  

 

 判定基準は、18.5 未満は「やせ」、18.5～25.0 未満は

「標準」、25.0 以上は「肥満」と定められています。 

保健医療計画 
行動目標 

  全  体 (2,099)

20歳代 (   74)

30歳代 (  138)

40歳代 (  156)

　　50歳代 (  137)

　　60歳代 (  118)

　　70歳代 (   98)

　　80歳代 (   44)

20歳代 (  129)

30歳代 (  226)

40歳代 (  261)

　　50歳代 (  160)

　　60歳代 (  186)

　　70歳代 (  154)

　　80歳代 (  107)

ｎ

6.8

5.1

0.6

0.7

4.2

4.1

6.8

19.4

21.2

17.6

18.1

9.7

16.9

17.8

81.1

74.6

71.8

65.7

63.6

73.5

52.3

71.3

64.2

65.1

69.4

74.2

68.2

60.7

12.2

17.4

26.9

30.7

28.0

18.4

27.3

1.6

3.5

9.6

8.1

10.2

9.1

15.0

0.0 

2.9 

0.6 

2.9 

4.2 

4.1 

13.6 

7.8 

11.1 

7.7 

4.4 

5.9 

5.8 

6.5 

(%)

【
男

性
】

【
女

性
】

11.7 68.5 13.9 5.9

や

せ
（
1

8

.

5

未

満

）

標

準
（
1

8

.

5

以

上

～

 

2

5

.

0

未

満

）

肥

満
（
2

5

.

0

以

上

）

無

回

答
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２ 健康意識について 

 
 
 
 
（１）健康に気をつけている状況 
 

ふだん健康に気をつけているかについて

みると、全体では、「気をつけている」が

81.0％となっています。 

性・年齢別にみると、「気をつけている」

は、男女ともにすべての年齢層で６割以上と

なっています。一方、「気をつけていない」

は、男性の 30 歳代で 34.8％と、他の年齢

層に比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
（２）健康に気をつけている具体的な内容 
 

健康に「気をつけている」と回答した人に、

その具体的な内容をたずねたところ、「食

事・栄養に気を配る」が 74.8％で最も高く、

次いで「睡眠・休養を十分にとる」が 61.2％、

「定期的に健康診断を受ける」が 46.7％、

「運動やスポーツをする」が 42.9％などと

なっています。 

 
 
 
 
  

n=(1,701)  

食事・栄養に気を配る

睡眠・休養を十分にとる

定期的に健康診断を受ける

運動やスポーツをする

外出をこころがけるようにしている

体重をコントロールする

健康に関する情報、
知識を収集している

酒の量を減らす

たばこをやめる

イベント、講演会、自主グループ
等に参加する

酒をやめる

たばこの本数を減らす

その他

無回答

74.8

61.2

46.7

42.9

36.7

32.5

24.2

11.5

8.6

6.4

4.5

3.1

2.8

0.1

0 20 40 60 80 (%)

◇食事・栄養、睡眠・休養などを中心に多くの人が健康に気をつけていますが、年齢層

による課題もみられます。 

  全  体 (2,099)

20歳代 (   74)

30歳代 (  138)

40歳代 (  156)

　　50歳代 (  137)

　　60歳代 (  118)

　　70歳代 (   98)

　　80歳代 (   44)

20歳代 (  129)

30歳代 (  226)

40歳代 (  261)

　　50歳代 (  160)

　　60歳代 (  186)

　　70歳代 (  154)

　　80歳代 (  107)

ｎ

77.0

63.8

78.2

83.9

83.1

88.8

86.4

69.8

75.7

81.6

86.9

83.3

89.6

89.7

23.0

34.8

21.2

13.9

11.9

9.2

6.8

26.4

21.7

17.6

11.9

10.8

7.1

8.4

0.0 

1.4 

0.6 

2.2 

5.1 

2.0 

6.8 

3.9 

2.7 

0.8 

1.3 

5.9 

3.2 

1.9 

(%)

【
男

性
】

【
女

性
】

81.0 16.4 2.6

気

を
つ

け
て

い

る

気

を
つ

け
て

い

な
い

無

回
答

保健医療計画 
行動目標 
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３ 健康管理について 

 
 
 
 
 
（１）生活習慣病の健診等の受診状況 
 

生活習慣病の健診等をどこで受けたかに

ついてみると、全体では、「勤務先での健康

診査」が 38.6％で最も高く、次いで「区の

健康診査」が 23.3％となっています。一方、

「健診等を受けなかった」は 18.4％です。 

性・年齢別にみると、「区の健康診査」は、

男女ともに年齢が上がるほど高くなり、特に、

男性の 80 歳代で 65.9％となっています。

「勤務先での健康診査」は、男性の 30 歳代

と女性の 20 歳代で７割台と、他の年齢層に

比べて高くなっています。また、「健診等を

受けなかった」は、男性の 20 歳代と女性の

60 歳代で２割台半ばとなっています。 

 
 
 
 
 
 
（２）健診等を受けなかった理由 
 

「健診等を受けなかった」と回答した人に、

その理由をたずねたところ、全体では、「時

間がとれなかった」が 39.5％で最も高く、

次いで「面倒」が 19.1％、「必要性を感じな

い」が 17.1％などとなっています。 

性別にみると、「必要性を感じない」での

違いが大きく、男性の方が女性よりも９ポイ

ント高くなっています。 

  

時間がとれなかった

面倒

必要性を感じない

費用がかかる

医療機関に入通院
していた

39.5

19.1

17.1

16.0

13.2

38.3

21.7

23.3

15.8

12.5

39.4

18.7

14.3

16.3

13.1

0 10 20 30 40 50

全体 n=(387)  
男性 n=(120)  
女性 n=(251)  

(%)

◇「健診等を受けなかった」は全体で約２割と、多くの人が健診を受診しています。た

だし、健診等を受けなかった理由には、必要性の捉え方に性別での違いが大きくみら

れます。 

  全  体 (2,099)

20歳代 (   74)

30歳代 (  138)

40歳代 (  156)

　　50歳代 (  137)

　　60歳代 (  118)

　　70歳代 (   98)

　　80歳代 (   44)

20歳代 (  129)

30歳代 (  226)

40歳代 (  261)

　　50歳代 (  160)

　　60歳代 (  186)

　　70歳代 (  154)

　　80歳代 (  107)

ｎ

0.0 

2.9 

5.1 

15.3 

33.9 

53.1 

65.9 

1.6 

4.0 

10.3 

16.3 

35.5 

59.7 

60.7 

62.2 

70.3 

52.6 

35.0 

29.7 

9.2 

4.5 

72.1 

60.6 

50.6 

42.5 

17.7 

7.8 

0.0 

1.4
13.0

22.4

28.5

14.4

10.2

2.3

1.6
9.7

14.9

16.9

14.5

3.9

2.8 

12.2

0.7

0.6

4.4

4.2

9.2

9.1

9.3

2.7

2.7
2.5

2.2

3.2
7.5

23.0

11.6

17.3

14.6

16.9

14.3

13.6

14.7

20.8

20.7

16.9

26.9

19.5

20.6

1.4

1.4

1.9

2.2

0.8

4.1

4.5

0.8

2.2

0.8

5.0

3.2

5.8

8.4

(%)23.3 38.6 12.64.3 18.4 2.8

区

の

健
康

診

査

勤

務

先
で

の

健

康

診

査

人

間

ド

ッ

ク

そ

の

他

健

診

等
を

受

け

な

か

っ

た

無

回

答

【
男

性
】

【
女

性
】

（一部抜粋） 
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（３）がん検診の受診状況 
 
① 胃がん検診（40 歳以上） ②大腸がん検診（40 歳以上） 

胃がん検診の受診状況についてみると、全

体では、「受けた」が 43.4％となっています。 

性・年齢別にみると、「受けた」は、男女

ともに 50 歳代で５割台と、他の年齢層に比

べて高くなっています。一方、「受けなかっ

た」は、男女ともに 40 歳代で６割前後とな

っています。 

 

受診場所は、「個人で受ける検診」が

38.0％で最も高くなっています。 

 

【受診状況】 【受診状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【受診場所】 【受診場所】 

 

 
 
 
  

  全  体 (1,476)

　　40歳代 (  156)

　　50歳代 (  137)

　　60歳代 (  118)

　　70歳代 (   98)

　　80歳代 (   44)

　　40歳代 (  261)

　　50歳代 (  160)

　　60歳代 (  186)

　　70歳代 (  154)

　　80歳代 (  107)

ｎ

36.5

56.2

41.5

55.1

54.5

39.8

50.0

52.2

55.8

40.2

58.3

40.9

45.8

32.7

38.6

59.4

47.5

43.0

39.6

44.9

5.1

2.9

12.7

12.2

6.8

0.8

2.5

4.8

4.5

15.0

(%)47.4 46.6 6.0

【
男

性
】

【
女

性
】

受

け
た

受

け
な

か

っ
た

無

回
答

大腸がん検診の受診状況についてみると、全

体では、「受けた」が 47.4％となっています。 

性・年齢別にみると、「受けた」は、男性

の 50 歳代と 70～80 歳代、女性の 70 歳代

で５割台半ばとなっています。一方、「受け

なかった」は、男女ともに 40 歳代で約 6 割

と、他の年齢層に比べて高くなっています。 

 

受診場所は、「区が実施する検診」が

42.2％で最も高くなっています。 

◇どのがん検診も「受けた」は５割を下回っています。検診を受けなかった理由からは、

必要性の周知の強化や、受診しやすい環境づくりが必要であることがわかります。 

n=(640)  

個人で受ける検診

区が実施する検診

職場が実施する検診

医療保険者が実施する検診

その他

無回答

38.0

31.3

27.7

3.9

2.8

0.5

0 10 20 30 40 (%) n=(699)  

区が実施する検診

個人で受ける検診

職場が実施する検診

医療保険者が実施する検診

その他

無回答

42.2

29.0

24.7

4.6

1.3

1.3

0 20 40 60 (%)

  全  体 (1,476)

　　40歳代 (  156)

　　50歳代 (  137)

　　60歳代 (  118)

　　70歳代 (   98)

　　80歳代 (   44)

　　40歳代 (  261)

　　50歳代 (  160)

　　60歳代 (  186)

　　70歳代 (  154)

　　80歳代 (  107)

ｎ

35.3

54.7

44.1

49.0

36.4

40.6

50.6

47.3

40.9

29.9

60.3

41.6

45.8

33.7

47.7

58.6

46.3

47.8

49.4

55.1

4.5

3.6

10.2

17.3

15.9

0.8

3.1

4.8

9.7

15.0

(%)43.4 49.5 7.1

【
男

性
】

【
女

性
】

受

け
た

受

け
な

か

っ
た

無

回
答
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③ 肺がん検診（40 歳以上）  

肺がん検診の受診状況についてみると、全

体では、「受けた」が 26.2％で、「受けなか

った」が 63.2％と高くなっています。 

性・年齢別にみると、「受けた」は、男性

の 50 歳代で 40.9％、女性の 50 歳代で

33.8％と、他の年齢層に比べて高くなってい

ます。一方、「受けなかった」は、女性の 40

歳代で 73.6％と最も高くなっています。 

 

受診場所は、「職場が実施する検診」が

46.4％で最も高く、次いで「個人で受ける検

診」が 40.7％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  全  体 (1,476)

　　40歳代 (  156)

　　50歳代 (  137)

　　60歳代 (  118)

　　70歳代 (   98)

　　80歳代 (   44)

　　40歳代 (  261)

　　50歳代 (  160)

　　60歳代 (  186)

　　70歳代 (  154)

　　80歳代 (  107)

ｎ

26.9

40.9

29.7

31.6

22.7

24.9

33.8

22.6

20.1

7.5

67.3

52.6

55.9

45.9

56.8

73.6

61.3

68.8

64.9

70.1

5.8

6.6

14.4

22.4

20.5

1.5

5.0

8.6

14.9

22.4

(%)26.2 63.2 10.6

【
男

性
】

【
女

性
】

受

け
た

受

け
な

か

っ
た

無

回
答

【受診状況】 

【受診場所】 

n=(386)  

職場が実施する検診

個人で受ける検診

医療保険者が実施する検診

その他

無回答

46.4

40.7

10.9

2.8

1.3

0 20 40 60 (%)
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④ 子宮頸がん検診（女性 20 歳以上） ⑤ 乳がん検診（女性 40 歳以上） 

子宮頸がん検診の受診状況についてみる

と、女性全体では、「受けた」が 45.5％とな

っています。 

性・年齢別にみると、「受けた」は、30 歳

代で 69.0％と最も高く、それ以降年齢が上

がるほど低くなります。 

 

受診場所は、「区が実施する検診」が

39.0％で最も高くなっています。 

 

 

 

【受診状況】 【受診状況】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【受診場所】 【受診場所】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

女性全体 (868)

　　40歳代 (261)

　　50歳代 (160)

　　60歳代 (186)

　　70歳代 (154)

　　80歳代 (107)

ｎ

67.0

63.8

40.3

21.4

13.1

32.6

35.0

53.8

67.5

71.0

0.4

1.3

5.9

11.0

15.9

(%)46.0 48.5 5.5

受

け

た

受

け

な
か

っ
た

無

回

答

女性全体 (1,228)

　　20歳代 (  129)

　　30歳代 (  226)

　　40歳代 (  261)

　　50歳代 (  160)

　　60歳代 (  186)

　　70歳代 (  154)

　　80歳代 (  107)

ｎ

46.5

69.0

63.2

53.8

29.0

16.2

8.4

53.5

30.5

36.0

45.6

64.0

70.1

73.8

0.0 

0.4 

0.8 

0.6 

7.0 

13.6 

17.8 

(%)45.5 49.8 4.6

受

け
た

受

け
な

か

っ
た

無

回
答

乳がん検診の受診状況についてみると、女

性全体では、「受けた」が 46.0％となってい

ます。 

性・年齢別にみると、「受けた」は、40 歳

代で 67.0％、50 歳代で 63.8％となってお

り、それ以降年齢が上がるほど低くなります。 

 

受診場所は、「区が実施する検診」が

35.1％で最も高く、次いで「個人で受ける検

診」が 31.1％、「職場が実施する検診」が

29.1％などとなっています。 

 

n=(559)  

区が実施する検診

職場が実施する検診

個人で受ける検診

医療保険者が実施する検診

その他

無回答

39.0

29.2

26.8

3.6

3.0

1.3

0 20 40 60 (%) n=(399)  

区が実施する検診

個人で受ける検診

職場が実施する検診

医療保険者が実施する検診

その他

無回答

35.1

31.1

29.1

5.0

1.8

1.3

0 10 20 30 40 (%)
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（４）がん検診を受けなかった理由 
 

がん検診を１つでも「受けなかった」と回

答した人に、その理由をたずねたところ、全

体では、「時間がとれなかった」が 25.8％、

「必要性を感じない」が 25.4％と高く、次

いで「面倒」が 15.2％、「費用がかかる」が

13.4％などとなっています。 

性別にみると、「受診方法がわからない」

での違いが大きく、男性の方が女性よりも約

８ポイント高くなっています。一方、「検査

等に不安がある」は、女性の方が約６ポイン

ト高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

性・年齢別にみると、「時間がとれなかった」は、男性の 40～50 歳代、女性の 20～50 歳代

で高い傾向にあり、特に、女性の 30 歳代は 52.2％となっています。「必要性を感じない」は、男

女ともに 70 歳以上で高く、特に、女性の 80 歳代は 46.0％です。このほか、「費用がかかる」は

女性の 30 歳代で 29.0％、「受診方法がわからない」は女性の 20 歳代で 27.5％、「医療機関に

入通院していた」は男性の 80 歳代で 25.0％と、他の年齢層に比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

単位（%）
 

n

時
間
が
と
れ
な
か

っ
た

必
要
性
を
感
じ
な
い

面
倒

費
用
が
か
か
る

受
診
方
法
が
わ
か
ら
な

い 検
査
等
に
不
安
が
あ
る

医
療
機
関
に
入
通
院
し

て
い
た

結
果
が
不
安

そ
の
他

無
回
答

男性 346 23.7 23.7 13.3 16.8 13.9 3.2 6.9 3.2 9.0 13.6

　　／40歳代 113 30.1 18.6 15.0 21.2 13.3 2.7 1.8 1.8 10.6 12.4

　　／50歳代 80 32.5 22.5 12.5 18.8 18.8      - 5.0      - 3.8 12.5

　　／60歳代 77 22.1 20.8 15.6 20.8 9.1 7.8 7.8 7.8 15.6 14.3

　　／70歳代 48 8.3 35.4 14.6 2.1 14.6 2.1 10.4 6.3 4.2 14.6

　　／80歳代 28 3.6 35.7      - 7.1 14.3 3.6 25.0      - 7.1 17.9

女性 825 27.2 25.7 16.0 12.0 6.4 9.6 4.0 3.8 10.5 14.5

　　／20歳代 69 36.2 24.6 17.4 21.7 27.5 11.6      -      - 5.8 4.3

　　／30歳代 69 52.2 14.5 14.5 29.0 11.6 8.7      - 5.8 10.1 1.4

　　／40歳代 213 35.2 16.4 19.2 12.7 5.6 9.9 1.9 4.2 10.8 19.7

　　／50歳代 116 30.2 24.1 14.7 12.9 3.4 10.3 1.7 3.4 13.8 11.2

　　／60歳代 146 25.3 22.6 19.2 8.2 2.7 11.0 3.4 4.1 8.2 21.2

　　／70歳代 124 10.5 39.5 15.3 4.0 2.4 8.9 8.9 5.6 17.7 9.7

　　／80歳代 87 3.4 46.0 5.7 5.7 3.4 5.7 11.5 1.1 3.4 20.7

時間がとれなかった

必要性を感じない

面倒

費用がかかる

受診方法がわからない

検査等に不安がある

医療機関に
入通院していた

結果が不安

その他

無回答

25.8

25.4

15.2

13.4

8.7

7.8

4.9

3.7

10.2

14.3

23.7

23.7

13.3

16.8

13.9

3.2

6.9

3.2

9.0

13.6

27.2

25.7

16.0

12.0

6.4

9.6

4.0

3.8

10.5

14.5

0 10 20 30

全体 n=(1,201)  

男性 n=(346)  

女性 n=(825)  

(%)
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４ 体重管理について 

 
 
 
 
 
（１）自分の体重に対する認識 
 

自分の体重に対する認識についてみると、

全体では、「非常に太っている」（7.7％）と

「少し太っている」（36.0％）を合わせて、

《太っている》が 43.7％となっており、「ふ

つう」が 43.1％と、おおむね並んでいます。 

性・年齢別にみると、《太っている》は、

男性では 50～60 歳代で５割台半ば、80 歳

代で５割となっており、女性では 40 歳代で

５割を超え、他の年齢層に比べて高くなって

います。 

 

 

（再掲）ＢＭＩ 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
  

◇自分の体重に対する認識は、《太っている》が男性の 50 歳～60 歳代、80 歳代、女性

の 40 歳代で高く、特に、男性の当該年齢層はＢＭＩの結果と認識が近い状況にあり

ます。 

  全  体 (2,099)

20歳代 (   74)

30歳代 (  138)

40歳代 (  156)

　　50歳代 (  137)

　　60歳代 (  118)

　　70歳代 (   98)

　　80歳代 (   44)

20歳代 (  129)

30歳代 (  226)

40歳代 (  261)

　　50歳代 (  160)

　　60歳代 (  186)

　　70歳代 (  154)

　　80歳代 (  107)

ｎ

6.8

5.1

0.6

0.7

4.2

4.1

6.8

19.4

21.2

17.6

18.1

9.7

16.9

17.8

81.1

74.6

71.8

65.7

63.6

73.5

52.3

71.3

64.2

65.1

69.4

74.2

68.2

60.7

12.2

17.4

26.9

30.7

28.0

18.4

27.3

1.6

3.5

9.6

8.1

10.2

9.1

15.0

0.0 

2.9 

0.6 

2.9 

4.2 

4.1 

13.6 

7.8 

11.1 

7.7 

4.4 

5.9 

5.8 

6.5 

(%)

【
男

性
】

【
女

性
】

11.7 68.5 13.9 5.9

や

せ
（
1

8

.

5

未

満

）

標

準
（
1

8

.

5

以

上

～

 

2

5

.

0

未

満

）

肥

満
（
2

5

.

0

以

上

）

無

回

答

  全  体 (2,099)

20歳代 (   74)

30歳代 (  138)

40歳代 (  156)

　　50歳代 (  137)

　　60歳代 (  118)

　　70歳代 (   98)

　　80歳代 (   44)

20歳代 (  129)

30歳代 (  226)

40歳代 (  261)

　　50歳代 (  160)

　　60歳代 (  186)

　　70歳代 (  154)

　　80歳代 (  107)

ｎ

6.8

11.6

11.5

10.9

7.6

3.1

2.3

5.4

4.0

10.0

6.9

8.1

5.8

8.4

24.3

35.5

34.6

42.3

45.8

29.6

47.7

43.4

30.1

42.5

37.5

34.9

33.8

22.4

45.9

42.0

42.3

43.1

33.9

51.0

36.4

38.0

53.1

36.4

43.1

45.2

46.8

42.1

23.0

10.9

10.9

2.9

11.0

15.3

11.4

13.2

12.4

11.1

12.5

11.3

13.0

27.1

0.0 

0.0 

0.6 

0.7 

1.7 

1.0 

2.3 

0.0 

0.4 

0.0 

0.0 

0.5 

0.6 

0.0 

(%)

【
男

性
】

【
女

性
】

7.7 36.0 43.1 12.6 0.5

非

常

に
太

っ

て

い

る

少

し

太

っ
て

い

る

ふ

つ

う

や

せ

て
い

る

無

回

答
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５ 運動について 

 
 
 
 
（１）運動の実施状況 
 

運動の実施状況についてみると、全体では、

「行っている」が 50.4％となっています。

一方、「過去に行っていたが今は行っていな

い」（21.8％）と「行っていない」（27.1％）

を合わせて、《現在は行っていない》は

48.9％です。 

性・年齢別にみると、「行っている」は、

男性では 70 歳代で最も高く 61.2％となっ

ており、次いで 20 歳代と 60 歳代、80 歳

代で５割台半ばです。女性では、おおむね年

齢が上がるほど高くなり、60～70 歳代で約

６割となっています。一方、《現在は行って

いない》は、女性の 20 歳代で 63.5％、女

性の 30 歳代で 59.7％と、他の年齢層に比

べて高くなっています。 

 

 

 

 

 
（２）現在運動を行っていない理由 
 

運動を《現在は行っていない》と回答した

人に、その理由をたずねたところ、「時間が

ない」が 47.9％で最も高く、次いで「疲れ

ている」が 27.1％、「面倒」が 24.7％など

となっています。 

 
 
 
 
  

  全  体 (2,099)

20歳代 (   74)

30歳代 (  138)

40歳代 (  156)

　　50歳代 (  137)

　　60歳代 (  118)

　　70歳代 (   98)

　　80歳代 (   44)

20歳代 (  129)

30歳代 (  226)

40歳代 (  261)

　　50歳代 (  160)

　　60歳代 (  186)

　　70歳代 (  154)

　　80歳代 (  107)

ｎ

56.8

47.1

50.6

50.4

54.2

61.2

54.5

36.4

40.3

44.4

49.4

58.6

59.7

52.3

21.6

23.2

25.0

27.0

16.1

11.2

13.6

33.3

31.4

28.4

17.5

13.4

11.0

18.7

21.6

29.7

23.7

21.9

28.0

25.5

29.5

30.2

28.3

27.2

33.1

28.0

27.3

26.2

0.0 

0.0 

0.6 

0.7 

1.7 

2.0 

2.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.9 

2.8 

(%)

【
男

性
】

【
女

性
】

50.4 21.8 27.1 0.7

行

っ
て

い

る

過

去

に

行

っ
て

い

た

が

今

は

行

っ
て

い

な

い

行

っ
て

い

な

い

無

回

答

◇運動の実施状況は、「行っている」と《現在は行っていない》が拮抗しています。《現

在は行っていない》は、女性の 20 歳～30 歳代で高い状況です。 

n=(1,027)  

時間がない

疲れている

面倒

費用がかかる

運動が嫌い

一緒に運動する相手、
仲間がいない

施設や場所がない

健康上の理由

日常体を使っていて
運動の必要なし

どのような運動をしたらよいのか
分からない

運動不足で健康が損なわれる
ことはないと思う

その他

無回答

47.9

27.1

24.7

13.6

10.3

10.3

9.1

8.7

8.3

4.7

1.8

5.6

13.0

0 20 40 60 (%)

保健医療計画 
行動目標 



11 

６ 食生活・食育について 

 
 
 
（１）健康のために食生活で実践していること 
 

健康のために食生活で実践していること

についてみると、全体では、「朝昼晩と１日

３回規則正しく食べる」が 49.2％で最も高

く、次いで「食べ過ぎない」が 44.1％、「１

日１回は主食・主菜・副菜をそろえた食事を

する」が 33.7％、「食品の安全性に気をつけ

る」が 31.7％などとなっています。 

性別にみると、女性の方が男性よりも高い

項目が多く、特に、「食品の安全性に気をつ

ける」は約 20 ポイント、「１日１回は主食・

主菜・副菜をそろえた食事をする」は約７ポ

イント差がみられます。 

 

 
性・年齢別にみると、「朝昼晩と１日３回規則正しく食べる」は、男性の 70 歳以上と女性の 60

歳以上で６割台と高く、男性の 30 歳代が約３割にとどまっています。「食べ過ぎない」は、男性

の 50～60 歳代で５割台、女性の 40～50 歳代で約５割と、他の年齢層に比べて高くなっていま

す。一方、「特にない」は、男性の 20～30 歳代で２割台半ばとなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

単位（%）
 

n

朝
昼
晩
と
１
日
３
回
規

則
正
し
く
食
べ
る

食
べ
過
ぎ
な
い

１
日
１
回
は
主
食
・
主

菜
・
副
菜
を
そ
ろ
え
た

食
事
を
す
る

食
品
の
安
全
性
に
気
を

つ
け
る

間
食
や
夜
食
は
と
ら
な

い 家
族
や
仲
間
と
一
緒
に

食
べ
る

特
に
な
い

そ
の
他

無
回
答

男性 767 45.9 44.3 29.1 19.4 27.0 13.4 15.8 4.7 0.8

　　／20歳代 74 35.1 27.0 32.4 17.6 13.5 6.8 24.3 2.7      -

　　／30歳代 138 29.7 42.8 21.7 12.3 18.8 9.4 26.8 2.2      -

　　／40歳代 156 40.4 41.7 22.4 17.9 26.9 10.9 16.0 4.5 0.6

　　／50歳代 137 46.7 53.3 35.0 19.7 32.1 14.6 11.7 6.6 0.7

　　／60歳代 118 56.8 51.7 28.0 21.2 32.2 12.7 11.0 6.8 1.7

　　／70歳代 98 61.2 44.9 39.8 27.6 36.7 19.4 8.2 5.1 1.0

　　／80歳代 44 65.9 40.9 29.5 27.3 25.0 29.5 9.1 4.5 2.3

女性 1228 50.6 44.2 36.5 39.2 22.2 17.6 8.9 8.0 0.3

　　／20歳代 129 38.0 40.3 21.7 27.9 17.8 15.5 17.8 4.7      -

　　／30歳代 226 41.6 42.5 37.6 35.4 18.1 18.1 8.8 8.8      -

　　／40歳代 261 45.6 47.9 34.5 41.4 18.0 17.6 8.4 10.3      -

　　／50歳代 160 45.6 48.8 34.4 37.5 18.8 10.6 10.0 5.6 0.6

　　／60歳代 186 64.0 41.4 37.6 47.8 25.8 17.7 7.0 9.7 0.5

　　／70歳代 154 60.4 45.5 45.5 44.8 31.8 24.7 5.8 8.4 1.3

　　／80歳代 107 66.4 41.1 45.8 33.6 32.7 18.7 5.6 4.7      -

朝昼晩と１日３回規則正しく
食べる

食べ過ぎない

１日１回は主食・主菜・副菜を
そろえた食事をする

食品の安全性に気をつける

間食や夜食はとらない

家族や仲間と一緒に食べる

特にない

その他

無回答

49.2

44.1

33.7

31.7

24.4

15.9

11.5

6.6

0.5

45.9

44.3

29.1

19.4

27.0

13.4

15.8

4.7

0.8

50.6

44.2

36.5

39.2

22.2

17.6

8.9

8.0

0.3

0 20 40 60

全体 n=(2,099)  

男性 n=(767)  

女性 n=(1,228)  

(%)

◇食生活や栄養には、女性の方が男性よりも配慮している傾向にあります。 

保健医療計画 
行動目標 



12 

（２）健康のために栄養に関して気をつけていること 
 

健康のために栄養に関して気をつけてい

ることについてみると、全体では、「塩分を

控える」、「ほうれん草、にんじん等色の濃い

野菜や生野菜を食べる」、「脂肪やコレステロ

ールを多く含む食品を食べ過ぎない」、「糖分

をとりすぎない」の４項目が、４割台でおお

むね並んでいます。 

性別にみると、「特にない」を除くすべて

の項目で、女性の方が男性よりも高く、「塩

分を控える」、「ほうれん草、にんじん等色の

濃い野菜や生野菜を食べる」、「牛乳、小魚等

カルシウムを多く含む食品を食べる」は、10

ポイント以上の差がみられます。 

 
 
 
 
（３）食生活で実践していることがない又は栄養に気をつけていない理由 
 

食生活で実践していることがない又は栄

養に気をつけていないと回答した人に、その

理由をたずねたところ、全体では、「外食が

多い」、「おいしさが優先」、「面倒」、「必要な

いと思う」の４項目が、２割前後でおおむね

並んでいます。 

性別にみると、「外食が多い」での違いが

大きく、男性の方が女性よりも約５ポイント

高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

外食が多い

おいしさが優先

面倒

必要ないと思う

何に気をつけてよいのか
わからない

医師に言われていない

家族の協力が得られない

その他

無回答

21.8

21.8

20.0

19.2

12.8

5.9

1.1

8.1

15.6

24.2

21.6

18.9

18.5

13.7

6.2

1.8

6.6

15.0

19.4

23.3

21.4

19.9

12.1

5.8

0.5

10.2

15.0

0 10 20 30

全体 n=(454)  

男性 n=(227)  

女性 n=(206)  

(%)

塩分を控える

ほうれん草、にんじん等色の
濃い野菜や生野菜を食べる

脂肪やコレステロールを多く
含む食品を食べ過ぎない

糖分をとりすぎない

牛乳、小魚等カルシウムを
多く含む食品を食べる

特にない

その他

無回答

43.6

42.0

41.5

40.4

32.2

18.1

6.5

0.6

36.5

33.8

36.8

39.4

24.9

25.2

4.8

0.9

47.7

46.9

44.5

41.5

36.4

13.8

7.6

0.4

0 20 40 60

全体 n=(2,099)  

男性 n=(767)  

女性 n=(1,228)  

(%)

保健医療計画 
行動目標 
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（４）朝食の摂取頻度 
 

朝食の摂取頻度についてみると、全体では、

「毎日食べる」が 70.7％で最も高くなって

います。一方、「ほとんど食べない（欠食）」

は 13.2％です。 

性・年齢別にみると、「毎日食べる」は、

男性の 30 歳代を除いて、男女ともに５割以

上となっており、おおむね年齢が上がるほど

高くなっています。一方、「ほとんど食べな

い（欠食）」は、男性の 30 歳代で 30.4％と、

他の年齢層に比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
（５）野菜の目標摂取量の認知度 
 

野菜の目標摂取量の認知度についてみる

と、全体では、「知っていた」が 53.1％とな

っています。 

性・年齢別にみると、「知っていた」は、

男性の 20 歳代、70～80 歳代、女性のすべ

ての年齢層で５割以上となっており、特に、

女性の 60 歳代は 70.4％と、他の年齢層に

比べて高くなっています。一方、「知らなか

った」は、男性の 40 歳代で 60.3％、30 歳

代で 58.7％などと高くなっています。 

 

大人１人が１日にとりたい 

野菜の量（目標摂取量）は、 

３５０ｇ以上です。 

  全  体 (2,099)

20歳代 (   74)

30歳代 (  138)

40歳代 (  156)

　　50歳代 (  137)

　　60歳代 (  118)

　　70歳代 (   98)

　　80歳代 (   44)

20歳代 (  129)

30歳代 (  226)

40歳代 (  261)

　　50歳代 (  160)

　　60歳代 (  186)

　　70歳代 (  154)

　　80歳代 (  107)

ｎ

55.4

41.3

37.8

40.9

43.2

52.0

56.8

51.2

51.3

54.4

56.9

70.4

67.5

60.7

44.6

58.7

60.3

54.7

55.9

42.9

43.2

48.1

48.2

44.8

41.9

27.4

27.9

33.6

0.0 

0.0 

1.9 

4.4 

0.8 

5.1 

0.0 

0.8 

0.4 

0.8 

1.3 

2.2 

4.5 

5.6 

(%)

【
男

性
】

【
女

性
】

53.1 44.8 2.0

知

っ
て

い
た

知

ら
な

か

っ
た

無

回
答

◇朝食の欠食は、男性の 30 歳代で３割に上ります。 

◇野菜の目標摂取量の認知度は、男性の 30～40 歳代で低い状況です。 

  全  体 (2,099)

20歳代 (   74)

30歳代 (  138)

40歳代 (  156)

　　50歳代 (  137)

　　60歳代 (  118)

　　70歳代 (   98)

　　80歳代 (   44)

20歳代 (  129)

30歳代 (  226)

40歳代 (  261)

　　50歳代 (  160)

　　60歳代 (  186)

　　70歳代 (  154)

　　80歳代 (  107)

ｎ

51.4

47.1

63.5

66.4

80.5

83.7

86.4

55.0

63.7

68.2

72.5

84.9

79.9

87.9

12.2

15.9

9.0

5.8

4.2

3.1

2.3
14.0

13.7

10.3

9.4

3.8

7.1

1.9

17.6

6.5

3.8

5.8

5.1

5.1
4.5

13.2

9.7

4.6
7.5

1.6

1.9

1.9

18.9

30.4

21.8

18.2

8.5

6.1

4.5

17.1

12.4

16.5

9.4

7.0

7.1

5.6

0.0 

0.0 

1.9 

3.6 

1.7 

2.0 

2.3 

0.8 

0.4 

0.4 

1.3 

2.7 

3.9 

2.8 

(%)

【
男

性
】

【
女

性
】

70.7 8.6 5.913.2 1.6

毎

日

食

べ

る

週

４

日

以

上

７

日

未

満

食

べ

る

週

２

日

以

上

４

日

未

満

食

べ

る

ほ

と

ん

ど

食

べ

な

い

（
欠

食

）

無

回

答

 

保健医療計画 
行動目標 
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（６）食に関して重要だと思うこと 
 

食に関して重要だと思うことについてみ

ると、全体では、「栄養バランスを考える力

の習得」が 79.0％で最も高く、次いで「食

の安全性」が 67.4％、「食を通じたコミュニ

ケーション（家族や友人等と食を共にする

等）」が 42.4％、「自然の恩恵や生産者等へ

の感謝」が 42.2％などとなっています。 

性別にみると、「特にない」を除くすべて

の項目で、女性の方が男性よりも高く、「食

の安全性」、「自然の恩恵や生産者等への感謝」

をはじめ、多くの項目で 10 ポイント以上の

差がみられます。 

 

  

栄養バランスを考える力の習得

食の安全性

食を通じたコミュニケーション
（家族や友人等と食を共にする等）

自然の恩恵や生産者等への感謝

食事に関するマナーや
作法を身につける

調理技術の習得

環境に配慮した食料の消費

郷土料理、伝統料理等の
優れた食文化の継承

その他

特にない

無回答

79.0

67.4

42.4

42.2

32.5

29.9

26.3

24.1

2.4

2.3

1.5

72.2

58.0

35.1

32.6

27.0

24.3

21.9

20.9

2.1

4.7

1.8

83.0

73.5

48.0

48.4

37.1

33.8

29.4

26.9

2.6

0.7

1.1

0 20 40 60 80 100

全体 n=(2,099)  

男性 n=(767)  

女性 n=(1,228)  

(%)

◇食に関しては、女性の方が男性よりも興味・関心が高い傾向にあります。 

保健医療計画 
行動目標 



15 

７ 睡眠・ストレスについて 

 
 
 
 
（１）睡眠による休養の充足感 
 

睡眠により休養が「十分とれている」と思

うかについてみると、全体では、「十分とれ

ている」（19.1％）と「まあとれている」

（52.8％）を合わせて、《とれている》が

71.9％となっています。 

性・年齢別にみると、《とれている》は、

男女ともに 60 歳以上で高くなっており、男

性では 60 歳以上すべてで、女性では 60 歳

代と 80 歳代で８割を超えています。一方、

《とれていない》（「あまりとれていない」と

「まったくとれていない」の合計）は、男性

では 30 歳代で 41.3％と高く、女性では 20

～40 歳代で３割台半ばとなっています。 

 

 

 
（２）悩みやストレスの状況 
 

毎日の生活の中で悩みやストレスを感じ

ることがあるかについてみると、全体では、

「よくある」（22.7％）と「時々ある」（50.1％）

を合わせて、《ある》が 72.8％となっていま

す。 

性・年齢別にみると、《ある》は、男性の

30～40 歳代、女性の 20～40 歳代で８割

台となっており、特に、女性の 20 歳代は約

９割となっています。 

 
 
 
 
 

◇総じて、睡眠による休養はとれている傾向にあります。しかし、悩みやストレスを感

じている人は、男女ともに 20～40 歳代で高い傾向にあります。 

  全  体 (2,099)

20歳代 (   74)

30歳代 (  138)

40歳代 (  156)

　　50歳代 (  137)

　　60歳代 (  118)

　　70歳代 (   98)

　　80歳代 (   44)

20歳代 (  129)

30歳代 (  226)

40歳代 (  261)

　　50歳代 (  160)

　　60歳代 (  186)

　　70歳代 (  154)

　　80歳代 (  107)

ｎ

23.0

10.1

17.3

17.5

26.3

34.7

40.9

10.1

14.2

14.6

9.4

20.4

26.6

32.7

45.9

48.6

51.9

53.3

55.1

46.9

43.2

54.3

49.1

49.8

63.1

61.8

51.3

53.3

29.7

36.2

26.9

26.3

16.9

16.3

13.6

32.6

32.7

31.4

24.4

16.7

18.8

10.3

1.4 

5.1 

2.6 

0.7 

0.0 

1.0 

2.3 

3.1 

4.0 

3.8 

2.5 

0.0 

1.9 

0.9 

0.0 

0.0 

1.3 

2.2 

1.7 

1.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.4 

0.6 

1.1 

1.3 

2.8 

(%)

【
男

性
】

【
女

性
】

19.1 52.8 25.1 2.2 0.9

十

分
と

れ
て

い

る

ま

あ
と

れ
て

い

る

あ

ま
り

と
れ

て

い
な

い

ま

っ
た

く
と

れ

て
い

な
い

無

回
答

  全  体 (2,099)

20歳代 (   74)

30歳代 (  138)

40歳代 (  156)

　　50歳代 (  137)

　　60歳代 (  118)

　　70歳代 (   98)

　　80歳代 (   44)

20歳代 (  129)

30歳代 (  226)

40歳代 (  261)

　　50歳代 (  160)

　　60歳代 (  186)

　　70歳代 (  154)

　　80歳代 (  107)

ｎ

31.1

31.9

30.8

27.7

9.3

14.3

4.5

30.2

30.1

29.5

25.6

11.8

13.0

11.2

44.6

50.7

53.8

46.7

46.6

34.7

29.5

58.1

55.3

53.6

53.1

56.5

45.5

39.3

21.6

10.9

14.7

21.2

34.7

34.7

38.6

8.5

10.6

11.9

15.0

25.3

29.9

26.2

1.4

5.1

0.6

3.6

7.6

14.3

22.7

3.1

3.5

3.1

3.8

5.4

7.1

16.8

1.4 

1.4 

0.0 

0.7 

1.7 

2.0 

4.5 

0.0 

0.4 

1.9 

2.5 

1.1 

4.5 

6.5 

(%)
22.7 50.1 19.7 5.6 2.0

【
男

性
】

【
女

性
】

よ

く
あ

る

時

々
あ

る

あ

ま
り

な
い

ほ

と
ん

ど

な

い

無

回
答

保健医療計画 
行動目標 

保健医療計画 
行動目標 
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（３）悩みやストレスの解消状況 
 

悩みやストレスが《ある》と回答した人に、

その解消状況をたずねたところ、「うまく解

消できている」（8.0％）と「どちらかといえ

ば解消できている」（56.5％）を合わせて、

《解消できている》は 64.5％となっていま

す。 

性・年齢別にみると、《解消できている》

は、男女ともにすべての年齢層で５割以上と

なっています。一方、《解消できていない》

（「どちらかといえば解消できていない」と

「まったく解消できていない」の合計）は、

男性の 30 歳代で 43.0％と、他の年齢層に

比べて高くなっています。 

 

 

 
 

※ｎが少ない層は参考として図示し、文中では触れていません。 

 
（４）悩みやストレスの相談相手 
 

悩みやストレスが《ある》と回答した人に、

その相談相手をたずねたところ、「友人」が

50.7％で最も高く、次いで「家族」が 47.1％

などとなっています。 

性別にみると、「友人」は女性の方が男性

よりも約 26 ポイント高く、「家族」でも女

性は 14 ポイント高くなっています。一方、

「相談したことがない」は、男性の方が女性

よりも約 17 ポイント高くなっています。 

 

 

 
  

◇男女ともに悩みやストレスの解消はできている傾向にあります。また、女性の方が男

性よりも身近な相談者に相談できています。 

  全  体 (1,528)

20歳代 (   56)

30歳代 (  114)

40歳代 (  132)

　　50歳代 (  102)

　　60歳代 (   66)

　　70歳代 (   48)

　　80歳代 (   15)

20歳代 (  114)

30歳代 (  193)

40歳代 (  217)

　　50歳代 (  126)

　　60歳代 (  127)

　　70歳代 (   90)

　　80歳代 (   54)

ｎ

8.9

7.9

8.3

8.8

7.6

8.3

13.3

14.0

7.3

6.5

7.1

4.7

8.9

5.6

51.8

49.1

56.1

56.9

56.1

56.3

40.0

50.9

57.5

59.4

58.7

63.0

62.2

55.6

35.7

29.8

23.5

27.5

24.2

27.1

33.3

31.6

31.1

25.3

27.8

26.8

24.4

22.2

3.6

13.2

10.6

6.9

9.1

2.1

13.3

3.5

3.1

7.8

6.3

3.9

3.3

7.4

0.0 

0.0 

1.5 

0.0 

3.0 

6.3 

0.0 

0.0 

1.0 

0.9 

0.0 

1.6 

1.1 

9.3 

(%)

【
男

性
】

【
女

性
】

8.0 56.5 27.7 6.4 1.3

う

ま

く
解

消

で

き

て

い

る

ど

ち

ら
か

と

い

え

ば

解

消
で

き

て

い

る ど

ち

ら
か

と

い

え

ば

解

消
で

き

て

い

な

い

ま

っ
た
く

解

消

で

き

て

い
な

い

無

回

答

友人

家族

職場関係者

病院・診療所等の
医療機関関係者

インターネット等

保健所等の公的機関の相談員

民間機関（医療機関を除く）の
相談員

その他

相談したことがない

無回答

50.7

47.1

18.3

6.9

1.8

1.4

1.2

2.1

16.2

6.4

34.6

38.5

19.6

6.4

1.7

1.1

1.3

1.1

27.5

6.9

60.1

52.5

18.3

6.4

1.8

1.7

1.1

2.2

10.4

5.7

0 20 40 60 80

全体 n=(1,528)  

男性 n=(535)  

女性 n=(925)  

(%)

保健医療計画 
行動目標 
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８ たばこについて 

 
 
 
 
（１）たばこが健康に及ぼす影響の認知度 
 

たばこが健康に及ぼす影響の認知度につ

いてみると、「がん（肺がん・喉頭がん・食

道がん・膵臓がん・口腔がん・膀胱がん等）」

が 94.5％で最も高く、次いで「非喫煙者へ

の健康影響」が 74.9％、「呼吸器疾患（慢性

気管支炎・肺気腫・気管支喘息等）」が 71.8％、

「妊娠出産への影響（不妊・流産・早産・低

出生体重児・乳幼児突然死症候群（SIDS））」

が 66.3％などとなっています。 

 
 
 
 
（２）喫煙状況  
 

喫煙状況についてみると、全体では、「吸

っている（毎日＋時々）」は 11.9％です。一

方、「まったく吸ったことがない」が 58.1％

で高くなっています。 

性別にみると、「吸っている（毎日＋時々）」

は、男性の方が女性よりも 16 ポイント高く

なっています。 

 
 
（３）飲食店等利用時における禁煙・分煙の意向 
 

飲食店等を利用する際の禁煙・分煙の意向

についてみると、全体では、「禁煙施設がよ

い」が 44.4％で最も高くなっています。 

性別にみると、「禁煙施設がよい」は、女

性の方が男性よりも約７ポイント高くなっ

ています。  

全体 (2,099)

男性 (767)

女性 (1,228)

ｎ

21.5

5.5

37.3

20.3

37.8

71.0

3.4

3.2

(%)
11.9 26.6 58.1 3.4

吸

っ
て

い

る

（
毎

日

＋
時

々

）

今

は
吸

っ
て
い

な

い ま

っ
た

く

吸

っ
た

こ

と
が

な

い

無

回
答

◇たばこの影響は、「がん」、「呼吸器疾患」、「非喫煙者への健康影響」などが知られて

いるものの、様々な疾病等に及ぶことは知られていない傾向にあります。 

n=(2,099)  

がん（肺がん・喉頭がん・食道がん・
膵臓がん・口腔がん・膀胱がん等）

非喫煙者への健康影響

呼吸器疾患（慢性気管支炎・肺気腫
・気管支喘息等）

妊娠出産への影響（不妊・流産・早産・
低出生体重児・乳幼児突然死症候群（SIDS））

未成年者への影響

虚血性心疾患（狭心症・心筋梗塞）

脳血管疾患（脳出血・脳梗塞等）

高血圧

慢性閉塞性肺疾患（COPD）

むし歯・歯周疾患

胃・十二指腸潰瘍

糖尿病

上記の選択肢についてすべて知らない

無回答

94.5

74.9

71.8

66.3

58.6

51.8

47.7

36.3

36.2

29.8

19.1

16.8

0.6

3.0

0 20 40 60 80 100 (%)

全体 (2,099)

男性 (  767)

女性 (1,228)

ｎ

40.7

48.0

27.1

23.5

9.0

7.2

3.9

0.7

8.7

4.1

0.7

0.3

9.9

16.3

(%)
44.4 25.0 8.2

1.9

5.8

0.4

14.3

禁

煙

施

設

が

よ

い

完

全

分

煙

さ

れ

た

施

設

な

ら

よ

い

不

完

全

で

も

分

煙

さ

れ

て

い

れ

ば

よ

い

喫

煙

を

制

限

し

な

い

施

設

が

よ

い

気

に

し

な

い

そ

の

他

無

回

答

保健医療計画 
行動目標 
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９ アルコールについて 

 
 
 
 
 
（１）飲酒の頻度 
 

飲酒の頻度についてみると、全体では、「毎

日」が 15.4％となっています。「毎日」と「週

５～６日」（8.4％）を合わせると、《週に５

日以上は飲酒する》は 23.8％となります。

一方、「ほとんど飲まない（飲めない）」は

37.0％です。 

性・年齢別にみると、「毎日」は、男性で

は 50 歳代で 35.0％と最も高く、40 歳代、

60～70 歳代が３割前後となっています。

《週に５日以上は飲酒する》としてみると、

男性の 40～70 歳代は４割以上となり、特

に、50 歳代で 48.9％と、他の年齢層に比べ

て高くなっています。一方、「ほとんど飲ま

ない（飲めない）」は、女性でおおむね年齢

が上がるほど高くなり、80 歳代で 72.0％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
  

  全  体 (2,099)

20歳代 (   74)

30歳代 (  138)

40歳代 (  156)

　　50歳代 (  137)

　　60歳代 (  118)

　　70歳代 (   98)

　　80歳代 (   44)

20歳代 (  129)

30歳代 (  226)

40歳代 (  261)

　　50歳代 (  160)

　　60歳代 (  186)

　　70歳代 (  154)

　　80歳代 (  107)

ｎ

1.4 

18.1 

28.2 

35.0 

29.7 

31.6 

22.7 

1.6 
7.1 

10.7 

16.3 

12.4 

9.1 

0.0 

4.1

13.8

15.4

13.9

11.0

9.2

4.5

2.3
5.8

9.6

8.8

7.0

6.5

1.9

10.8

11.6

10.3

8.0

14.4

4.1

15.9

11.6

9.7

10.3

10.6

10.2

5.8

4.7

31.1

19.6

14.1

13.1

10.2

15.3

4.5

24.8

19.0

16.5

13.1

8.6

9.7

1.9

25.7

13.0

14.7

9.5

4.2

6.1

13.6

36.4

16.4

14.2

11.3

10.2

7.1

12.1

25.7

23.9

17.3

18.2

28.0

31.6

38.6

23.3

40.7

37.5

38.8

49.5

59.1

72.0

1.4 

0.0 

0.0 

2.2 

2.5 

2.0 

0.0 

0.0 

1.3 

1.1 

1.3 

2.2 

2.6 

7.5 

(%)

【
男

性
】

【
女

性
】

15.4 8.4 9.5 14.4 13.4 37.0 1.8

毎

日

週

５
～

６

日

週

３
～

４

日

週

１
～

２

日

月

に

１
～

３

日

ほ

と

ん

ど

飲

ま

な

い

（
飲

め

な

い

）

無

回

答

◇週５日以上で１日３合以上飲酒している、いわゆる多量飲酒者が男性で 17.3％、女性

で 9.0％となっています。また、アルコールの過剰摂取が、健康障害や社会問題に及

ぼす影響は、知られていることと知られていないことの差が大きくなっています。 
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（２）週５日以上飲酒する人の 

１日あたりの飲酒量 
 

《週に５日以上は飲酒する》と回答した人

に、１日あたりの飲酒量をたずねたところ、

「１～２合未満」が 39.6％で最も高くなっ

ています。「３～４合未満」（8.4％）、「４～

５合未満」（3.4％）、「５合以上」（2.2％）を

合わせて、《３合以上》は 14.0％です。 

性別にみると、《３合以上》は、男性で

17.3％、女性で 9.0％となっており、男性の

方が女性よりも約 8 ポイント高くなってい

ます。 

 
 
 
 

 

 
 
 

（３）アルコールの過量摂取による健康障害、社会問題の認知度 
 

アルコールの過量摂取による健康障害、社

会問題の認知度についてみると、「アルコー

ル依存症」が 77.6％で最も高く、次いで「急

性アルコール中毒」が 71.7％、「生活習慣病

（高血圧・脂質異常症・肥満・糖尿病・痛風）」

が 61.7％、「臓器障害（脳・食道・胃・大腸・

すい臓・心臓・血管・骨等）」が 53.5％、「地

域社会への影響（飲酒運転、事故、犯罪）」

が 53.2％などとなっています。 

 
 
 
  

換算表 
日本酒 → １合 焼酎１杯（80ml） → １合 

ビール大びん１本（663ml）→ 1.35 合 ウィスキーダブル１杯（60ml） → １合 

ビール中びん１本（500ml）→ １合 ワイングラス２杯（240ml） → １合 

ビール小びん１本（350ml）→ 0.7 合  

n=(2,099)  

アルコール依存症

急性アルコール中毒

生活習慣病（高血圧・脂質異常症・
肥満・糖尿病・痛風）

臓器障害（脳・食道・胃・大腸・
すい臓・心臓・血管・骨等）

地域社会への影響
（飲酒運転、事故、犯罪）

胎児・乳児への影響

がん（口腔がん・喉頭がん・食道がん・
肝臓がん・大腸がん・乳がん等）

家族への影響（配偶者への暴力（ＤＶ）
・子どもの虐待）

睡眠障害

うつ病

認知症

自殺

上記の選択肢についてすべて知らない

無回答

77.6

71.7

61.7

53.5

53.2

51.8

46.3

41.0

26.0

15.1

14.9

10.1

0.7

13.1

0 20 40 60 80 100 (%)

保健医療計画 
行動目標 

全体 (500)

男性 (284)

女性 (189)

ｎ

17.6

31.2

37.7

44.4

26.8

15.3

10.9

4.8

3.2

3.7

3.2

0.5

0.7 

0.0 

(%)
23.4 39.6 22.6 8.4 3.4

2.2 0.4

１

合

未

満

１
～

２

合

未

満

２
～

３

合

未

満

３
～

４

合

未

満

４
～

５

合

未

満

５

合

以

上

無

回

答
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10 歯と口腔について 

 
 
 
 
（１）歯や歯肉、口腔状態の満足度 
 

歯や歯肉、口腔状態の満足度についてみる

と、全体では、「やや不満だが日常生活には

困らない」が 53.6％で最も高くなっていま

す。ここへ「不自由や苦痛を感じている」

（7.0％）を合わせると、《不満や苦痛等を感

じている》人は 60.6％となります。 

性・年齢別にみると、「ほぼ満足」は、男

性の 20 歳代と 80 歳代、女性の 60～70 歳

代で４割台となっています。「やや不満だが

日常生活には困らない」は、男女ともにいず

れの年齢層でも高く、特に、女性の 20 歳代

は６割を超えています。なお、《不満や苦痛

等を感じている》としてみると、男女ともに

いずれの年齢層でも、５割から６割台となっ

ています。 

 

（２）口腔状態に不満や苦痛を感じている内容 
 

口腔状態に《不満や苦痛等を感じている》

と回答した人に、その内容をたずねたところ、

全体では、「歯と歯の間に物がはさまる」が

45.6％で最も高く、次いで「むし歯や歯周病」

が 41.9％、「歯、歯並び等の外観」が 29.9％、

「口臭」が 25.5％などとなっています。 

性別にみると、「歯、歯並び等の外観」で

の違いが大きく、女性の方が男性よりも約７

ポイント高くなっています。 

 

 
 
  

◇口腔状態に《不満や苦痛等を感じている》人は全体で６割です。そのうち、４割以上の

人が「歯と歯の間に物がはさまる」、「むし歯や歯周病」で不満や苦痛を感じています。 

全  体 (2,099)

　　20歳代 (   74)

　　30歳代 (  138)

　　40歳代 (  156)

　　50歳代 (  137)

　　60歳代 (  118)

　　70歳代 (   98)

　　80歳代 (   44)

　　20歳代 (  129)

　　30歳代 (  226)

　　40歳代 (  261)

　　50歳代 (  160)

　　60歳代 (  186)

　　70歳代 (  154)

　　80歳代 (  107)

ｎ
37.1

41.9

38.4

35.3

38.7

38.1

34.7

40.9

34.1

37.6

37.2

32.5

40.9

40.3

32.7

50.0

58.7

57.1

49.6

48.3

44.9

45.5

61.2

56.2

56.3

59.4

52.7

44.8

53.3

6.8

2.9

7.1

9.5

9.3

15.3

13.6

4.7

4.9

5.7

6.9

3.2

11.7

7.5

1.4 

0.0 

0.6 

2.2 

4.2 

5.1 

0.0 

0.0 

1.3 

0.8 

1.3 

3.2 

3.2 

6.5 

(%)

【
男

性
】

【
女

性
】

37.1 53.6 7.0 2.3

ほ

ぼ
満
足

や

や
不
満

だ
が

日

常

生
活
に

は
困

ら

な

い

不

自
由
や

苦
痛

を

感

じ
て
い

る

無

回
答

歯と歯の間に物がはさまる

むし歯や歯周病

歯、歯並び等の外観

口臭

歯が痛んだりしみたりする

硬い物が食べにくい

歯ぐきから血が出たり
腫れたりする

口の渇き

歯が抜けたまま

45.6

41.9

29.9

25.5

17.9

15.5

14.6

12.0

7.5

45.2

44.2

26.0

27.1

19.3

14.3

16.7

10.8

9.7

45.8

40.9

33.1

24.2

16.6

15.4

13.2

12.1

5.6

0 20 40 60

全体 n=(1,271)  

男性 n=(462)  

女性 n=(749)  

(%)

（一部抜粋） 

保健医療計画 
行動目標 
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（３）歯や歯肉、口腔の健康のために実践していること 
 

歯や歯肉、口腔の健康のために実践してい

ることについてみると、全体では、「１日２

回以上歯をみがく」が 73.7％で最も高く、

次いで「清掃補助用具（デンタルフロスや歯

間ブラシ等）を使う」が 48.7％、「定期的に

歯科健診を受ける」が 40.0％、「定期的に歯

石除去や歯面清掃を受ける」が 37.5％など

となっています。 

性別にみると、女性の方が男性よりも高い

項目が多く、特に、「１日２回以上歯をみが

く」と「清掃補助用具（デンタルフロスや歯

間ブラシ等）を使う」は約 19 ポイント差が

みられます。 

 
 
（４）区の歯科健診への受診意向 
 

区の歯科健診への受診意向についてみる

と、全体では、「受診したいと思う」が 58.9％

と高くなっています。 

性・年齢別にみると、「受診したいと思う」

は、男女ともに 20～30 歳代で高く、年齢

が上がるほど低くなります。また、男女の年

齢層を比べると、各年齢層で女性の方が男性

よりも高くなっています。 

 

 

 

 

 
 
  

１日２回以上歯をみがく

清掃補助用具（デンタルフロスや
歯間ブラシ等）を使う

定期的に歯科健診を受ける

定期的に歯石除去や歯面清掃を
受ける

歯みがきの時に舌の清掃をする

フッ素入りの歯みがき剤を使う

よくかんで食べる

たばこをやめた

その他

特にない

無回答

73.7

48.7

40.0

37.5

29.8

29.0

22.4

9.0

2.1

4.3

2.6

62.6

37.8

32.2

27.5

24.4

26.6

18.5

13.6

1.4

8.2

3.8

81.5

56.4

44.5

43.6

33.4

31.0

24.3

6.2

2.4

2.0

1.7

0 20 40 60 80 100

全体 n=(2,099)  

男性 n=(767)  

女性 n=(1,228)  

(%)

◇歯や歯肉、口腔の健康のために実践していることは、女性の方が男性よりも多く、また、

歯科健診への受診意向も女性の方が高い傾向にあります。 

全  体 (2,099)

　　20歳代 (   74)

　　30歳代 (  138)

　　40歳代 (  156)

　　50歳代 (  137)

　　60歳代 (  118)

　　70歳代 (   98)

　　80歳代 (   44)

　　20歳代 (  129)

　　30歳代 (  226)

　　40歳代 (  261)

　　50歳代 (  160)

　　60歳代 (  186)

　　70歳代 (  154)

　　80歳代 (  107)

ｎ

75.7

72.5

63.5

53.3

50.0

31.6

20.5

85.3

81.9

70.1

60.0

57.0

35.1

23.4

10.8

8.0

15.4

24.8

18.6

18.4

15.9

2.3

7.1

14.2

15.6

19.9

16.9

11.2

13.5

15.2

21.2

19.7

26.3

23.5

27.3

12.4

10.2

14.6

21.9

19.9

20.1

15.9

0.0 

4.3 

0.0 

2.2 

5.1 

26.5 

36.4 

0.0 

0.9 

1.1 

2.5 

3.2 

27.9 

49.5 

(%)

【
男

性
】

【
女

性
】

58.9 14.0 18.1 9.1

受

診

し
た

い

と

思

う

受

診

し
た

い

と

思

わ
な

い

わ

か

ら
な

い

無

回

答

保健医療計画 
行動目標 
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11 受療行動について 

 
 
 
 
（１）かかりつけ医療機関の有無 
 

かかりつけにしている医療機関について

みると、全体では、「診療所、クリニック」

が 58.2％で最も高くなっています。ここへ

「大学の附属病院」（8.5％）と「大学の附属

病院以外の病院」（8.2％）を合わせると、《か

かりつけ医療機関がある》は 74.9％となり

ます。 

性・年齢別にみると、《かかりつけ医療機

関がある》は、男性では 30 歳代で 52.8％

ですが、それ以降年齢が上がるほど高くなり、

70 歳以上で８割台となります。女性では、

20～40 歳代で７割台、50 歳以上で８割台

となっています。 

 

 

 

（２）かかりつけ歯科医療機関の有無 
 

かかりつけにしている歯科医療機関につ

いてみると、全体では、「歯科診療所、歯科

クリニック」が 73.1％で最も高くなってい

ます。ここへ「大学の附属病院の歯科」（2.5％）

と「大学の附属病院の歯科以外の病院の歯科」

（2.1％）を合わせると、《かかりつけ歯科医

療機関がある》は 77.7％となります。 

性・年齢別にみると、《かかりつけ歯科医

療機関がある》は、男性の 70 歳以上、女性

の 40 歳以上で８割台となっています。 

 
 
  

◇かかりつけの医療機関と歯科医療機関のある人は７割以上ですが、薬局のある人は４割

台半ばにとどまります。 

全  体 (2,099)

　　20歳代 (   74)

　　30歳代 (  138)

　　40歳代 (  156)

　　50歳代 (  137)

　　60歳代 (  118)

　　70歳代 (   98)

　　80歳代 (   44)

　　20歳代 (  129)

　　30歳代 (  226)

　　40歳代 (  261)

　　50歳代 (  160)

　　60歳代 (  186)

　　70歳代 (  154)

　　80歳代 (  107)

ｎ

41.9

44.2

51.3

54.0

60.2

49.0

54.5

63.6

65.9

65.1

64.4

59.1

59.7

54.2

14.9

4.3

3.8

9.5

11.0

14.3

22.7

3.9

4.4

7.3

8.8

11.8

9.1

12.1

4.1
4.3

5.8

8.0

5.9

18.4

11.4

4.7

3.5

5.0

6.9

14.0

13.0

15.9

1.4 

0.7 

0.6 

1.5 

1.7 

1.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.4 

0.6 

0.5 

0.6 

0.0 

36.5 

42.0 

37.2 

21.2 

18.6 

10.2 

0.0 
26.4 

24.3 

20.3 

17.5 

12.9 

5.8 

2.8 

1.4 

4.3 

1.3 

5.8 

2.5 

7.1 

11.4 

1.6 

1.8 

1.9 

1.9 

1.6 

11.7 

15.0 

(%)

【
男

性
】

【
女

性
】

58.2 8.5 8.2
0.6

20.0 4.5

診

療

所

、
ク

リ

ニ

ッ

ク

大

学

の
附

属

病
院

大

学

の
附

属

病
院

以

外

の
病

院

そ

の

他

特

に

な
い

無

回

答

全  体 (2,099)

　　20歳代 (   74)

　　30歳代 (  138)

　　40歳代 (  156)

　　50歳代 (  137)

　　60歳代 (  118)

　　70歳代 (   98)

　　80歳代 (   44)

　　20歳代 (  129)

　　30歳代 (  226)

　　40歳代 (  261)

　　50歳代 (  160)

　　60歳代 (  186)

　　70歳代 (  154)

　　80歳代 (  107)

ｎ

56.8

55.8

66.7

62.8

72.0

77.6

81.8

62.0

75.7

78.5

84.4

81.2

77.9

74.8

2.7 

0.7 

1.3 

1.5 

3.4 

4.1 

0.0 

0.0 

0.9 

1.5 
3.8 

5.4 

4.5 

5.6 

2.7 

1.4 

0.6 

2.9 

1.7 

1.0 

4.5 

0.8 

0.0 

2.3 

1.3 

2.2 
5.2 

6.5 

36.5

37.7

30.1

30.7

17.8

12.2

9.1

36.4

20.4

16.5

8.8

9.7

5.2

4.7

1.4

4.3

1.3

2.2

5.1

5.1

4.5

0.8

3.1

1.1

1.9

1.6

7.1

8.4

(%)

【
男

性
】

【
女

性
】

73.1 2.5
2.1

19.0 3.3

歯

科
診

療
所

、
歯

科

ク
リ

ニ

ッ
ク

大

学
の

附
属

病

院

の

歯
科

大

学
の

附
属

病

院

の

歯
科

以
外

の

病

院

の
歯

科

特

に
な

い

無

回
答

保健医療計画 
行動目標 
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（３）かかりつけ薬局の有無 
 

かかりつけにしている薬局はあるかにつ

いてみると、全体では、「ある」が 46.2％で、

「ない」が 51.3％と高くなっている。 

性・年齢別にみると、「ある」は、男女と

もにおおむね年齢が上がるほど高くなり、男

性の 70 歳以上で約７割から７割を超え、女

性の 70 歳以上で７割台半ばとなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

全  体 (2,099)

　　20歳代 (   74)

　　30歳代 (  138)

　　40歳代 (  156)

　　50歳代 (  137)

　　60歳代 (  118)

　　70歳代 (   98)

　　80歳代 (   44)

　　20歳代 (  129)

　　30歳代 (  226)

　　40歳代 (  261)

　　50歳代 (  160)

　　60歳代 (  186)

　　70歳代 (  154)

　　80歳代 (  107)

ｎ

28.4

21.0

24.4

37.2

48.3

71.4

68.2

29.5

30.5

41.8

48.8

61.3

75.3

76.6

71.6

74.6

74.4

60.6

47.5

25.5

27.3

69.8

66.8

57.5

50.6

37.6

20.8

16.8

0.0 

4.3 

1.3 

2.2 

4.2 

3.1 

4.5 

0.8 

2.7 

0.8 

0.6 

1.1 

3.9 

6.5 

(%)
46.2 51.3 2.5

あ

る

な

い

無

回

答

【
男

性
】

【
女

性
】
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12 地域とのつながりについて 

 
 
 
 
 
（１）近所の方とのつきあいの程度 
 

近所の方とのつきあいの程度は、全体では、

「あいさつ程度の最小限のつきあいだけし

ている」が 42.3％で最も高くなっています。

また、「つきあいはほとんどしていない」が

24.1％みられます。 

性・年齢別にみると、「互いに相談したり、

生活面で協力し合っている人もいる」と「日

常的に立ち話をする程度のつきあいはして

いる」は、男女ともにおおむね年齢が上がる

ほど高くなっています。「つきあいはほとん

どしていない」は、男女ともに 20～30 歳

代で高く、特に、男性の 20 歳代で 50.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

  

◇近所の方とのつきあいの程度は、20～30 歳代で少ない状況にあります。また、これら

の年齢層は、近所の方々が手助けをいとわないかについても、《そう思う》が低くなっ

ています。 

全  体 (2,099)

　　20歳代 (   74)

　　30歳代 (  138)

　　40歳代 (  156)

　　50歳代 (  137)

　　60歳代 (  118)

　　70歳代 (   98)

　　80歳代 (   44)

　　20歳代 (  129)

　　30歳代 (  226)

　　40歳代 (  261)

　　50歳代 (  160)

　　60歳代 (  186)

　　70歳代 (  154)

　　80歳代 (  107)

ｎ

4.1

1.4

6.4

3.6

4.2

7.1

15.9

2.3

5.3

7.7

6.3

11.8

16.2

19.6

6.8

10.1

12.2

17.5

25.4

37.8

40.9

4.7

11.5

20.7

25.0

39.8

37.7

41.1

39.2

42.0

50.6

56.9

49.2

38.8

34.1

46.5

44.2

45.2

44.4

36.0

31.8

25.2

50.0

42.0

30.1

19.7

19.5

10.2

4.5

46.5

37.6

25.3

21.9

9.7

10.4

8.4

0.0 

4.3 

0.6 

2.2 

1.7 

6.1 

4.5 

0.0 

1.3 

1.1 

2.5 

2.7 

3.9 

5.6 

(%)

【
男

性
】

【
女

性
】

7.8 23.2 42.3 24.1 2.6

互

い

に

相

談

し

た

り

、

生

活

面

で

協

力

し

合

っ

て

い

る

人

も

い

る

日

常

的

に

立

ち

話

を

す

る

程

度

の

つ

き

あ

い

は

し

て

い

る

あ

い

さ

つ

程

度

の

最

小

限

の

つ

き

あ

い

だ

け

し

て

い

る

つ

き

あ

い

は

ほ

と

ん

ど

し

て

い

な

い

無

回

答
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（２）近所の手助け意識のイメージ 
 

近所の誰かが助けを要した場合に、近所の

人達が手をさしのべることをいとわないか

たずねたところ、「そう思う」（26.2％）と「ど

ちらかといえばそう思う」（46.4％）を合わ

せて、《そう思う》は 72.6％となっています。

一方、「どちらかといえばそう思わない」

（16.2％）と「そう思わない」（8.2％）を

合わせた《そう思わない》は、24.4％です。 

性・年齢別にみると、手をさしのべるのを

いとわないかについて、「そう思う」は、男

女ともにおおむね年齢が上がるほど高くな

り、特に、男性の 80 歳以上は 52.3％とな

っています。《そう思う》としてみると、男

女ともに 20 歳代は５割台となっており、他

の年齢層に比べて低く、同年齢層は《そう思

わない》が４割台です。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

全体 (2,099)

　　20歳代 (   74)

　　30歳代 (  138)

　　40歳代 (  156)

　　50歳代 (  137)

　　60歳代 (  118)

　　70歳代 (   98)

　　80歳代 (   44)

　　20歳代 (  129)

　　30歳代 (  226)

　　40歳代 (  261)

　　50歳代 (  160)

　　60歳代 (  186)

　　70歳代 (  154)

　　80歳代 (  107)

ｎ

16.2

17.4

26.3

28.5

28.8

31.6

52.3

13.2

19.0

18.0

23.1

32.8

37.0

46.7

37.8

48.6

44.9

49.6

44.1

49.0

27.3

45.0

50.0

54.8

50.0

45.2

46.1

26.2

20.3

23.9

14.1

14.6

17.8

7.1

9.1

22.5

21.7

19.2

15.0

13.4

11.0

11.2

24.3

10.1

14.1

5.1

5.1

6.1

4.5

19.4

7.1

5.7

9.4

4.3

3.2

6.5

1.4 

0.0 

0.6 

2.2 

4.2 

6.1 

6.8 

0.0 

2.2 

2.3 

2.5 

4.3 

2.6 

9.3 

(%)

【
男

性
】

【
女

性
】

26.2 46.4 16.2 8.2 3.0

そ

う

思
う

ど

ち

ら
か

と

い

え

ば

そ

う
思

う

ど

ち

ら
か

と

い

え

ば

そ

う
思

わ

な

い

そ

う

思
わ

な

い

無

回

答
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13 区の施策について 

 
 
 
（１）区の事業で知っているもの 
 

区の事業に対する認知状況についてみる

と、全体では、「いずれも知らない」が 57.5％

で最も高くなっています。 

一方、知られている事業では、「健康づく

り栄養教室」が 20.4％で高く、次いで「精

神保健相談」が 15.0％、「在宅寝たきりの人

への訪問歯科健診、指導」が 13.6％などと

なっています。 

 

 

 

性・年齢別にみると、男性では、「健康づくり栄養教室」と「精神保健相談」で 80 歳以上が他

の年齢層に比べて高い傾向にあります。しかし、80 歳以上も含め、各年齢層で「いずれも知らな

い」に比率が集中しており、20～40 歳代と 60 歳代は７割台となっています。女性では、「健康

づくり栄養教室」、「在宅寝たきりの人への訪問歯科健診、指導」、「口腔機能向上教室」は、70 歳

代で他の年齢層に比べて高くなっています。しかし、この年齢層を除けば、男性と同様に各年齢層

で「いずれも知らない」に比率が集中しており、特に、20 歳代は 76.0％となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

n=(2,099)  

健康づくり栄養教室

精神保健相談

在宅寝たきりの人への
訪問歯科健診、指導

障害者の歯科診療、健診

口腔機能向上教室

電話での栄養相談

ネウボラ事業

ハッピーベジタブルフェスタ

ぶんきょうハッピーベイビー
プロジェクト

いずれも知らない

無回答

20.4

15.0

13.6

9.4

8.8

7.7

5.1

4.9

4.7

57.5

5.6

0 20 40 60 80 (%)

◇区の事業を約６割が知らない状況にあります。 

単位（%）
 

n

健
康
づ
く
り
栄
養
教
室

精
神
保
健
相
談

在
宅
寝
た
き
り
の
人
へ

の
訪
問
歯
科
健
診

、
指

導 障
害
者
の
歯
科
診
療

、

健
診

口
腔
機
能
向
上
教
室

電
話
で
の
栄
養
相
談

ネ
ウ
ボ
ラ
事
業

ハ

ッ
ピ
ー

ベ
ジ
タ
ブ
ル

フ

ェ
ス
タ

ぶ
ん
き

ょ
う
ハ

ッ
ピ
ー

ベ
イ
ビ
ー

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト い
ず
れ
も
知
ら
な
い

無
回
答

男性 767 15.9 10.4 8.7 6.0 4.8 5.2 3.1 3.3 3.0 68.2 5.5

　　／20歳代 74 6.8 8.1 1.4 1.4 1.4 6.8 4.1 4.1 6.8 77.0      -

　　／30歳代 138 4.3 5.1 1.4 2.2 1.4 2.2 8.0 3.6 3.6 77.5 5.8

　　／40歳代 156 11.5 9.6 2.6 2.6 1.3 6.4 3.2 1.9 2.6 73.7 4.5

　　／50歳代 137 20.4 18.2 15.3 11.7 6.6 5.1 2.2 5.8 4.4 61.3 6.6

　　／60歳代 118 19.5 8.5 9.3 6.8 6.8 4.2 0.8      -      - 71.2 2.5

　　／70歳代 98 27.6 8.2 21.4 11.2 9.2 5.1 1.0 4.1 2.0 55.1 10.2

　　／80歳代 44 34.1 20.5 15.9 6.8 13.6 11.4      - 4.5 2.3 45.5 11.4

女性 1228 22.6 17.6 16.4 11.2 11.3 9.2 6.5 6.4 6.1 51.5 5.5

　　／20歳代 129 10.1 5.4 3.9 3.1 1.6 3.1 5.4 3.9 7.8 76.0 1.6

　　／30歳代 226 9.7 11.9 2.2 4.4 4.4 8.4 16.8 5.3 13.3 57.1 4.0

　　／40歳代 261 16.9 18.8 13.4 9.6 7.7 10.0 8.8 10.0 7.3 56.7 3.1

　　／50歳代 160 23.8 26.9 20.6 13.8 15.0 10.6 3.1 6.3 3.1 53.8 3.8

　　／60歳代 186 34.4 24.2 25.3 19.9 14.0 11.8 3.2 6.5 3.8 44.1 5.9

　　／70歳代 154 40.3 20.1 32.5 15.6 22.1 10.4      - 5.2 1.9 27.9 9.7

　　／80歳代 107 30.8 12.1 24.3 15.0 21.5 7.5 0.9 3.7 0.9 40.2 15.0
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（２）区が特に充実していくべきだと思う保健医療施策 
 

区が特に充実していくべきだと思う保健

医療施策についてみると、全体では、「健康

診査や各種検診の体制」が 41.5％で最も高

く、次いで「災害時における保健医療体制」

が 32.3％、「休日診療・休日歯科診療」が

31.2％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

性・年齢別にみると、「健康診査や各種検診の体制」は、男性では 70 歳代で 54.1％と高く、女

性では 50 歳代を除き４割台となっています。「災害時における保健医療体制」は各年齢層で女性

の方が男性よりも高く、「休日診療・休日歯科診療」は、男性の 30～40 歳代と女性の 20～40

歳代で４割前後となっています。また、「在宅医療の推進」は男性の 70 歳以上で３割前後、女性

の 70 歳代で 34.4％となっており、「保健医療に関する情報提供」は男性の 80 歳以上で 36.4％

と、他の年齢層に比べて高くなっています。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単位（%）
 

n

健
康
診
査
や
各
種
検

診
の
体
制

災
害
時
に
お
け
る
保

健
医
療
体
制

休
日
診
療
・
休
日
歯

科
診
療

在
宅
医
療
の
推
進

保
健
医
療
に
関
す
る

情
報
提
供

生
活
習
慣
病
対
策
の

取
り
組
み

小
児
の
救
急
医
療
体

制 こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

等 働
き
盛
り
の
健
康
づ

く
り
へ
の
支
援

地
域
や
学
校
で
の
健

康
教
育

男性 767 39.5 24.5 31.7 18.9 18.0 21.9 17.7 14.9 14.7 13.2

　　／20歳代 74 29.7 28.4 25.7 14.9 6.8 14.9 17.6 23.0 24.3 23.0

　　／30歳代 138 36.2 14.5 39.9 2.9 17.4 14.5 31.2 14.5 23.9 10.1

　　／40歳代 156 36.5 28.2 41.7 13.5 13.5 15.4 21.2 17.3 17.3 14.7

　　／50歳代 137 34.3 23.4 33.6 28.5 15.3 28.5 13.9 19.0 15.3 16.1

　　／60歳代 118 44.9 29.7 27.1 21.2 20.3 28.0 11.0 11.9 2.5 8.5

　　／70歳代 98 54.1 24.5 17.3 31.6 27.6 28.6 12.2 6.1 6.1 12.2

　　／80歳代 44 47.7 25.0 15.9 29.5 36.4 29.5 6.8 6.8 11.4 6.8

女性 1228 44.1 37.1 31.8 20.4 21.6 18.4 20.4 16.3 13.7 13.4

　　／20歳代 129 48.8 33.3 41.9 8.5 14.7 14.0 26.4 17.1 22.5 8.5

　　／30歳代 226 47.8 28.3 37.6 11.9 14.6 12.8 31.4 11.9 23.9 17.7

　　／40歳代 261 42.1 36.8 38.3 17.6 21.8 12.3 26.1 19.5 13.4 15.7

　　／50歳代 160 37.5 44.4 34.4 27.5 23.1 19.4 14.4 18.1 12.5 13.1

　　／60歳代 186 45.2 36.0 21.0 24.2 26.3 26.3 12.4 11.3 7.0 13.4

　　／70歳代 154 45.5 46.8 24.7 34.4 29.2 26.0 16.2 19.5 8.4 13.6

　　／80歳代 107 41.1 37.4 15.0 22.4 21.5 24.3 4.7 16.8 3.7 4.7

n=(2,099)  

健康診査や各種検診の体制

災害時における保健医療体制

休日診療・休日歯科診療

在宅医療の推進

保健医療に関する情報提供

生活習慣病対策の取り組み

小児の救急医療体制

こころの健康相談等

働き盛りの健康づくりへの支援

地域や学校での健康教育

学校や地域での食育の取り組み

歯や口腔の健康づくりへの支援

地域の自主グループ等への支援

その他

特にない

無回答

41.5

32.3

31.2

20.3

19.7

19.5

19.2

15.5

13.8

13.1

12.4

9.9

4.4

1.7

8.5

9.4

0 20 40 60 (%)

◇「健康診査や各種検診の体制」、「災害時における保健医療体制」、「休日診療・休日歯科

診療」の充実が望まれています。 

（一部抜粋） 


